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「し、信じられないと思いますけど、私……『クルクル』……いえ、『やり直し』が、できるんです」

「決めた。お前、今日から俺おれの奴ど隷れいな」

「──プリンとアイスとシュークリーム買って帰ろ!!」

　新にい宮みや小こ花はなと御み堂どう征まさ宗むねの出会いを大おお雑ざつ把ぱにまとめると、大体こんな感じになる。







「いやあ、何度聞いても、小花ちゃんと征宗様の出会いは、こう……ドラマティックだね！」

「あはは、物は言いようですねぇ」

　いろいろと衝しよう撃げき的だった出会いから五年。征宗と同じ、中高大一貫教育を掲かかげる九く條じよう学園へ進学した小花は、放課後の生徒会準備室で窓まど枠わくにもたれてのんびりしていた。隣となりでは、ほとんど同じ姿勢の安あ芸き紅べに彦ひこがこちらもグータラしている。

　五月の日差しは白いカーテンによって適度に緩かん和わされており、ボブカットの髪かみを揺ゆらして吹ふき抜ぬける風が心ここ地ちよい。おかげでめちゃくちゃ眠ねむいが、他にすることもない。何度愚ぐ痴ちったか分からない征宗との出会いを思い出して暇ひまつぶしをするほどにない。私と安芸さん限定で必ず笑いが取れるテッパンネタだしね！

　この場を征宗様に押おさえられたら、いろいろな意味でお怒いかりを買うだろうが、いいじゃないですか。私たち以外に誰だれもいないし、現時点でやるべきことを済ませた上でノホホンとしてるんだし、当の征宗様がお戻もどりになれば、奴隷の時間が始まるんですから……と己おのれに言い訳する小花であるが、ぼちぼち時間である。

「安芸さん、そろそろお茶の準備をします……？　ふあぁ」

「んー、どうしようかなぁ……ふあぁ」

　小花につられ、安芸もあくびをする。うなじで結んだ髪が、尻しつ尾ぽのようにぴょこぴょこ揺れた。

　三み十そ路じをいくつか過ぎた彼かれは、年より若く見えるとはいえ、もちろん小花と違ちがって高校二年生でも生徒会役員でもない。九條の卒業生である高名なデザイナーが作ったブレザーも身に着けておらず、かっちりしたスーツ姿なのに不思議にだらしなく見えてしまう、この学園の非常勤講師だ。長ちよう髪はつと浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きが美術教師っぽいと言われつつ、一応英語を受け持っているが、実態は小さい頃ころから仕えている征宗の従者。彼の側そばにいるためにポストを得ているに過ぎない。

　小花が生徒会書記という役職を得ているのも同じことだ。一応選挙で選出されたとはいえ、征宗が「僕ぼくの妹のような子なんだ。ちょっとぼんやりしているところがあるので、眼めの届くところにいないと心配で」と周囲に投票を呼びかけなければ、ごく普ふ通つうに落選していたことだろう。

「ぼんやりしている子なんで、落選させてもらってよかったんだけどね……でも征宗様の側にいる限り、ぼんやりはできないんだなぁ、これが……」

　本当にぼんやりしてる子なんて、そもそも側に置くようなタイプじゃないくせに。遠い眼をする小花に、安芸はのんびりと話し続けた。

「征宗様、今日はなんだっけ。副会長と一いつ緒しよに校内の見回りだっけ？」

「そうらしいですねー。かわいそうに、殿とのさん」

「そうだねぇ。一昔前の少女漫まん画がの相手役みたいな、完かん璧ぺき王子様に張り合うなんて、いい加減諦あきらめればいいのに。でも彼ががんばってくれれば、僕らはもう少し、ここでだーるだると……」

　ふわぁ、ともう一度安芸があくびをした。つられて小花もあくびをしかけたが、その時窓の外から歓かん声せいが聞こえてきた。

「生徒会の見回りだ」

「征宗様だ!!」

　キラキラと光ひかり輝かがやくような、無む邪じや気きな憧あこがれに満ちた声が次々と征宗を呼ぶ。

「殿さんも一緒のはずでしょ？　あの人も呼んであげましょうよ、またスネるんだから」

　遠くから突つっ込こむ小花と違って、彼ら彼かの女じよらは本気で御堂征宗を──彼の表向きの顔を尊敬しているのだろう。羨うらやましい話である。私のことだって、ずっと騙だましてくれればよかったのに……といじける小花をよそに、眼下にはどんどん人が集まり始めていた。

　外国のパブリックスクールを範はんとして設立された九條学園は、モデルと同じく名門の子し弟ていが集まっている。学費は恐おそろしく高いが、それに加えて生徒の両親が競きそうように寄付をつぎ込んでいるため、設備は非常に充じゆう実じつしている。イギリスから呼び寄せた庭師が手入れを欠かさない、見事な中庭はその象しよう徴ちようだ。造ぞう詣けいが深い者が見れば、感かん涙るいにむせぶレベルであるらしい。

　特に今は五月。新緑がきらめく中庭を、美しくデザインされた制服に身を包んだお嬢じようちゃんおぼっちゃんが思い思いに歩き回る様は、現げん実じつ離ばなれした美しさだった。まあお嬢ちゃんおぼっちゃんといえども、容姿まで一いつ般ぱん階級以上かと問われれば全員がそうではないが、手間と金を惜おしんでいない分平均レベルは高い。私みたいな、征宗様のオマケみたいなのも周りに合わせて引き上げられるからねえ、と思いつつ、小花はのんびりと安芸を呼んだ。

「安芸さん、見てくださいよー。いつ見ても映画みたいな庭に、映画みたいな人たちが集まってます」

　なんの造詣もない小花にかかればご覧の低レベルであるが、言っていること自体は正しい。新緑の煌きらめきにあふれた庭園の中心を進んでくる御堂征宗を目当てに、思い思いに動いていた生徒たちが収束し、華はなやかな一団が形成されつつあった。

「征宗様！」

「ご機き嫌げんよう、征宗様!!」

「ご機嫌よう、みなさん」

　初夏の陽光のような笑え顔がおで挨あい拶さつを返す、一ひと際きわ背の高い青年が征宗だ。御堂家の人間が代々そうであるように、整った男らしい美び貌ぼうと優すぐれた体格の持ち主であり、制服越ごしにも分厚い胸むな板いたが分かる。にもかかわらず威い圧あつ感は薄うすく、いつもにこにこと人当たりのいい笑みを浮うかべ、親しみやすい空気を漂ただよわせている。少し癖くせのある黒髪に、天使の輪がまぶしく光っていた。

「お久しぶりです、征宗様」

「次男でいらしても、やっぱり御堂のお仕事は大変なんですね。最近、全然見回りに来てくださらなくて……寂さびしいです」

　数週間ぶりになる会長自らの校内巡じゆん回かいだ。ここぞとばかりにお近づきになろうとする生徒たちの中から、すっと進み出た三人の女子生徒がいた。

「こんにちは、征宗くん。ついでに殿くん」

　艶あでやかな長髪を軽く払はらって挨拶する姿が実に様になっているのは、征宗と同じく高校三年生の大だい徳とく寺じ百ゆ合り香か。生徒会の会計でもある。九條に通う生徒としては珍めずらしく、歴史ある名家の出というわけではなく、近年急成長したＩＴ企き業ぎようの社長令れい嬢じようだ。

「あ、あの、征宗様、ご機嫌よう……」

　百合香とは対照的に、おずおずと話しかけてきたのは釈しや迦か院いん椿つば姫き。その出自も百合香と対照的で、釈迦院家は数代続けて浪ろう費ひ家の当主が出た結果、代々守ってきた屋や敷しきや土地を手放さねばならないと噂うわさされている。

「あっ、ま、征宗様！　ふっ、ふん、相変わらずヘラヘラと、締しまりのない顔でいらっしゃること!!　御堂の跡あと継つぎとは思えませんわねッ」

　出で会あい頭がしらに難なん癖くせをつけてきたのは真ま栄え城じろ芙ふ蓉よ子こ。日本有数の名家である御堂に匹ひつ敵てきする家いえ柄がらの娘むすめだ。いわゆるツンデレであり、誰がどう見ても征宗にベタ惚ぼれであるのだが、プライドの高さゆえに素す直なおになれないらしい。

「あら、真栄城のお嬢様、ご機嫌よう。今日も元気にツンデレていらっしゃるのね。あなたを萌もえキャラにしたら売れそう。ちょっと古いテンプレ感が、今なら逆に受ける気がするわ。そのキャラでおさげなのも好ポイントよ」

　インターネットに強く、商売の匂においに敏びん感かんな百合香がからかうと、芙蓉子は一層顔を赤くして吠ほえ立たてた。

「う、うう、うるさいのよ成なり金きん！　金さえ払えばあんたみたいなのまで受け入れるなんて、九條も落ちたものよね!!」

「あらあら、さすが真性お嬢様はおっしゃることも青あお臭くさいわ。でも、そういうところも含ふくめて、いい商売になりそう」

　楽々と受け流されてしまった芙蓉子の斜ななめ後ろで、彼女の執しつ事じが笑いを堪こらえている。彼まで参戦してくる気配を察した芙蓉子は、急いで別の生いけ贄にえを探した。

「ふ、ふん、そういうことは、こっちのお金に瀕ひんしたお嬢様に言ってあげてはどう!?　清せい楚そで口答えしないお嬢様のほうが、一般受けはするんじゃないかしら!?　そう、征宗様だって……いえ、別に、征宗様の女性の好みなんてどうでもいいけど!?」

　一人で盛り上がったり盛り下がったり忙いそがしい芙蓉子を、百合香は真顔で諫いさめた。

「おやめなさいよ、真栄城のお嬢様。本当に困っている人には洒しや落れにならない嫌いや味みを言うなんて、名家の子女のなさることではないわ」

　黙だまってうつむいている椿姫を見やっての忠告に、芙蓉子はがぜん旗色を悪くする。

「な、何よ。あ、あんた、釈迦院さんに甘あま過ぎじゃない!?」

「そうでもないわよ。私は、対等な相手としか喧けん嘩かをしない主義なの」

　要するに百合香にとって、性格はアレでも名実を兼かね備そなえた実家をバックに持つ芙蓉子は喧嘩相手にできるが、そうでない椿姫は喧嘩をする気にもなれないということだ。さすがの芙蓉子も絶句し、椿姫はかっちり切きり揃そろえたおかっぱ頭を亀かめの子このように縮こまらせた。椿姫の護衛を務める男が、気き遣づかわしげに眉まゆをひそめる。

「お、おい、どうでもいいが、俺を忘れてないか……？　特に百合香さん……」

　空気も読まずに副会長の殿紀のり之ゆきが自己アピールしようとした矢先、それまで静観していた征宗がおもむろに口を開いた。

「ごめんね、みんな。そろそろ話は終わったかな？」

　目立つ容姿が噓うそのように穏おだやかな征宗の口調が少しだけ改まる。それだけで彼がまとう空気は変わり、周囲へもその変化が伝でん播ぱしていく。

　三人娘も殿も周りの生徒たちもごく自然に黙り込んだのを見計らい、征宗は一層柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「みんながとても楽しそうだったので、口を挟はさめなくて申し訳ない。まずは大徳寺さん、釈迦院さん、真栄城さん、こんにちは。声をかけてくれて嬉うれしいよ」

　整った顔に笑みを浮かべて頭を下げれば、芙蓉子と椿姫は真っ赤になり、百合香も微笑みを返してみせる。きれいに無視された格好の殿は悔くやしげだが、愛いとしの百合香がにこやかにしている以上、彼も怒おこるに怒れない。同い年の五人は常にこういう関係である。

「でも、大徳寺さんと真栄城さんは、僕の前ではいつも喧嘩をしていて、少し悲しいな」

　征宗が少し声の調子を落とすと、百合香と芙蓉子が口々に弁解を始めた。

「喧嘩だなんて……この人が突っかかってくるから、仕方がないのよ」

「私だけを悪者にしないでくれる!?　あんたが失礼な対応をしなければ、私だってねえ!?」

　仲がいいのか悪いのか、同じタイミングでしゃべり出す二人に征宗は首を振ふる。

「君たちだけのことなら、僕もこういうコミュニケーションの取り方なんだな、と思うよ。だけど、おとなしい釈迦院さんを巻まき込こむのは感心しないな」

　水を向けられた椿姫は、びく、と肩かたを震ふるわせた。

「どうぞ、お気になさらずに。私の家のことは……、事実ですから」

　消え入りそうな声で言った後、彼女は汗あせばんだ拳こぶしをきつく握にぎり締しめ、毅き然ぜんと顔を上げた。

「で、ですが……御堂家のお力ちから添ぞえがあれば、釈迦院も立ち直れると信じております！」

　その、明らかな意図を含んだ宣言に、百合香と芙蓉子の目の色が変わる。付属の幼よう稚ち園えん時代からずっとこの調子で争っているものの、三人娘の誰もがあえてはっきり言い出さなかったことを、まさか椿姫が率そつ先せんして口に出すとは思っていなかったのだ。

「あら、さすが零れい落らくしつつも続いてきた名家の子女ですこと。意外に図ずう々ずうしいじゃないの」

　庇ひ護ごすべき弱者を見る目をやめた百合香は椿姫を軽く睨にらみつけた。

「その根こん性じようがあるのなら、正式にライバルとして認めてあげてもいいわ。でもね、釈迦院さん。この際だから、はっきり言わせていただきます。征宗くんの伴はん侶りよに相応ふさわしいのは、この私」

　殿がはっと目を見開いたが、百合香は彼を一いつ顧こだにしない。椿姫は少しだけ身じろいだものの、負けじと強く言い返した。

「……いいえ。征宗様の花はな嫁よめの座は、私がいただきます」

「ちょ、ちょっと、何よあんたたち！　抜ぬけ駆がけしないでくれる!?　御堂の格式と権力に釣つり合あうのは、我わが真栄城家ぐらいでしょう!?　私は征宗様個人には、特に興味がありませんけど!!」

　出で遅おくれてなるものかと、芙蓉子まで割わり込こんできた。バチバチと火花を飛ばす三人娘を見やる征宗は、少し困ったようではあるが、相変わらず穏やかだ。そう見えるだろう、生徒会準備室から見守る小花と安芸以外には。

「うーん、積極的な女性は嫌きらいじゃないんだけど……僕としては、まず君たち同士が仲良くなってくれることを願うよ」

　苦く笑しようする征宗の横で、殿がふるふると拳を震わせ始めた。征宗程ほどではないが十分整った顔をしている分、暗く歪ゆがんだ表情には迫はく力りよくがある。

「ゆ、百合香さんにここまで言わせておいて、ヘラヘラしやがって……！」

　基本的にはそつのない優等生である殿だが、ずっとライバル視してきた征宗が絡からむと、案外激しやすい性格がモロに出る。百合香絡がらみとなれば、さらに出る。

「いい加減にしろ、征宗!!　お前がさっさと一人に決めないから、女の子三人に言い争いなんかさせる羽目になったんだぞ!!　男として、恥はずかしいと思わないのか!?」

　難癖をつけてくる殿に、征宗は正論で応じた。

「殿、お付き合い、ましてや結けつ婚こんというのは、両性の合意によって決めるものだ。僕だけの一存で決めるようなことではないよ。ちゃんとお互たがいの人柄を見て、時間をかけて決めないと」

「だから、それに時間をかけすぎだと言ってるんだよ！　大体次男とはいえ、御堂の血を引く人間に選ばれたとなれば、誰だって喜ぶだろう!!」

「そうね。少なくとも私は大だい歓かん迎げいよ、征宗くん」

　少し呆あきれた口調の百合香が調子を合わせてきた。見事に足を取られた殿の顔が、ますます歪む。

「く、くそっ……！」

　殿も九條で副会長になれた生徒だ。相当に優ゆう秀しゆうな部類である分、挫ざ折せつの経験が少ない。征宗と出会ってからというもの、永遠の二番手として積み重ねてきた屈くつ辱じよくを、彼は事もあろうに拳へ乗せた。

「あっ」

　思わず声を上げた小花が見つめる中、固めた拳が風を切る。いや、でも、征宗様なら避さけられるでしょと思った次の瞬しゆん間かん、右頰ほおを思いきり殴なぐられた征宗が派手に地面へ倒たおれた。

「な、なんで避けなかった！」

　殴っておいて理り不ふ尽じんなことを言う殿に、征宗は「避けたかったけどね」と苦笑する。

「いいパンチだったからさ。それに、下手に僕が避けると、君の株が下がる」

「なんだと……？」

　何が言いたいか分からず、戸と惑まどう殿の目に、その時やっと征宗と百合香以外が入ってきた。椿姫と芙蓉子はそれぞれの護衛を務める男に庇かばわれている。彼等が出てくるということは、彼女たちに危険が生じる可能性があったということだ。

「君は百合香さんのことしか眼中になかったようだけど……避ければ僕は無事でも、釈迦院さんか真栄城さんに累るいが及ぶ恐れがあった。たとえ恋こいのライバルであったとしても、女性は女性を傷つける男を嫌うよ」

　腫はれた頰を堂々とさらして忠告した征宗が、申し訳なさそうに眉を下げた。

「でも、僕の株だけ上げてしまったことは申し訳なく思う。どうしようか、僕も君を殴ろうか？」

　大きな手を固めて拳を作る征宗を見て、殿が青ざめた。

「い、いいよ！　お前に本気の力で殴られたら、顔の形が完全に変わる!!」

　にこにこと優やさしげであるが、征宗が武道にも長じていることは広く知られている。柔じゆう道どうの授業では教師を軽々と投げ飛ばし、タチの悪い他校生に絡まれている一年生を助けるためにと乱らん闘とう事件を起こしたこともあった。相手の人数が多く、今回のように征宗が殴られてやって終わりとできなかったため、「ボスを倒すのが手っ取り早そうだから」という理由でリーダー格の生徒を一撃で沈しずめたのは有名な話である。

「そうかな？　君だって九條の生徒として護身術ぐらい身に着けているし、僕もそこまで馬ば鹿か力ぢからじゃないんだが……でも、君が望まないならいいさ。それじゃ、みんな、ご機嫌よう。できるだけ仲良くね」

　征宗がさっとその場を離はなれようとする。

「待って、征宗くん、手当てを！」

「そ、そうです、手当てを……!!　庇っていただいたんですもの、私が……!!」

　百合香と椿姫が口々に言うが、征宗はじわじわと赤味が広がっていく頰に困ったような笑みを浮かべるのみである。

「嬉しいけど、手当てに使う時間で、君たちに少しでも仲良くなってもらったほうがありがたいな。それなら僕が痛い思いをした甲か斐いもあるし、これから痛い思いをする可能性も下がるしね」

　直接殴りかかってきたのは殿だが、三人娘の対立もこの事態を招いた一因である。暗にそう匂わされ、百合香も椿姫も、声をかけるタイミングを逸いつしていた芙蓉子もばつが悪そうに眼を伏ふせた。それを確かく認にんした征宗が歩き出すと、いつしか遠巻きに状じよう況きようを見守っていた者たちも、気まずげにしながらその場を後にし始める。

「征宗様、さすが……」

「高校生じゃないよな、あの器うつわ」

「イケメンで頭がよくて強くてさぁ……初代様の再来と言われるだけはあるよ。天は二物を与あたえずとか噓だろ、俺にもなんか分けてほしー」

　また一つ増えた征宗の武勇伝を、口々に話し合いながら。







「……さすが、征宗様」

　何も知らない生徒たちとは微び妙みように違う意味でそうつぶやいた小花は、はっと我に返った。征宗が高等部本館東棟、すなわち生徒会準備室のある校舎へ入ろうとしていることに気付いたのだ。最後の立ち回りによって、生徒会役員である殿や百合香がついてくる道が断たたれたことも。もうぼーっとしている時間はない。

「いけない、征宗様が単独でお戻りです。お怪け我がもされていますし、ご機嫌も当然ながらよくありません！　ご機嫌の悪さを隠かくす必要がない状況も作成済み!!　安芸さん、至急手当てとお茶の準備をしましょう!!　玉ぎよく露ろ必ひつ須すと見ました!!」

「イエッサー!!　なら菓か子しもそれなりじゃないとな!!　任せろ、僕のとっておきをくれてやる!!」

　慌あわてた二人は救急箱を用意し、手て際ぎわよくお茶の準備を始めたが、征宗の移動速度は速い。湯冷ましした湯を急きゆう須すに注いでいる間に、扉とびらが静かに開け放たれた。征宗の長身が室内に滑すべり込こむやいなや、鋭するどい視線が状況を一いち瞥べつする。

「遅おそい」

　後ろ手に扉を閉めた途と端たんに放たれた横おう柄へいな言葉は、寛かん大だいで鷹おう揚ような生徒会長のものではなかった。

「ま、誠まことに申し訳ありません征宗様。すぐにお茶を淹いれますので、今少しお待ちいただけますか？　その間に手当てをしますので……」

　へらりと笑って時じ間かん稼かせぎをする小花を見て、征宗ははっと鼻を鳴らした。

「待つ以外の方策があるのか？　全くお前たちときたら、何年も俺に仕えておいて、茶を出すタイミングすら摑つかめないんだからな。殿のクソ馬鹿よりはマシだが……馬鹿だけに馬鹿力め。やっぱり一発、殴り返してやればよかった」

　はあ、とため息をついた征宗は、備品の椅い子すへどっかりと腰こしを下ろした。

　普ふ段だんの彼は穏やかな態度と和を尊ぶ性格を装よそおっているので、体格の良さがあまり目立たないのだが、尊大に長い足を組んだ姿はその筋の偉い人のようだ。顔の怪我のせいで、余計にデンジャーな雰囲気を漂わせている。

　一昔前の少女漫画の相手役。安芸がそう称しようした青年の、家族にも見せない正体は彼と小花しか知らない。

「征宗様、とりあえず湿しつ布ぷを」

「いや、この怪我はしばらく治さなくていい」

　救急箱から湿布を取り出した小花に、征宗は意外なことを言った。

「女を傷つけかけた男に殴られて怪我をし、さらにはその男まで庇ってやった結果だ。最高の勲くん章しようだ」

　ニヤリと笑う顔は少女漫画の相手役というより、ヒロインへの愛情を認められず殺そうとする面めん倒どうくさい悪役のほうがしっくりくる。それはそれで人気の出そうな枠わくだな、と思いながら救急箱を開けた。

「痛い思いをさせられた分、何日かは誰の目にも怪我をしたと分かる状態でいれば、初代が打ち立てた御堂の名はますます……おい、やめろ」

　みなまで聞かず、小花が湿布を患かん部ぶに近づけたので、征宗が渋しぶい顔をした。わーかっこいい人が睨むと迫力が増すなぁ、と思いつつ、慣れている小花は反論する。

「勲章にしたいなら、湿布を大おお袈げ裟さに貼はっておけばいいでしょう？　征宗様の演技力なら、たまに痛むフリでもすれば十分に周りの気を引けますし。あんまり腫れっぱなしだと、女の子は逆に引くと思いますよ」

　怪我にも勲章で済むレベルというものがある。初期治ち療りようを怠おこたって腫れが広がりすぎると、穏やか王子様ぶっているだけにイメージが崩くずれそうだ。例の乱闘事件の際もわざと何発か殴らせて帰ってきたが、今日はちょっと当たり所が悪かったようである。

「いくらボクシングの心得があるからって、簡単に殴らせちゃだめですよ。無む闇やみにケンカなんかしないで、お得意の初代様ぶりっこで煙けむに巻く！　それが一番だと思います」

　初代様こと、御堂宗むね忠ただ。征宗のひいひいひいひいおじいさん。優れた体たい軀くと美貌と人徳を備え、現在の御堂家の基き礎そを作った人物である。御堂家のあちこちに飾かざられた肖しよう像ぞう画の中の彼は征宗によく似ており、征宗の表向きの態度も彼を意識しているのは明白だ。

「……ふん、お前も言うようになったじゃないか」

　小花の理論にも一理あると思ってくれたらしい。肩をそびやかした征宗の頰にぺたんと湿布を貼った小花は、すばやく急須の側へ戻った。一理あると思ってくれたところで、征宗が生意気だと感じればデコピンが飛び出すからだ。奴隷はつらいよ。

「そ、それにしても征宗様は、さすがにおモテになりますねぇ」

　羊よう羹かんを出すタイミングを計りながら安芸がへつらうと、征宗は小さくため息を零こぼした。その指先はやはりデコピンを狙ねらっていたのか、人差し指で親指の腹を繰くり返かえし弾はじいている。

「俺の顔と頭と身体能力と家柄と財力と権力を考えれば、女が寄ってくるのは当然だろう」

「ですよねえ、さすが征宗様!!」

　きっちり二分計った玉露を湯飲みへ注ぎ入れながら、小花も相あい槌づちを打つ。

「御堂の威い光こうを知らしめるためには、ある程度は騒さわいでもらったほうがいいが……だが、さすがにそろそろ、鬱うつ陶とうしくなってきた。殿の言うことにも一理ある。俺の気持ちは、すでに固まっているからな」

　やはり痛むのか、湿布の上から腫れた頰を押さえながら、征宗がため息をつく。

「ああ、それじゃあそろそろ、お一人に絞しぼられるんです？」

　征宗を巡めぐって恋の鞘さや当あてを繰り返している三人娘は、九條学園高等部の名物である。親の決めた婚こん約やく者も珍しくない学園内では、高校卒業と同時に結婚する生徒も多い。名家の子女ばかりが集つどうこの学園へ通うこと自体が一種の見合いである、と豪ごう語ごする保護者もいるぐらいだ。

「どなたにされるんですか？　僕は芙蓉子様推おしかなー」

　えへへ、と照れ笑いしながら安芸が羊羹を乗せた皿を征宗の前に置いた。

「そうですね、家格と財力と権力は一番ぴったりですもん。何より芙蓉子様は、征宗様のことが大好きですし。それに安芸さんは、ああいうツンデレキャラが好きですもんね」

　玉露を注いだ湯飲みを羊羹の横に添そえて、小花も同意した。ちょっぴり二次元が好きな安芸も喜ぶ、一番穏やかな選せん択たく肢しだと思うのだが、征宗の意見は異なるようだ。

「確かに釣り合いで言えば、真栄城家がベストの選択だろうな。だが俺は、ああいういちいち面倒な態度を取ってくる面倒な女は嫌いだ」

「あーなるほど、征宗様の趣しゆ味みに合わないですか。残念ですね、安芸さん。ツンデレお嬢様と暗黒微び笑しよう執事にお仕えするチャンスだったのに……」

「待ってくれ、小花ちゃん。冷静に考えたら、あの執事がついてくるのは嫌だな!?　僕まで絶対にいじめられるじゃん!!」

　小花の指し摘てきで不安要素を思い出した安芸が前言撤てつ回かいした。

「そうですねえ。芙蓉子様本人も、征宗様に近づかないで！　別に私は気にしてないけど!?　って、文句だかなんだかなぁなことを言ってきたことがありましたし……近づかないで済むなら、私だって……おっと、えーっと、となると、百合香様ですかねぇ」

　うっかり口を滑らせかけたがギリギリで踏ふみ止とどまり、第二候補を挙げてみるものの、征宗はあまり乗り気ではなさそうだ。

「サバサバしていて付き合いやすそうではあるが、サバサバしすぎていて情じよう緒ちよがなさすぎる。何より、成り上がりの大徳寺がこの先も繁はん栄えいし続ける保証がない。向こうとしては、その保証を御堂に請うけ負おわせたいのだろうがな」

「そうですねえ。それに、副会長さんがかわいそうですし」

「殿くんがね……あそこまで見事に征宗様に負けっぱなしだと、せめて恋ぐらいは勝たせてやりたいよねぇ……芙蓉子様と違って、ストレートに百合香様ラブラブだから……」

　殿は顔も頭も身体能力も家柄も財力も権力も、学園内でトップクラスに入る。ただし征宗にはいずれも劣おとるため、先ほどの騒ぎを筆頭にいいことがない。征宗がたまにわざと彼をおちょくっていると知っている小花と安芸は、殿に同情的である。

「となると、椿姫様ですか」

　最後の一人の名前を、小花は少々ためらいながら挙げた。安芸も浮かない顔になる。

「ザ・大和撫子やまとなでしこって感じで、征宗様の好みには一番合いそうだし、美談にはなりそうだけど……なんだろうね、この、あふれる人身売買臭しゆう……平成の世の中だってのに、時代劇感がすごいよ……お付きの人もかわいそう……」

「……そうなんですよねえ」

　先ほどは強気に振ふる舞まっていた椿姫であるが、彼女に寄より添そう男と併あわせて、どうしても痛々しさが先に立つ。難しい顔をする二人に、征宗は羊羹を程よい温度の玉露でゆっくり流し込んでから応じた。

「釈迦院もだめだ。あの家はもう終わる。御堂の力ですくい上げるメリットがなさすぎる。椿姫本人は御ぎよしやすそうでいいがな」

　花嫁候補たちをあっさり切って捨てた征宗に、小花は眼を丸くした。

「あれ？　征宗様、結局あのお三方のどなたとも結婚されないつもりなんです？」

「そうだ。だが、心に決めた女はいる」

　そこでなぜか征宗は立ち上がり、おもむろに小花の前に立った。

　出会った頃から背の高かった征宗であるが、この五年でさらにすっくすく伸のびて、今や二人の身長差は三十センチ近い。眼の前に壁かべができたようだ。湿布を貼ると、これはこれで喧嘩してきましたって感じになるなぁ、などとのんきに考えていると、

「お前だ、新宮小花」

「はぇ？」

　壁の上から降ってきた言葉があまりに予想外で、口くちの端はが引きつって変な声が出た。

「いや、あの……征宗様？　私は御堂の召めし使つかいみたいな家柄の出身で、御堂の力添えがなければ、到とう底ていこの学園に入れたはずのない人間ですけど……？　人脈どころか、友達の一人もいないし……」

「そこがいいんだろう。なにせお前は、俺の奴隷だ。下手にいい家の令嬢などもらっても、息が詰つまるばかりだからな。俺が結婚すれば、お役御ご免めんになると思っているようだが、世の中はそう甘くはないぞ」

　五年前、御堂家の片かた隅すみで出会った時と同じ言葉を発するその瞳ひとみは、小花と安芸以外は知らない邪悪な光を帯びている。湿布を貼っておいてよかった。これで顔が腫れていたら死ぬほど怖こわかっただろう。

「や、そんな……オ、オソレオーイ!!」

　出会った頃の口くち癖ぐせが反射的に口を突いた。征宗も懐なつかしい表現に当時のことを思い出したのか、少しだけ笑ってくれたが、撤回の兆きざしはない。
















「心配するな、顔と頭と身体能力と家柄と財力と権力なら、俺が人の十倍持っている。お前が十人並みでも特に問題はない」

　ニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべた征宗は、追撃を加えてきた。

「たとえお前が、俺に近づかないで済むならそれに越こしたことはないなどと、主の前で口を滑らせる無礼者だとしてもだ」

「さ……さすが征宗様は耳も記き憶おく力もいい!!」

　とりあえず持ち上げてみた小花は、救いを求めて安芸を見た。あまり頼たよりにならない彼であるが、状況が状況だ。援えん護ご射しや撃げきを期待しても罰ばちは当たらないと思ったのだが、安芸は何やらしたり顔をしている。

「あー……、まあ、そーですねぇ。僕も小花ちゃんなら、よくも悪くもならないから、安心かなぁ」

「あまりにも頼りにならない!!」

　共に征宗の裏の顔を知る者同士、この五年間愚痴友としてがんばってきた安芸による、まさかの裏切り。愕がく然ぜんとする小花の手を、征宗は恭うやうやしく握った。

「式は来年の六月にしよう。お前はまだ高校生だが、年ねん齢れいに問題はないし、卒業してから御堂の家で一緒に暮らせばいい。手て筈はずは全て俺が整える。お前は俺の言うとおりにしろ。手始めに来週あたり、顔の腫れが引いたらお前の親に挨拶をしに行くぞ。やはりさっさと湿布を貼ってくれて正解だったな」

「い、いやいや、ちょっと、あの！」

　余計なことするんじゃなかった、と焦あせっても後の祭り。出会ってからの五年間、奴隷というか小間使いとして征宗に仕えてきた小花である。逆らう術すべなどあるはずもなかった。







　あっという間に時は流れ、高校三年生の六月。

　オーダーメイドのウェディングドレスに身を包んだ小花は、ハイクラスホテルに併へい設せつされた教会の控ひかえ室しつにいた。

「馬ま子ごにも衣い装しようだな。では、先に行って待っているぞ」

　つき添いの人々に聞こえない大きさの声で促うながした征宗は、白いタキシードの背中を向けて式場へ向かった。わーかっこいいなぁ、中身以外は相変わらず最高だなぁ。

「小花ちゃん、征宗様を頼たのむよ。どうかこの人を幸せにしてあげてね」

　珍しくスーツできっちりキメた安芸もそう言い置いて、征宗の後を追っていく。並んで出て行く二人の姿を、式場で働く女性たちがチラチラと羨ましそうに見ていた。

「すてきねぇ、十代とは思えない花はな婿むこさん」

「そりゃ御堂のおぼっちゃまだもの。でも残念ながら、今日から他人の旦だん那な様よ。それより、お付きの方が結構いい感じじゃない？　話しかけると赤くなって、意外と可か愛わいいの～」

　安芸さんは独身だから狙い目だと思ってますね？　そうですね、その人は二次元のほうが好きですけど、穏やかな女性なら三次元もオッケーだそうです。私としては姉あね御ご肌はだタイプのほうが合うと思ってるので、可愛いと思ってる方、押せば案外イケそうですよ。

　でも私としては、安芸さんじゃなくて征宗様を狙ってほしいんだな！　結婚式の日に花婿がいきなり考えを変える、ドラマでよくあるパターンじゃないですか。私のほうからは変えられないので、美しいお姉様方、本当にお願いしますよぉ。私が役者不足なのは、誰より一番自分が分かってるんですよぉ……

「小花、準備はいいのか？」

　虚むなしい願掛かけをしていた小花は、父に声をかけられてはっとする。

「お父さん……う、ん、うん……？」

　糖分ゼロのプロポーズから一年経たつものの、いまだ全く心の準備はできていないのだが、ここまで来てそうも言えない。曖あい昧まいな返事をしていると、横にいた母が涙なみだぐんだ。

「小花、きれいよ」

　そりゃ花嫁エステにも行かせてもらったし、元々征宗様の側にいる人間として、身だしなみに気をつけるように言われていたしね……とも言えず、「ありがとう」とだけ告げる。

「最初は肝きもを潰つぶしたけど……征宗様があんたをお望みなら、仕方がないわ」

「お母さん……」

「一度結婚さえしてしまえば、世せ間けん体ていがあるもの。あんたの『クルクル』がバレたからって、そう簡単に離り婚こんはされないだろうし。あんたのためにも、新宮家のためにも、一番いい結果ね。大変だろうけど、がんばるんだよ」

「……う、うん、そうだね」

　母に悪気はない。むしろ責任を感じているからこその台詞せりふだ。途と絶だえたとされていた新宮の能力が娘に出てしまったことも、その引き金を自分が引いたことも。

「幸せになるのよ、小花」

「う、うん！　そうだ、そうだ!!」

　そうだ、小花は幸せになるのだ。御堂の家の人々は昔から付き合いのある小花のことを案外と気に入ってくれている。征宗は次男であり、少し年の離れた長男はすでに結婚している。次男の嫁の家柄にはあまり拘こだわりがなさそうで、小花との結婚も大変あっさりＯＫしてくれたのだ。

　小花も御堂家の人々とはそれなりに親しくさせてもらっていた。もちろん、征宗と夫ふう婦ふとなったところで心の壁を完全に取り払うことはできないだろうが、今さらだろう。「クルクル」のせいで両親にも薄うす紙がみ一枚隔へだてた態度を取られ続け、友達も作れない人生を送ってきたではないか。うちの一家自体も親しん戚せき付き合いが皆かい無むだしね！　おかげさまで花嫁側の列席者が全然いません！　御堂側の列席者が死ぬほどいるので、それはそれでバランスは取れてるけど!!

　大だい丈じよう夫ぶ、やり過ごし方は身に着けている。だだっ広い九條学園全体を相手に猫ねこを被かぶっているよりは、御堂家に引きこもっているほうが騙す相手は減る。それに御堂家の嫁となれば、プリンもアイスもシュークリームも常に高級品を口にできるだろう。

「食べ物って、値段がモロに味に出るもんね……」

　食欲で全てをねじ伏せ、母と離れて歩き出す。父としっかり腕うでを組み、教会へ続く扉の前に立つ。それを合図に、メンデルスゾーンの『結婚行進曲』の最初の一節が流れ始めた。約束された幸福に向けて、高鳴る胸の鼓こ動どうをそのまま写し取ったようなメロディは、現在の小花の心臓とはあまり調子が合わない。

　いや、調子が合わないとか言ってる場合じゃない。オルガンを弾ひくのは征宗の兄嫁である。普段は式場が用意した奏者に任せるらしいのだが、可愛い未来の妹のためにと張り切ってくれているのだ。ここまでさせておいて、今さら引き返せない。タタタターン、タタタターン、前奏の最大の盛り上がりに合わせて扉が開けば、笑顔で待ち受ける征宗のところまで歩いて行かねばならない。

　今後も一生、彼の花嫁という名の奴隷として仕えるために。

　そう思った瞬間、古びた木材がメキメキとひび割れていく不ふ吉きつな幻げん聴ちようが聞こえてきた。

「や……や、や、やっぱり、やっぱり、これは、だめ……ッ……!!」

　扉が開いた次の瞬間、小花は耐たえきれずに叫さけんでしまった。
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　気がつくと小こ花はなは、見慣れたでっかい屋や敷しきの廊ろう下かに立っていた。

「あ、れ……？」

　取り落としそうになったスマートフォンを握にぎり締しめて見回せば、ここは御み堂どう家本宅内にある広間のすぐ外だ。背にした大扉とびらの隙すき間まから流れてくる優美な音楽、高そうな料理の匂におい。結けつ婚こん式しきが始まったらロクに食べられないからと、そこそこ料理を詰つめ込こんだはずの腹が空腹を訴うつたえている。披ひ露ろう宴えんではもちろんご馳ち走そうが振ふる舞まわれるだろうが、延々続く挨あい拶さつに忙ぼう殺さつされることは、普ふ段だんパーティへつき添そう時の経験で把は握あく済みだ。

『軟なん弱じやくな腹だ。まとめ食べとまとめ寝ねができないようでは、御堂の嫁よめは務まらないぞ』

『あ、じゃあ、この結婚はなしってことで……あいたッ』

　式直前、ここぞとばかりに婚こん約やく破は棄きへ持っていこうとしたら、派手にデコピンを食らったことは忘れていない。まだちょっと髪かみの生はえ際ぎわが腫はれているのだ。

「あまりにもおなかが空き過ぎて、間の記き憶おくを失ってるってわけじゃあなさそうだし……」

　服装も普段よりドレスアップはしているが、花はな嫁よめ衣い装しようなどではない。目線の高さもおかしい。御堂家がいくらでっかい屋敷とはいえ、突とつ然ぜん巨きよ人じんの家になったはずはないので、自分の背が縮んだと考えるべきだろう。手の中のスマホも、以前使っていた機種だ。

「夢……じゃあ、なさそうだね」

　頰ほおを摘つまむ、という古典的な方法で確かく認にんしてみたが、頭に挿さしていた造花の飾かざりがズレただけだ。全く目覚める様子がない。

　恐おそる恐おそる背後の扉をちょっと開いて中を覗のぞき込こむ。立食形式のパーティ風景は、やはり披露宴とは違ちがう。何より、広間の奥おくに貼はり出だされている、この集まりのタイトルは……

「も、もしかして、私、また、『クルクル』しちゃった……!?」

　現実から逃にげるように扉を閉め、顔色を変えてオロオロしていると、スーツに身を包んだ体格のいい男性が近づいてきた。遠目には征まさ宗むねに似て見えるが、近づけばどこか軽けい薄はくな雰ふん囲い気きのせいで差がはっきりする。征宗の七つ上の兄、御堂宗むね広ひろだ。

「ありゃ、新にい宮みやさんちの小花ちゃんじゃねーか。迷ったのか？　お父さんとお母さんを探してやろうか」

　遊び好きな大学生みたいなしゃべり方は記憶どおり。というか、この宗広様、正しく大学生ぐらいじゃない……？　動どう悸きを抑おさえて、小花は白々しく聞いた。

「む……宗広様こそ……、いいんですか？　御堂のご当主が、パーティの途と中ちゆうで出てきてしまって……」

「そこなー。いつもなら、ずーっと中にいねーと周りがうるさいんだけどさぁ。でも今日は、征宗のお披ひ露ろ目め会だもんな。あいつさえ置いておけば、俺おれは気軽に外の空気も吸えるってもんよ。だから遠えん慮りよすんな、小花ちゃんのお父さんとお母さんを探すぐらいの時間は」

「げぇ!!」

　せっかくの宗広の親切も、征宗のお披露目会という単語のインパクトで消し飛んだ。さっき覗いた広間の奥にでかでかと書いてあったお題目は、残念ながら見間違いではなかったようだ。

　やっぱり「クルクル」だ。──「やり直し」だ。

　征宗との結婚式から六年前、彼かれが被かぶった巨大な猫ねこにまんまとだまされて、うっかり秘密をバラしてしまった日の夜まで戻もどって来きてしまったのだ。

「げぇ……？　それ、小学校で流は行やってんの？　ところで小花ちゃん、顔色が悪いぜ。薬を用意させてやろう、ちょっと休んで」

「い、いいえっ!!」

　ぶんぶんと大きく首を振ふった小花は、その振しん動どうで造花の飾りが完全に落ちたことも気にせず、宗広からじりじりと離はなれていく。

　見た目は御堂家の男でありながら、真面目で誠実な一族らしからぬ性格と一部から評判の悪い宗広であるが、小花には割と優やさしいのだ。親切を無下にするのは気が引けたが、ここで仏心を出せば「クルクル」した意味がなくなってしまう。

　父母にきつく戒いましめられていた禁きん忌きを破り、新宮に代々伝わる能力を発動させてしまったことはこの際仕方がない。小花だって好きでやったのではない。ついつい流されてしまったが、征宗とあのままハッピーウェディングというわけにはやはりいかない。

　ならば、せっかくの機会を棒には振れない。

「お……おなかが！　急激に痛くなってきたので!!　家に薬があるんで!!　他のは効かないんで!!　申し訳ありません、帰ります!!」

　目め一いつ杯ぱいの言い訳を並べた小花は、一目散にその場を後にした。







　御堂家と新宮家は家の大きさこそ段だん違ちがいだが、場所はそれほど離れていない。小学六年生まで「やり直し」状態の小花であっても、徒歩で帰ってくることができた。

　記憶によればこの時間、父母は征宗のお披露目会場内で挨拶回りをしているはずだ。今の時間軸じくから七年ほど前、小花が幼よう稚ち園えん児じだった頃ころに発動した「クルクル」がバレないよう、大恩ある御堂家ともできるだけ接せつ触しよくを断たっていた反動である。久しぶりに訪おとずれた主の家で、挨拶すべき先が溜たまっていたのだ。

　本来なら小花も共に挨拶をするべきではあるのだが、万一のことを考えると極力人目は避さけるべきである。そのため御堂家の人々と挨拶をした直後、会場の外に出されて父母が戻ってくるのを待っていたのだ。

「……でも、そこに、宗広様と征宗様が来ちゃったんだよねえ」

　この日のためにと用意されていた一いつ張ちよう羅らのワンピースから部屋着に着き替がえた小花は、疲つかれから早々にベッドへ転がっていた。両親には子供一人だとかえって目立ってしまい、あれこれ話しかけられるので先に帰った、とメール済みだ。一人で帰ったことに小言を言われるかもしれないが、理由が理由なので納なつ得とくしてくれるだろう。

　思い返せば征宗と会うこと自体は、これが初めてではなかった。新宮に生まれた者として、主家である御堂の人々へは何度か挨拶をしたことがあった。

　だが彼は、小花や安あ芸き以外に対するように、完かん璧ぺきなぼっちゃん面をキープし続けていた。

『年ねん齢れいも一つしか違わないし、今時身分なんてはやらないよ。仲良くしてほしいな』

　顔を合わせるたび、ガチガチに緊きん張ちようしている小花の心を解ほぐすように、穏おだやかに言ってくれたものだ。征宗の家族も年の近い友達ができて嬉うれしいと、二人の付き合いに賛成だった。

　小花だって、今時身分なんてと思ってはいる。だが征宗自身より、彼が御堂の人間であることが問題だった。両親との取り決めにより、「クルクル」という隠いん語ごで表現している「やり直し」能力を持つ新宮の人間は、かつて迫はく害がいに遭あっていた。それを救ってくれたのが御堂家だ。御堂の力ちから添ぞえで消えたはずの能力が現れたと知られたら、いかに現在の御堂の人々が寛かん大だいでも、いや寛大であるからこそ、恩を仇あだで返すことになってしまう。

『今日だけはあんたも連れて行かないといけないから、仕方がないけど……分かっているわね、小花。絶対に『クルクル』がバレないよう、最低限の挨拶だけしなさい。誰だれかに話しかけられるようなことがあっても、『畏おそれ多おおいです』って言って笑えばいいから』

『……うん、大だい丈じよう夫ぶ、お母さん。よっぽどのことがなければ、勝手に出たりする能力じゃないから。大丈夫だよ』

　必死になって同じことを繰くり返かえす母の顔ではなく、その首あたりに視線を逸そらしては、小花も同じだけうなずいてお披露目会に同行したのだ。

　ところが両親が挨拶回りを終えて出てくるのを待っていた小花は、偶ぐう然ぜん通りかかった征宗に声をかけられた。母に習った「オソレオーイ！」を連呼して切きり抜ぬけようとしたが、だめだった。面識があるとはいえ、そのたびに最小限の接触で切り抜けようとしていた小花に、征宗はかえって興味を持ってしまっていたらしいのだ。

　恐れおののく小花を、征宗は中庭の端はしへ連れ出した。今思えば、これまでの彼らしからぬ強ごう引いんさだったが、当時は気が動転していて気付けなかった。

『間違っていたらごめん。でも、小花さんは、何かに怯おびえているように見える』

『ぜぜぜ全然おおおおおお怯えてなんか』

『怯えているね』

　苦もなく看破した征宗は、なんとか逃げ道を探そうとする小花の肩かたに手を置いて、目をじっと覗き込んできた。当時から背の高かった彼が少し膝ひざを折り、端たん正せいな顔に真しん摯しな表情を浮うかべてまじまじと見つめてくる。

　目立たないように、人と触ふれ合あわないようにしてきた小花にとって、家族以外の年の近い異性と、このように触れ合うのは初めての経験だった。どきんと胸が高鳴ってしまったのは仕方がないと思っている。だって征宗様、絶対それを計算して顔を近づけてきたんだものね。

『僕ぼくは御堂の家の人間として、周囲の人々を幸福にすることを義務づけられているんだ。放っておけないよ。もし、何か気になっていることがあるのなら、話してくれないか。お父さんやお母さん、親しい友達には言いにくいことでも、あまり親しくない僕にはかえって言いやすいんじゃないかな？』

　包つつみ込こむような優しい声は、お願いだから「クルクル」を隠かくしてくれと繰り返す父母の声とは、あまりに違って聞こえた。今思えばめっちゃチョロいな私、と反省しきりであるが、九く條じよう学園の中庭と同等かそれ以上に美しく手入れされた中庭というシチュエーションも美しすぎたのだ。人付き合いの少なさゆえに、あんまりスレてもいなかったしね。

『君に何かがあるのは、分かっているんだ。君から言ってくれないなら、君のご両親に聞いてみようかな』

　グラグラと揺ゆれる心に、ちょっとだけ意地悪に笑ってのカマかけがとどめとなった。

『し、信じられないと思いますけど、私……『クルクル』……いえ、『やり直し』が、できるんです』

　そう打ち明けた直後、征宗は豹ひよう変へんした。

『なるほどな。そんな妄もう想そうを理由に、この俺とお近づきになる機会を蹴けってきたのか』

『はえ？』

『どうした。その年で頭はとにかく耳まで悪いのか？』

　馬ば鹿かにしきった声も、顔の作りも、もちろん十秒前までと同じだ。しかし口調や表情のあからさまな変化が、それまでは宗広様の小型真面目版だと思っていた彼から受ける印象を正反対に変えていた。誰が仏のように温おん厚こうな初代様の再来だって？

『俺も新宮がそういう家だと聞いてはいるが、とんだ妄想だと呆あきれていた。今が西せい暦れき何年だと思っているんだ？　何が『やり直し』だ、くだらない』

　堕だ天てんした天使は悪あく魔まになる。この間、そんな設定の漫まん画がを読んだことを思い出しながら、小花は本ほん性しようを剝むき出だしにした征宗の言葉を聞いていた。

『だが、そんなことを信じているせいで、お前は俺にベタベタしてこないわけか……』

　ふむ、と小花を一いち瞥べつした征宗の眼めがキラリと月明かりを弾はじく。

『決めた。お前、今日から俺の奴ど隷れいな』

　そして、小花の人生は一変した。

　奴隷な宣言から無理やり九條へ入学させられ、「仲間が増えた！」と喜ぶ安芸と共に、表向きは妹のように可か愛わいがっている子、裏では小間使いとして仕え続けて六年。表面上は妹から花嫁へとクラスチェンジしたが、実態は何一つ変わらぬまま、一生彼にお仕えする羽目になるところだった。

「うん、冗じよう談だんじゃないよね!!」

　笑え顔がおで断じた小花は、ベッドに寝ね転ころがって眼を閉じる。

　冷静に振り返れば、逃げ出してこずとも「クルクル」の告白さえ回かい避ひすればよかったような気もするが、油断は禁物。小花のような平へい凡ぼんな少女が、顔も頭も身体能力も家いえ柄がらも財力も権力も揃そろっていて性格の悪い男に太た刀ち打うちするためには、まず正面対決という選せん択たくを捨てるのが得策だ。

　このタイミングでチョロい告白をしなければ、最低でも九條への強制入学は避けられるだろう。本来進学する予定だった公立中学と九條学園はかなり距きよ離りが離れている。今後も年に数回程度は何かの行事で顔を合わせることがあるかもしれないが、それぐらいの接点であれば回避できるはず。以前と違って、小花は征宗の裏の顔を知っているのだから。

　親サイドから脅おどされるとどうしようもない気がするが、今思い返してみれば、あれは本当にただのカマかけだったのだろう。中学に上がる前の、ピュアな小花だったからこそコロリと引っかかったが、今の私は征宗様慣れしているッ!!　立場が弱いとはいえ、大人まで脅せば事故が起こる可能性は高くなるんだもの。秘密を知る者が増えれば漏もれる確率も上がる!!　あの征宗様が、そんな下手を打つとは思えない!!

「よくやったぞ、私。明日は、プリンとアイスとシュークリームに、りんごジュースも……買ってよし……」

　今さら空腹を覚えたが、安あん堵どのあまりか眠ねむくてたまらない。前回うっかり告白してしまった帰り、買い求めたおやつに追加を加えながら、小花はストンと眠りへ落ちていった。







　それなのに、どういうことだってばよ。

「なんでやねん」

「クルクル」告白をめでたく回避してから三日目。思わずテレビで覚えた突つっ込こみが出てしまうぐらい、小花は動どう揺ようしていた。

　あの日、先に帰ってグーグー寝ていた娘むすめを父母は怒おこるどころか心配し、何事もなくお披露目会が済んでよかったと安堵していた。小花もほっと肩の力を抜き、今後の人生はなんの波乱もなく過ぎていくだろうと思い込んでいたのだ。

　ところが翌日、学校から帰って二階の自室で宿題をやっていると、玄げん関かんのチャイムが鳴った。宅配便でも来たかと思っていたが、程ほどなく母が泡あわを食って小花を呼びに来た。

「小花！　御堂のおぼっちゃんが、あんたの忘れ物を届けに来てくれたんだけど!?」

「はぇ？　え……、宗広様？」

「お兄様なら、また気まぐれでも起こしたかと思うでしょうけど、征宗様のほう!!　あんた一体何をしたの!?　ああ、もういいから、早く行って行って!!」

　いつかのように変な声が出たが、呆ぼう然ぜんとしている暇ひまもなく母にせき立てられ、玄関に行った。悲しい予感は当たり、そこには征宗がにこにこと立っていた。中学一年生とは思えぬ長身に見合った大きな手の中に、そういえばどこかに行ったきりの造花の飾りがハンカチにくるんだ状態で握にぎられている。どうせもう使わないだろうと思い、放置していたのが仇となったようだ。

「やあ、小花さん。昨日は来てくれてありがとう。これ、君のだよね」

　まだ声変わりしていないので違い和わ感かんがあるが、そういえば出会った時はこういう声だったなと、少しだけ懐なつかしくなった。

「あー……、い、いえ、オソレオーイことです……すみません、わざわざ……」

　十八歳さいの征宗様と比べれば、やっぱり若いっていうか、まだ子供だなぁ。私もだけど。そんなことを考えながら落とし物を受け取ると、続けて聞かれた。

「体調は大丈夫？」

「え？」

　なんの話だ、と思ってしまったのが顔に出たようだ。征宗が不思議そうにする。

「なんだか、特別な薬しか効かない腹痛を起こして、急に帰ってしまったと兄さんから聞いたけど」

「さ……さすが征宗様のお兄様にして御堂を背負う方、記憶力がいい!!」

　宗広が適当に並べた言い訳を逐ちく一いち報告してくれたようである。なら、落とし物のお届けも宗広様がしてほしかったナ。埒らちもない恨うらみ言ごとは脇わきへ置いて、必死にどう切り抜けるべきか考えた。

「い、いえ、私は大丈夫です。征宗様こそ、ちゃんとお休みしてますか？　いつもお忙いそがしそうで……」

「え？」

　うっかり口を滑すべらせてしまい、一いつ瞬しゆん征宗が怪け訝げんな顔をする。いけない、それは「今」の小花が知らない征宗の姿だ。まだ無関係な人間には見せていない、彼の姿だ。

「そうじゃなくて、治りまし……い、いえ！　実はまだ、あまり体調が優すぐれませんで!!」

　治ったはだめだ。目の前の征宗は一見にこにこと穏やかな態度をキープしているが、六年彼に仕えた直観が告げている。

　これ、絶対何か悪いことを考えている顔ですよ。だからお兄様任せにせず、自分が出てきたんですよ。宗広様のことだから、面めん倒どうがって弟に押おしつけた可能性もありますけど、兄の性格を読んで自分から言い出した可能性大と見ました。さてはずっと前から、私が何か隠していると疑って接近してきていましたね？

　となれば、小手先の策を弄ろうしても意味がない。下手に接触している時間が長引けば、地力の差がモロに出てくる。実際すでに一度、口を滑らせてしまった。

　とにかく逃げるべき。そう判断した小花は、征宗の手から落とし物を引ったくった。さすがに驚おどろいている顔の彼を、ぐいぐいと外へ押しやる。

「来てくださってありがとうございました！　ありがとうございました!!　オソレオーイことです、毎度ありがとうございます!!　でも征宗様にまで病気が移ってはいけないので!!　本当にありがとうございました!!　お兄様にもよろしくお伝えください!!　それでは、失礼しまーす!!」

「ちょ、ちょっと、小花さん!!」

　途中、自分でも何を言っているか分からなかったが、それがかえってよかったのだろう。謎なぞの勢いに押し流されたか、さすがの征宗も閉めきった扉の向こうへ消えていった。はー、と大きなため息をついた小花は、踵きびすを返かえして二階の自室へ戻っていく。

　ご主人様モードの彼にこんなことをすればただでは済まないだろうが、現在の小花は決定的な秘密をさらしていない。人ひと質じちを取られていなければ、脅されることもない。

「頭があったかい子だと思われるほうが、まだマシだもんね……」

　妙みような噂うわさを流されたところで、元々人付き合いの薄うすい小花に大きなダメージはない。友達なんてね、元から作らなきゃ減りもしないんですよ！　おっしゃ勝った!!　とガッツポーズを決めた小花は、届けられた落とし物を少しだけ迷ってからごみ箱へ落とした。

　ところが征宗は、それで諦あきらめなかったのである。

「さすが小学生の問題は簡単だなぁ、頭がよくなった気がする」

　翌日、同じように家に帰って宿題をしていた小花が馬鹿な独り言を口にしていると、玄関のチャイムが鳴った。一瞬びくっとしたが、いやいや、まさか、そんな。

　ないない、と己おのれをごまかしていた小花の部屋に、母が突とつ撃げきしてきたのは数分後である。

「こ、小花、あんた一体何をやったの!?　征宗様が、またおみえなんだけど!?」

　ひえ、と口の中でつぶやいた小花は、少し考えてから言った。

「な、何もしてない！　……けど、征宗様は勘かんがいいから、何かに、気付いた、かも……？」

　途と端たんに母の目の中に恐きよう怖ふが踊おどった。小花は慌あわててつけ足す。

「だから、私は体調を崩くずしてるって言って！　帰ってもらって!!」

「わ、分かったわ」

　うなずいた母が征宗に断りを入れてくれたらしい。さすがの彼も、そのまま引き下がった、と思っていた。

　しかし、彼は翌日も来た。思わず「なんでやねん」と突っ込んでしまった小花を部屋に残し、母がもう一度体調不良を理由に断ってくれた。小花にその旨むねを伝えに来た彼かの女じよの手には、えらく立派な菓か子し折りがあった。

「あんた、一体征宗様に何をしたの……？　お加減が悪いならって、こんなお見舞いの品までくださったんだけど……もしかして、すでに」

「バ、バレてはないと思うよ!?　大丈夫だよ!?」

　前回もカマをかけてはきたが、あくまでカマだ。今回は言げん質ちを取られたわけではない。突っぱね続けていれば、きっと大丈夫。多分。

「じゃあなんで、あんたにここまでしてくれるの。今までだって、多少のお付き合いはあったけど、征宗様のほうから何度も家に来てくれるなんて……」

「な、なんでかなあ。私が、ほら、か、可愛く成長した、から……？」

　えへへ、と笑って冗談を口にしてみるが、母は真顔で「あんたはそりゃ、可愛くないわけじゃないけど……」と相あい槌づちを打つのみだ。征宗様に顔で選ばれるレベルじゃないってわけね、分かります。身内のガチ評価、いかに恋れん愛あいに興味のない娘でも傷つくからやめてあげて？

「や、でも、もう来ないでしょ。大丈夫だって、大丈夫」

　根こん拠きよのない「大丈夫」連呼に母はあまり納得した様子ではなかったが、その場は引き下がってくれた。取り残された小花は、結構重ための菓子折りを片手にため息を零こぼす。

「このお店の羊よう羹かん、この頃から好きだったんだね、征宗様……」

　よくお使いに出されていたので、なかなかのお値段がする代しろ物ものだとは知っている。口が悪くて態度はでかくて食べ物にうるさいが、ケチではないので、小花もよくお相しよう伴ばんにあずかったものだ。

「毒とか入ってないよなぁ。出所がハッキリしているものに仕込むほどあの人は馬鹿じゃないし、そもそも私に毒を仕込む理由が……ぎゃっ!?」

　ブツブツ零しながら包み紙を開けた小花は硬こう直ちよくした。

　個別包装された羊羹の上に、征宗の直筆による手紙が入っていたのだ。

『体調不良の割にはちゃんと学校へも行っているし、元気そうじゃないか。この俺が何度もわざわざ出向いてきたのに、そんな態度を取るとはな。お前に聞きたいことがある。明日の放課後、御堂の家に来い。お前の親には俺からいいように伝えてやる。このことは二人の秘密だ、いいな。この手紙はすぐに処分するように』

　何これスパイ映画？

「か、開かい封ふうの跡あとなんてなかったのに……！　征宗様かな、それとも安芸さんかな……!?」

　小花はちょっと破ってしまった包み紙を拡ひろげて感心したのも束つかの間ま、がくりと肩を落とす。この誘さそいを蹴ったところで、ここまで固こ執しつしてくるということは、別の手段を講じられるだけだろう。どうしても征宗とは縁えんを繫つなぐ運命にあるらしい。

　後はもう、なしくずしだった。

　翌日小花は、渋しぶ々しぶと御堂家を訪れた。普段は小学生の小花のほうが帰宅時間は早いのだが、本日はたまたま征宗のほうが早かったらしい。天使の笑えみで迎むかえ入いれてくれたが、豪ごう華かな私室へ招き入れられて二人きりになった途端、彼は豹変した。

「以前から気になっていたんだ。お前はどうして、誰もに求められる俺を避ける？」

「え、あー、いや、その、オソレオーイなーって……」

　視線を泳がせまくりながら言葉を濁にごすが、ここまで手間をかけた後だ。追つい及きゆうの手は休まらなかった。

「当然だ、俺とお前では格が違う。だが、それだけじゃないだろう。なあ？　妙な能力を持っていると噂の新宮家の人間よ」

　全てを見み透すかすような瞳ひとみで征宗はこちらを見ている。その頭上に飾られた初代様の肖しよう像ぞうと顔はそっくりなのに残念無念。天使って堕天したら悪魔になるんだっけ、でも征宗様の場合は悪魔が天使に化けてると言うべきかな。どうでもいい現実逃とう避ひをしながら、ごまかそうとした。

「あ、あはは……やだなぁ征宗様、征宗様はそんなの、ちっとも信じてないくせに……」

「どうしてそう思うんだ。まるで、そう聞いたことがあるように」

　間かん髪はつを容いれず突っ込まれて、小花は縮み上がった。そうだ、自分に「クルクル」の告白をさせておいて信じなかったのは、最初に出会った時の彼だったのだ。

「しかも、この間、俺に休んでいるかなどと聞いてきたな。まさか……」

「い、いえいえいえッ、勘です、ただの勘!!　御堂のおぼっちゃま、しかもお披露目会まで開いた後じゃあ、とってもとってもお忙しいだろうなって!!」

「──ふうん。なるほど。ただの妄想だろうとは思うが、その勘のよさを野放しにしておくのは危険だな。そして、そんな与よ太た話はなしを信じているがために、お前はやたらと俺にベタベタしてこないわけか……」

　あっこの台詞せりふ、前にも聞いたことある。

「決めた。お前、今日から俺の」

「奴隷なって言うんですよね、知ってます!!」

　思わず彼の言葉を先取りすれば、征宗がほう、と軽く眼を見開いた。

「よく分かっているじゃないか」

「わ、分かりたくはなかったんですけどね……？」

　この後の展開も分かっているが、聞きたくない。認めたくない。しかし、現実は非情であった。

「とりあえず、お前は来年から俺と同じ九條学園に入学してもらう。学費その他は心配するな、俺が話をつける。お前はただ、」

「俺の機き嫌げんを取ることだけ考えろって言うんでしょう!?」

　三日だけ日がずれはしたが、結局前と同じルートではないか！　やけくそで叫さけぶ小花を見て、征宗は小気味よさそうに笑った。

「本当に、よく分かっているな。気に入った。──仲良くしようね、小花さん」

　勝者の笑みを浮かべる征宗を見上げ、小花は咄とつ嗟さに叫んだ。

「お、脅したって、無む駄だですから！」

「……なに？」

　ここで逆らわれるとは思っていなかったようだ。意外そうな眼をする征宗へ、一気に畳たたみかける。

「私に『やり直し』能力があるだなんて、いくら征宗様のお言葉でも、誰も信じたりしませんもの！　新宮の人間が迫害されていたのって、江え戸ど時代ぐらいらしいじゃないですか。平へい成せいの世の中でそんなことを言ったって、誰も」

「お前は本当に馬鹿だな、小花」

　憐あわれみを込めて、征宗は言った。

「そうだな。さすがの俺でも、お前の能力について他人に信じさせるのは難しいかもしれない」

　小花の指し摘てきを否定しない征宗であるが、唇くちびるに浮かんだ勝者の笑みは揺らがなかった。

「だが、他のことなら簡単に信じさせられるんだぞ？　たとえば、お前たち新宮の人間が、御堂に害を為なそうとしている、とかな」

「げげぇ!?」

　能力もへったくれもなく、まさかの直球で脅された。頰をひくつかせる小花に、征宗は優美に笑う。

「お前の能力のありなしなんて、本当のところはどうでもいい話だ。俺に見込まれた、その時点でお前の人生は決定なんだよ。──仲良くしようね、小花さん？　逃げられると思うなよ」

「わーん!!」

　この後の流れはほぼ前回と同じだった。

　為す術すべもなく結婚式まで追い詰められた小花が、土ど壇たん場ばの「クルクル」で征宗と出会った日まで「やり直す」ところまで、同じだった。







　根本的に、考え方を変えなければならないようである。

　征宗のお披露目の日に、御堂家の廊下で佇たたずむのも三回目。またしても小学六年生まで「やり直し」た小花は、真しん剣けんに作戦を練ろうとしていた。まずは前回の反省を生かし、造花の髪飾りを取る。

「……こんなの着けてたって、意味ないもんね」

　花など名前だけで十分である。落とし物にならないよう、無用の飾りをポケットに詰め込んで、真面目に考え始めた。

「避けてもだめなんだ。むしろ下手に逃げれば、余計に気を引いちゃう。でなければ会った上で、気に入られない方法を……」

　しかし、この段階でもう何度か会っているのだ。そのたびに小花はあからさまに避けてきた。つまりは征宗に対し、無駄に自分を印象づけてきたのである。今さら悔くやんでも遅おそいが、ここで諦めるなら花嫁奴隷エンド確定だ。

「……よっしゃ！」

　これならどうだ。あることを思いついた小花に、タイミングよく宗広が近づいてきた。

「ありゃ、新宮さんちの小花ちゃんじゃねーか。迷ったのか？　お父さんとお母さんを探してやろうか」

「そ、それより、征宗様はどちらですか!?」

　勢いきおい込こんで尋たずねると、宗広は一瞬戸と惑まどった後、なぜかニヤリと人の悪い笑みを浮かべた。

「ほー……ほーほー、なるほど」

「な……なんです？」

　妙な雰囲気にヒヤリとするが、なぜか宗広は大変機嫌がよさそうである。

「いやいや、ナンデモナイデスヨ？　オッケーオッケー、俺が呼んできてやるから、ちょっと待ってな。まだ挨拶の順番待ちをしている奴やつらがうるさいかもしれないが、小花ちゃんの呼び出しなら、征宗だって優先してくれるさ。小花ちゃんはあいつのお気に入りだし、あいつもたまには、自分を優先させていいだろ」

　謎めいた言い回しに小花は眉まゆを寄せた。この時点で御堂兄弟とも面識があるため、何やら誤解が生じているようである。奴隷候補として目をつけられているだけだというのに。

「いや、私たちはそういうのじゃ……」

「僕ならここだけど」

　声変わり前の少年の声。はっとそちらを見やれば、一回目の時と同じように、征宗がそこに立っていた。ちょっとシチュエーションは違うが、最初に会ったあの時も、こんなふうに彼が声をかけてきたのだ。

「おっ、なんだ、いたのか征宗。小花ちゃんがお前に用事があるってよ。じゃあ、俺は邪じや魔まだろうから、別のところでサボるとするわ!!」

　誤解を引きずったまま、宗広は楽しげに行ってしまった。

「やれやれ、兄さんときたら……まあいいか。小花さん、どうしたんだい？」

　ため息交じりに兄を見送った征宗は、何食わぬ顔で小花を見つめている。

　一回目の時の小花は、可能な限り彼の興味を引くまいと必死だった。二回目の時は対面を拒きよ否ひした結果泥どろ沼ぬまにはまった。しかし今の小花は、一度しまった造花の飾りを髪に挿し直して満面の笑みを浮かべる。

「征宗様！　よかった！　お、お会いしたかったんですぅ!!」

　意識して高い声を出すと、その勢いで征宗の腕うでにしがみついた。さすがの彼も目を丸くする。

「えっ……、ちょ、ど、どうしたんだい？」

「え、えへへ！　だって、久しぶりにお会いできたから、嬉しくて、ついっ」

　この年から、割といい体してるんだなぁ。しがみついた腕の硬かたさにどうでもいい感想を抱いだいた。二度も花嫁になりかけたとはいえ、こんなふうに接触した経験は少ないものの、小間使いとしてなら着き替がえを手伝ったりすることはあった。下手くそとよく怒られたものだが、絶賛猫かぶり中の征宗は怪訝な顔を作るばかりである。

「久しぶり、かな？　一時間ぐらい前に挨拶をしたと思うけど」

「一時間も前、ですよ！　私、征宗様と会えなくて、寂さびしくて寂しくて……」

　実際は征宗に限らず、あまり人と会えずに寂しいなどと思ったことのない小花であったが、そういうところが鬱うつ陶とうしくなくてよい、と感じられてしまったのだ。気に入られたくないなら逆にすればいい。ベッタンベッタンひっついて、この女はない、と考えてくれればいい。

　うまくいきそうに思えていた。征宗がいつになく動揺していると感じられたからだ。内心は結構恥はずかしいが、一時の恥はじでこの先の人生が決まるのであれば安いものである。

　さあ征宗様、舌打ちを隠してさり気なく私を振りほどいて!!　執しつ事じさんに押しつけられた芙ふ蓉よ子こ様によくやってたみたいに!!　そんな小花の期待は、あっけなく裏切られた。

「──そうだね」

　一方的にしがみついていた腕が、そっと小花の背に回される。しぐさは優しいが、しっかりと押さえつける指先には有う無むを言わせぬ雰囲気があった。

「僕も寂しかった。とっても君に会いたかった」

　あっこれヤバいやつだ。青ざめても遅い。

「それじゃ、せっかくだ。二人きりになれるところへ行こうか」

「え、ええ……？」

　急用だの腹痛だのと言い出せる空気ではない。あれよあれよという間に、小花は屋敷の外へと連れ出されてしまった。







　九條学園とタメを張れるような美しい中庭には白い花々が咲さき乱みだれ、青い月光に濡ぬれてしっとりとした輝かがやきを放っていた。一回目の時はこの美しさにも吞のまれてしまったのだが、二度も征宗に人生を狂くるわされた後だ。いくら雰囲気がよかろうと、うっかり流されたりするものか。

　だが、征宗がそうではなさそうなのである。

「あ、あの、征宗様……？」

「なんだい？」

「ちょっと、密着しすぎでは……？」

　小花の背に回った征宗の手は、いつの間にかがっちり腰こしを抱いている。

「何を言っているんだ？　君のほうが、僕にくっついてきたんじゃないか」

　ですよねー!!　回避策を失った小花は、ぴったりと寄より添そった征宗の体温に冷ひや汗あせをかきながら歩き続けるしかなかった。

　ヤバい、ヤバすぎる、どうしよう。二回も結婚直前まで行ったとはいえ、こんなふうに夜の中庭をそぞろ歩くなど、したことがなかった。征宗の雰囲気もいつもと違う。

　おまけにどんどん屋敷を離れて、中庭の端のほうへ来ているような。もうこのへん、花さえ咲いてないじゃないですか。ほぼ壁かべ際ぎわじゃないですか。散歩の意味なくない？　もうやだ、おうちに帰ってコンビニスイーツでも食べたいよう。

「あの、征宗様？　さ……寒くなってきません？　お散歩もいいですけど、そろそろ戻りませんか？」

　季節は秋の終わりである。言い訳抜きで夜風は冷たい。すると征宗の手に、一層力がこもった。

「寒いなら、もっと僕にくっつくといいよ」

「い、いえいえ！　オソレオーイです!!　これ以上くっつくなんて、もう体をめり込ませる以外に方法が……!!」

「あはは、小花さんは、いつも本当に面おも白しろいなあ」

　心から楽しそうに征宗が笑う。彼の表情を読み慣れている小花には分かった。つまり、嫌いやな予感しかしない。

「いいね。そういうところが、いつも気になっていた」

　あっ、でも、意味ありげに瞳を細めたこの表情は、近いものは見慣れているけれど、もしかするとレアなやつかも。単純に馬鹿にしてるんじゃない、もっと何か危ない雰囲気を含ふくんだ……そんなことを思っていると、いきなり視界が回った。

「小花さん」

　真横にいた征宗が真ん前にいる。腰に回っていた手の仕し業わざだったのだが、あまりの早業に、一瞬何が起こったのか分からなかった。

　というか、横とか前とかささいなことなんですよ。征宗様がめっちゃ真剣な眼で私を見てるんですよ。

「いや、小花」

　いきなり呼び捨てにした征宗の手が、くいと小花のあごを持ち上げた。適当に着け直した髪飾りが、ふわりと舞って地面に落ちる。

「ひぇッ」

　何これ。何これ。瞬しゆん間かん的に沸ふつ騰とうした頭が答えを求めて暴走を始めた。なにって、キスしようとしてるんじゃない？　どうして？　結婚式でもないのに？　結婚式だって開式前に「クルクル」したから、誓ちかいのキスまで進んでいなかったのに？

　小花の精神は右往左往しているが、肉体は征宗にされるまま棒立ちの状態だ。眼を逸らすことさえできない。

　征宗の顔が、これまでの「やり直し」のどこでも見たことがないほどに真剣で、切せつ迫ぱくしたものさえ感じさせたからだ。

「俺はずっと、お前のことが好きだった」

　耳が痺しびれた。唇も、舌もだ。

　声が出ない。

　こんな征宗の声は、初めて聞いた。小花ちゃんは征宗のお気に入りだと笑った、宗広の声がリフレインする。

「……なーんてな!!」

　いきなりあごどころか、体全体が解放された。あ然としている小花から身を離した征宗は、記憶にある人の悪い笑みを浮かべている。

「……え？」

「どうした？」
















　腕組みした征宗の態度は余よ裕ゆうに満ちていて、先ほどの必死な、すがるようでさえあったムードは欠片かけらもない。

「いつも俺が近づくと、オドオドビクビク挙動不ふ審しんになるくせに、今日はやけに積極的じゃないか。一体どういう風の吹ふき回しだ？」

　おおっと、これまた、よく知ってる展開だぞー!!

「え、えへへっ」

　笑ってごまかしながら退路を探さぐる。隙を突いて脇をすり抜けようとしたが、直後、中庭を包む石壁を長い足がどんっと突いた。

「どこに行く気だ？　話はまだ終わっていないぞ」

　体勢としては、いわゆる壁ドンに見えなくもないのだが、そのように甘あまい空気はない。

「ううっカツアゲだぁ!!」

「人聞きの悪いことを言うな。安心しろ、俺は女に手を上げたりはしない」

「そ……、そうですよね、そこは信しん頼らいしてます……」

　足ドン状態で言われても説得力がないが、小花も計二回の子分人生の中で、暴力を振るわれたことはないのだ。なかなかにこき使われたりはしたが、せいぜいデコピン程度。同じ境きよう遇ぐうにある安芸だって、成人男性ではあるが、強く殴なぐられたりするわけではない。

　皮肉と嫌味は日にち常じよう茶さ飯はん事じだし、安芸さんは私より長く仕えているはずなのに、たまにガチ泣きしてるけどね……と遠い眼をしている小花を、征宗はじろりと睨にらむ。

「お前、まさか、本当に俺のことが好きでベタベタしてきたんじゃないだろうな？」

「へっ？　いや、ないない、ありません、畏れ多い!!」

　何度も何度も繰り返してきた単語である。ようやく舌に馴な染じみ、それらしく発音できたと思えば、征宗は小さくため息をついた。

「……だと思った。ではどうして、らしくもない真ま似ねをした？」

「え、ええと……」

　ちょっとやってみたくて、でごまかせる空気ではない。全てを見透かすような視線に耐たえかねて、小花はおずおずと切り出した。

「し……信じられないかもしれないですけど、私は征宗様もご存じのとおり、新宮の人間でして……」

　この後の展開は分かりきっている。なんたる茶番、と思いはするが、征宗にとっては初めての説明だ。スルーすることはできず、「クルクル」についての説明を始めた。

「なるほどな」

　特につらい、母との一件について話し終えたところで征宗がため息交じりの相槌を打つ。

「そんな妄想を理由に、この俺とお近づきになる機会を蹴ってきたのか」

「ううっ、またこの台詞が来ちゃったよぉ!!」

　そうだろうとは思っていたが、徒労感がハンパない。頭を抱かかえる小花が口走った言葉も妄想の一部だと考えているのだろう。気にしたふうなく、征宗は続ける。

「だが、そんなことを信じているせいで、これまでのお前はやたらと俺にベタベタしてこない」

「あの、征宗様！」

　ここまで来れば全部聞く必要もない。征宗の言葉を遮さえぎる不敬を犯おかし、小花は懇こん願がんした。

「お願いですから、私と結婚するとか言い出さないでくださいね!?」

「はぁ？」

　珍めずらしく、征宗が虚きよを突かれた顔をした。小花も一拍ぱく遅おくれて、かーっと顔を赤くする。

　そりゃそうだ。この時点での彼は、小花を都合のいい子分候補だとしか思っていないはずである。それがまだ子分扱あつかいされもしないうちから、「結婚するとか言い出さないでください」とは。生なま温ぬるい眼にもなるだろう。

「よく見れば可愛い程度の顔で、大した自惚うぬぼれだな」

「いっ……、いやいやいやいや!?　違う、違わないけど、違うんです、別に自惚れてるわけじゃないし、顔で選ばれたわけじゃないのは十二分に自覚しているので……!!　あっ、いえ、こっちの話なんですけど……!!」

　動揺しすぎて、しゃべればしゃべるほどボロがボロボロ出てくる。どう挽ばん回かいすべきか、そもそも挽回できるのか。いや、むしろチャンスではないか。完璧に頭がアレな子だと思って諦めてくれないか。

「なるほど、新しい手口だ」

　したり顔でうなずく征宗の表情は、少なくとも諦めたものではなかった。

「御堂の血筋になんて興味ありません。そういう態度で俺の気を引こうとする女もいるが、お前は違うな。やり方が、あまりにも稚ち拙せつすぎる」

「だめだァー!!」

　絶ぜつ叫きようする小花へと、無む慈じ悲ひな宣告が突きつけられる。

「決めた。お前、今日から俺の奴隷な」

「やだァー!!」

　残念ながら、小花の嫌だが通る世界ではないのだった。







　抜ばつ本ぽん的な改革が必要であると判断した。

「だ……だめだ！　出会いの運命は避けられないし、一度会ってしまえば、どうしても結婚ルートに入っちゃうよう……!!」

　三回目の結婚式直前にまたまた「クルクル」が発動し、始まりました四回目、征宗のお披露目会で賑にぎわう御堂家広間前の廊下にて。むしり取った髪飾りをポケットに突っ込んだ小花は苦く悶もんしていた。

　征宗との出会いの回避は不可。会った上で避けても無駄。ここまで気を引いた段階からの「やり直し」では、好感度を急激に下げようとしても、結婚フラグを折ることができないようだ。

　もっと前に「クルクル」できればいいのに、と考えるが、そもそも「クルクル」は意識して発揮できる能力ではない。征宗との結婚式など、人生における気まずいビッグイベントに立ち会った瞬間、それは自動発動する。今この瞬間に「クルクル」しようと思ってもできないのだから、戻るポイントの設定など、もっとできるはずがない。

　第一、「クルクル」のやり直し地点を自分で設定できるなら、もっとずっと前に、母が……

「……だめだめ、小花」

　暗い考えを振ふり払はらい、己を戒めた。

「征宗様もよく言ってたじゃん。常に視野を広げろ、考えることを止めるなって……！」

　全ては俺と御堂家の役に立つためだ、が続くが、まあこれは置いておいて。小花の知る中で一番頭がよくて努力家の征宗の金言に従えば、彼との結婚は華か麗れいにスルーできるかもしれない。

　それにしたって、なんであの征宗様が、毎回私なんかと……そこまで考えた瞬間、天てん啓けいが閃ひらめいた。

「そうだ！」

「あー、えーと、小花ちゃんだよな？　大丈夫、どっか具合悪い？　頭とか……その、頭とか」

　かけられた声にはっとする。宗広が声をかけるタイミングを測っていたのだろう。いつも飄ひよう々ひようとした彼らしからぬ表情で、こわごわとこちらを見ていた。一人でブツブツ、たまに奇き声せいを上げる小学生の姿に何かを感じたらしい。

「いえっ、大丈夫です！　むしろ解決策を思いつけて、最高の気分になりました！　あの、それより、征宗様は……？」

「僕ならここだけど」

　毎度お馴染みのタイミングで現れた征宗を見て、小花は心の中でほくそ笑んだ。オッケー、任せてください征宗様！　今回こそあなたとの結婚ルート、回避してみせますから!!
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　征まさ宗むねに探さぐりを入れられ、「クルクル」の秘密を暴ばく露ろし、奴ど隷れい宣言を受け、先せん輩ぱい奴隷の安あ芸きに大歓かん迎げいされながら九く條じよう学園へ進学。これまで繰くり返かえしてきたとおりのルートを辿たどり、小花は四回目の中学一年生となった。

　中高大一いつ貫かん教育を掲かかげる九條学園であるが、付属の幼よう稚ち園えんと小学校が存在している。そして、ほとんどの生徒が高い倍率と学費を潜くぐり抜ぬけてきた幼稚園からの持ち上がりであり、イコール名家の出身者。その結束は固く、中学から入学した小こ花はなは外部入学者扱あつかいされてしまう。

　同じく中学からの入学組は、すでに出来上がっている人間関係に馴な染じめず、結果として中学入学組で固まることが多い。持ち上がり組と仲良くなることを狙ねらう、もしくは父母からそう言い聞かされている生徒も存在するが、なかなか難しい様子だ。

「小花さんはいいな、征宗様の妹分だなんて……下手な持ち上がり組よりイイじゃん」

　中学入学組の同級生である庭にわ谷たに菊きく見みに羨うらやましがられ、「えへへ、そうだね、子供の頃ころからのお付き合いだから、兄きよう妹だいみたいなものだよ」と笑え顔がおで受け流す。なお一回目の時は正直に「そんなにいいものじゃないよ」と答えてしまい、かえって反感を買った結果、しばらく中学入学組全ぜん般ぱんから無視されたものだ。

　ここは羨せん望ぼうを素す直なおに受け止めつつ、同時に征宗との繫つながりを匂におわせつつ、彼かれとの仲が親愛ラインを越こえていないと示すのが正解。案の定菊見は、「いいなー、征宗様と兄妹なんて」とつぶやいて引き下がってくれた。内心イラッとしているだろうが、なにせあの征宗様が兄貴分。下手につついて、彼の反感を買うのはよくないと判断してくれたのだろう。

　その判断、正解です。

「一回目の時、征宗様が無視に気付いて、あなたに軽く注意したことがあったよね。あなた、めちゃくちゃ怯おびえて、気付いたら高校は別の学校へ行ってたもんね。そして私も、『俺おれの子分という役回りが、どれだけありがたいものか分かっていない』って、より怒おこられたからね……」

　全方向に気を遣つかわねばならないのだから、征宗様の妹分はつらいよ。はあ、とため息をついた小花は頭を振ふって意識を切きり替かえた。

　でも今回は、大だい丈じよう夫ぶ。同級生の嫉しつ妬となんて、中学四回目の小花さんにかかれば、なんてことないんです！　なんか留年したみたいだけど違ちがうからね!!

「そもそも小学生の時から友達いないしね、私」

　念のために中学生の間は、征宗の子分として何食わぬ顔で学園生活を送っていた小花は、高校二年生になってからじりじりとある人物へ近づいていった。中学一年度から生徒会入りしている征宗に引っ張られ、ずっと生徒会書記と会長の子分務めの兼けん任にんは重責ではあるのだが、なにせ四回目である。慣れている分、余よ裕ゆうがあるのだ。

「芙ふ蓉よ子こ様、ご機き嫌げんようございます！」

「……ご機嫌よう、征宗様の腰こし巾ぎん着ちやくさん。今日も来たの」

　征宗が家の用事で先に帰ったのを見計らって、小花は下校しようとしている真ま栄え城じろ芙蓉子に中庭の途と中ちゆうで声をかけた。

　積極的に芙蓉子を探しては挨あい拶さつをする、を繰り返して一週間目。最初の二日はこれまでどおり、征宗との関係性を疑って明らかな嫉妬、次の二日は敵ではないと分かってくれたが歯し牙がにもかけない態度。それでもめげずに話しかけて、土日を挟はさんで週明けの今日もこうして顔を見せに行けば、元々チョロい芙蓉子だ。当とう惑わくした様子ながら、態度を軟なん化かさせてくれた。

　小花のがんばりを認めてくれたのは、芙蓉子だけではなかったようである。

「芙蓉子様、そのようにおっしゃるものではありません。将を射んと欲ほつすればまず馬を射よと言うでしょう。あなたに分かりやすく言えば、愛いとしの征宗様に好かれたいなら、妹分も可か愛わいがっておいたほうが得策ですよ」

「うるさい家永！　いろんな意味で余計なお世話よ!!」

　したり顔で言ってのけたのは、家いえ永なが平ひ生ろ。すらりとした長身を細身のスーツで包つつみ込こんだ眼鏡の青年で、芙蓉子が家から連れてきている執しつ事じだ。征宗が連れてきている安芸のように彼も一応非常勤講師で、世界史を教える資格を有しているが、安芸と違って本当に四六時中芙蓉子の側そばにいる。

　主に対する態度も正反対。安芸は人前では征宗の兄貴分として紹しよう介かいされるものの、人がいないところでは子分としてこき使われている。だが家永は、常に主の芙蓉子をおちょくっている。

「ははは、ですが、芙蓉子様の幸せは、私の幸せでもありますし」

「噓うそをつくんじゃないわ。私の不幸せがあんたの幸せでしょう!?」

「とんでもありません。まずあなたが幸福になり、その後不幸になる。この落差を楽しみたいだけですから、噓などついておりませんよ」

「あのー……」

　仲がよくて結構だが、花はな嫁よめ奴隷エンドを回かい避ひするには芙蓉子の協力が必要なのだ。小花はまず、ストレートに質問をしてみた。

「芙蓉子様は、征宗様のことが、好き……？」

　てきめんに芙蓉子の顔が赤くなった。おさげを振り回すようにして、強く否定する。

「はああ!?　そんなわけがないでしょう、誰だれがあんな……ちょっと優やさしいだけの男!!」

「顔と頭と身体能力と家いえ柄がらと財力と権力も最高じゃないですが、あのおぼっちゃん」

　家永が口を挟めば、芙蓉子の目つきが険を増した。

「当然でしょ、御堂の人間なのよ!?　そりゃ高校一年の時点で身長百八十センチ、体重七十キロ!!　甘あまめのルックスを裏切る高身長に引ひき締しまった体たい軀くなんて、あの家の人間はみんなそうじゃない!!　全国一位の学力と高い好感度も備えていて当然よ!!　優しすぎるのと、たまにちょっぴり抜けたところが欠点だけど、そこがまたすてきでしょ!?」

　性格以外のステイタスは備えていて当然のため、カウントに値あたいしないらしい。さすが御堂と肩かたを並べられる家のお嬢じよう様さまだ、と感心した。つけ加えるなら、そのちょっぴり抜けたところも初代様と違って計算ですけどね。初代様は天然ホンワカ系で、気付くと周りが初代様を助けていたっていう……いや、初代様の話は今はいいや。

　やはり芙蓉子が一番適任だろう。

「そうですよねぇ、天下の御堂家の御方ですもの。となると、あの方に相応ふさわしいのは、やっぱり真栄城家のお嬢様でないと!!」

　ちょっとわざとらしいぐらいに持ち上げれば、芙蓉子は戸と惑まどいつつも嬉うれしそうだ。

「ま……まあ、さすが征宗様の妹分ね。少しは物が分かっているじゃない。もっと言ってちょうだい」

「かわいそうに芙蓉子様、普ふ段だん褒ほめられていないから、本当にヨイショにお弱い……」

「うるさいわよ家永！　一番私を褒めないのは、あんたじゃないの!!」

　キーキー叫さけぶ芙蓉子の声は、正直うるさい。小花も彼かの女じよの態度には問題が多いと思っていたのだ。だからこれまでずっと、征宗は芙蓉子の気持ちを知っていながら、彼女を妻に迎むかえなかった。楽でいいからと、子分を花嫁にクラスチェンジさせようとしてきた。

　今回は違うエンドへ辿り着けるはず。

「でもですね、芙蓉子様。誠まことに申し訳ないんですけど、征宗様の好みって、どっちかといえば清せい楚そでおとなしい、大和撫子やまとなでしこ系なんですよね」

「ああ、釈しや迦か院いん家のお嬢様のような？」

　典型的な例を家永が挙げると、芙蓉子はぐっと唇くちびるを引き結んだ。薄うす々うすそんな気はしていたが、芙蓉子は椿つば姫きに対してコンプレックスを抱いだいているようである。

「ふ……ふん、別に、征宗様の好みなんてどうでもいいし……たとえ好みじゃなくたって、釈迦院の惨さん状じようで御堂の子息と結けつ婚こんできるわけないでしょ……私たちクラスの結びつきは、ボランティアじゃないのよ」

　おさげを払はらい除のけて強がるが、芙蓉子は明らかにショックを受けているようだった。ここで脱だつ落らくされては困る小花は、慌あわてて次のステップへ進む。

「そ、そうですよ、おうちの格式で釣つり合あうのは、やっぱり芙蓉子様！　後はほんのちょっとだけ、征宗様の好みに寄せていただければ……」

「なるほど。あの方の妹分であるあなたが、芙蓉子様に恋こいのアドバイスをしてくださると。それは心強い」

　物分かりよさげに相あい槌づちを打った家永が、眼鏡の縁ふちをキラリと光らせた。

「で？　目的はなんですが、新にい宮みや様」

「……あっ、ああ、私か」

　普段、あまりにも征宗に小こ馬ば鹿かにされて生きてきたので、「様」付けに一いつ瞬しゆん反応できなかった。家永の指し摘てきに虚きよを突つかれたせいもあるが。

　しかし小花も、伊だ達てに征宗の子分を四回も務めていないのである。少々周りの目が気になり始めたので、中庭の端はしに設けられた東あずま屋やまで二人を誘ゆう導どうした。木製の長なが椅い子すに小花が座すわると、向かい側を家永が軽く布ふ巾きんで拭ふいてから芙蓉子を座らせる。しゃべれば漫まん才ざいになってしまう二人だが、一連のしぐさは澱よどみなく、何年も当たり前のように続いてきた主従関係を窺うかがわせた。

「えー、ぶっちゃけて言えば、私、征宗様にさっさと結婚相手を絞しぼってほしいんですよ」

　下手に大義名分を並べたところで怪あやしまれるだけだ。まずは率そつ直ちよくに希望を述べた。

「芙蓉子様だって、一週間前までは、私にめちゃくちゃ当たりがキツかったじゃないですか。それって私が、征宗様の一番側にいる女子だからでしょう？」

「べ……別に！　私はあなたも、征宗様も」

「征宗様へのツンデレだけなら可愛いものですけど、妹分にまで当たるとなると、正直みっともないですよねぇ」

「家永は黙だまりなさい!!」

　座る場所はあるのだが、ごく自然に斜ななめ後ろへ立った家永を芙蓉子は怒ど鳴なりつけた。

「芙蓉子様だけじゃなくて、クラスの女子とかにも嫌いやな顔されたりするんですよ。もちろん私は！　征宗様の！　妹分でしか！　ないんですけど!!　私が口で言ったところで、信じてもらえなくて……」

　三回結婚直前まで行ったことを振り切るように力説するが、家永は動じない。

「そりゃあ、そうでしょう。新宮様のおうちは特に秀ひいでた名家ではないものの、御堂家と縁えん深いことは誰もが知っています。何より征宗様が自主的に側に置いている、ただ一人の女性。あの方狙いのレディたちは、意識せずにはいられないでしょうね」

　客観的な講評には、小花も同意せざるを得ない。

「そうみたいなんですよね。中学高校といびられ続けて、つくづくそれを実感しました。ですから私……、是ぜ非ひとも芙蓉子様に征宗様を射止めて、助けてほしくて!!」

　ここぞとばかりに身を乗り出し、しっかと芙蓉子の眼めを見み据すえる。普段おとなしくしている者が大きく感情を動かす様は、相手の心をもまた、大きく動かす。征宗の教えは、芙蓉子には効果大だった。

「あ……あなた、本当に私こそが、征宗様に相応しいと思ってくれているの……？」

　おずおずとした問いかけに、小花は罪悪感をかなぐり捨てて断言する。

「もちろんです！　（三人娘むすめの中では）芙蓉子様が一番です!!」

「──ほーっほっほ！　あなた、分かっているじゃない。さすが征宗様が妹分とするだけあるわ!!」

　完全に真に受けてくれたようだ。いつもの調子を取とり戻もどして高笑いした芙蓉子が、不意に声を潜ひそめた。

「ねえ、新宮さん？　私、分かってるのよ……あなたの本当の企たくらみを」

「えっ」

　小花は思いきり顔を強こわ張ばらせた。まさか。

　まさか、芙蓉子も「クルクル」ができるとか？　その能力によって、小花が「やり直し」を繰り返していることに、気付いた……？

　立ちすくむ小花に、芙蓉子はそれ見たことか、という表情になる。

「征宗様が下手な女と結婚しようものなら、あなたはお払い箱！　あの人の妹分というステイタスを失ってしまうもの!!　でも慈じ悲ひ深ぶかい私が征宗様の妻となれば、結婚後も私たちの……み、御堂夫妻の妹分として、側に置いてもらえるかもしれないものね!!」

　若じやつ干かん照れつつ高笑う芙蓉子の声が光の矢のように小花の心へ突つき刺ささり、そこからぶわっと花畑が広がっていくような錯さつ覚かくを覚えた。

「──さすが芙蓉子様！」

「ひゃあっ!?」

　いきなり手を摑つかまれかけた芙蓉子が眼を丸くする。危険を察したか、家永がその寸前で割わり込こんできたので、実際に小花が摑んだのは家永の手だったが、この感動の前ではささいなことだ。構わず摑んだ手をぶんぶん上下に振って、彼の主を褒め讃たたえた。

「それ！　いいです！　ナイスアイディア!!　最高!!　グレート!!　ゴールデングレート!!　やっぱり芙蓉子様はすばらしい、お選びしてよかった……!!」

　小花の企みなど、ちっとも分かっていない部分も含ふくめてすばらしい。きっと征宗のいい玩具おもちや（妻）になるだろう。

「ええ、すばらしい。さすが我わが主!!」

　家永もぶんぶん手を振られながら乗ってきた。

「え……？　ああ、うん、まあ、分かればいいのよ……？」

　よっぽど褒められ慣れていないらしく、芙蓉子は不思議な光景に当惑しつつも嬉しそうだ。小花も彼女が真栄城の娘としてヨイショされる一方で敵が多く、高飛車な性格も相まってロクに友達がいないことは知っている。仲間だ！

『家柄を除けば、それ以外のステータスは上の下というところだからな。悪くはないが、それ以上にプライトが高すぎて、寄って来る相手も片かたっ端ぱしから篩ふるいにかけてしまっている。真栄城家がそういう方針だから仕方がないが』

　真栄城家の方針。脳のう裏りを過よぎった征宗の記き憶おくに負けて、思わずちらっと家永を見てから彼の手を解放し、小花は芙蓉子へと視線を戻した。

「そういうわけで芙蓉子様には、征宗様好みの大和撫子になっていただきますから！」

「えっ」

　露ろ骨こつに芙蓉子が嫌そうな顔をしたが、ここで合意を得なければならない。取引は最初が肝かん心じんなのだ。征宗が小花を奴隷とするまで、執しつ拗ように食い下がってきたように。

「もちろん、全部直す必要はありません！　でもですね、ちょっとだけ、ちょっとだけ扱いやす……いえ、素直になっていただければ、征宗様の花嫁の座はあなたのもの!!」

「私が、征宗様の花嫁……」

　ぽっと頰ほおを染めた芙蓉子に、小花はすかさず畳たたみかけた。

「嬉しいでしょ？」

「ま……まあ、当然のことだけど」

「だって芙蓉子様は、征宗様のことがずっと好きだったんですもの。嬉しいでしょ？」

　ずずいと顔を近づけて認めろと迫せまれば、チョロくて押おしに弱い芙蓉子である。真っ赤になってしまった。

　なお、またも危険を察してか家永まで顔を近づけてきたので小花はちょっと気まずいが、芙蓉子は慣れているのか、征宗への恋こい心ごころに気を取られているのだろう。そちらは気にしたふうなく、蚊かの泣くような声でつぶやいた。

「それは……、あの方は、初めてお会いした時からずっと、家柄だけではなく、私自身のことを見てくださるから……」

『芙蓉子は真栄城の家の名を鼻にかけているが、心のどこかで自分自身を認めてほしいと願っている。そのくせ程度の低い連中には、自分のことは分からないと思っている。あいつが俺に惚ほれるのは、俺があいつ自身の人品についてのみ発言し、かつ俺自身があいつより上位の存在だからだ』

　的確だけど辛しん辣らつゥ！　と思った征宗の芙蓉子評を、今は口に出すまい。大丈夫、芙蓉子様が相手なら、征宗様は終生騙だましきってくれると思いますよ。結婚して豹ひよう変へんしたら、えーと、ごめんなさい。同情はしてあげます。

「それじゃあ、大和撫子を目指すと約束してくださいますね？」

「あ、あなた、おとなしそうに見えて、意外に押しが強いのね……さすが征宗様が側に置くだけあるわ……」

　三回目までも一方的に嫉妬されて絡からまれるか、遠くから悔くやしげに睨にらまれるだけで、芙蓉子とはほとんど付き合いがなかったのだ。侮あなどっていた、と何やら悔しげな芙蓉子であるが、最終的にはうなずいてくれた。

「……分かったわよ。今のままの私だって、十二分に征宗様の花嫁に相応しいはずだけど！　獅し子しは兎うさぎを捕とらえるにも全力を尽つくすと言うものね!!」

　オッケー、芙蓉子は陥かん落らく。

「さすが芙蓉子様。なお私は、獅子は我が子を千せん尋じんの谷たにに突き落とすのほうが好きですが」

　爽さわやかに笑う家永を、小花はじっと見た。問題はこっちだ。

「──いいですよね、家永さん」

「ええ、もちろん。芙蓉子様の幸福が、私の幸福ですから」

　食えない表情で笑った家永からは、征宗とは種類の異なる威い圧あつ感を覚える。ちょっと背筋が冷たくなったが、ここで負けてなるものか。全ては明るい未来のために!!







　てなわけで小花は、暇ひまな時間を見み繕つくろっては芙蓉子と会い、彼女に征宗の好みを伝授する日々を送り始めた。

　征宗が家の用事などで不在の時を見計らい、学校で、時には芙蓉子の住まう真栄城邸ていへ招かれて、フリルとレースで窒ちつ息そくしそうな彼女の部屋で特訓を重ねる。なお、真栄城家全体はどっしりした日本家屋なのだが、一人娘はベッタベタに甘やかされているようで、彼女の部屋だけドールハウスのような改築を施ほどこされていた。

「ううっ……」

　特訓開始から一週間。とはいえ征宗の目を盗ぬすめない日も多く、実質的にはまだ二日目だが、精せい緻ちな文様が描えがかれた絨じゆう毯たんの上に芙蓉子はよよと倒たおれ伏ふした。

「も、もう無理……っ、今日は勘かん弁べんしてくださいな、新宮さん……」

「だめです！」

　ぜいぜいと肩で息をしながら、小花は首を振る。

「芙蓉子様、私だってつらいんです!!　でも、私だってがんばってるんですから!!　芙蓉子様も耐たえてくださらなくては!!」

「乙おと女めたちが互たがいに力づけ合う……美しい光景に見えますが、日本社会の歪ゆがみを表しているような気がしますねえ。個々のがんばりに本来は因果などないというのに、互いを力づけ合うつもりが、逆に足の引っ張り合いへ」

「うっ、い、家永……っ」

「家永さんは黙っててください!!」

　声が出ない芙蓉子に代わり、小花が部屋の隅すみでオーディエンスに徹てつしていた家永をぴしゃりと怒鳴りつけた。

　家永の言いたいことには一理ある。このようなスポ根じみた特訓自体、基本的にはのんびりした性格の小花には性しように合あわない。しかし、やってもらわねばならないのだ。用意されていたミネラルウォーターをぐびっとあおり、小花は命じた。

「さあ、芙蓉子様、もう一回、リピートアフターミー!!　私は!!　征宗様が!!　大好き!!」

　小花がまず芙蓉子に課したのは、ツンデレ封ふう印いんのための意識改革である。寄ると触さわると心に反する言葉を発してしまう、素直じゃないところが芙蓉子の最大の問題点だ。安芸なら萌もえてくれるかもしれないが、征宗には通じない。

　しかし、裏を返せば、芙蓉子は本心から征宗のことが好きなのだ。好きだから余計に素直になれず、予防線を張ってしまう。それさえ取とっ払ぱらうことができれば、他に目立った障害はない。他の二人をぶっちぎり、花嫁レースのトップに躍おどり出るはず！

「わ、私は……!!」

　疲ひ弊へいした喉のどを振り絞るようにして叫んだ芙蓉子に、家永がすかさずミネラルウォーターを差し出す。彼のほうを見もせずにそれを受け取り、中身を一口飲んだ芙蓉子は、真っ赤になった頰を震ふるわせてつぶやいた。

「ま……ましゃむねさまが、だい、す、すき……」

「オッケー!!」

「い、今のでいいの!?　嚙かんだけど!?」

　何度も何度も言い直させられてきたのに、これでいいのかと芙蓉子は逆に驚おどろいている。小花はぐっとサムズアップしてみせた。

「恥はずかしいけど、どうしても伝えたい……そんな乙女心を感じました!!　気持ちはオッケー!!」

　輝かがやく笑顔で、つけ加える。

「その調子で、ワンモアセッ!!」

「お……鬼おにだわ！　家永より鬼だわー!!」

「はっはっは、何もせずに私の株が上がるとは」

「はーい、家永さんは黙ってて！　行きますよ、芙蓉子様!!　征宗様のことがぁー？」

「大好きぃー!!」

　やけくそになった芙蓉子の絶ぜつ叫きようが、高い天てん井じように木こ霊だました。







　地じ獄ごくの特訓を芙蓉子と乗り越え、ちょっと強くなった気がした小花は、日暮れ前に真栄城邸を出た。訓練終しゆう了りよう早々ダウンした主をさっとベッドに寝ねかせた家永は、毎度のごとく笑顔でお見送りしてくれる。
















「本日もお疲つかれ様さまでした、新宮教官。友達皆かい無むの芙蓉子様に同世代のお友達ができたと、他の使用人も芙蓉子様のご両親もお喜びのようです。おかげで見ているだけの私の株も爆ばく上がり。また次も是非、お願いします」

　なぜ教官呼び？　も含めて突っ込みどころ満まん載さいだったが、お茶もおやつも特上品を出されたとはいえ、酷こく使しした喉は嗄かれている。口の達者な男と張り合う元気は残っていない。「まー私も結構、友達ごっこが楽しいので！」と笑い、小花はそそくさと巨きよ大だいなお屋や敷しきを出た。

　本当ならさっさと家に帰りたかったが、この後は御堂家へ行かねばならない。家の用事で出かけている征宗が帰ってくる前に、彼に代わって征宗の分の宿題を片付けなければならないのだ。

　無論、征宗に宿題をこなす能力がないわけではない。ないのは時間である。御堂の人間としてお披ひ露ろ目めをされ、父や兄と共に出歩くことが増えた征宗に、高校生レベルの宿題を馬鹿丁てい寧ねいにこなす暇などないのだ。

『だからお前がやっておけ。パソコンを使う授業だから筆ひつ跡せきでバレはしないしな。一年先の勉強を今から履り修しゆうできるんだ、ありがたい話だろう？』

　おっしゃるとおりです、征宗様。おかげで私の成績も上がり、征宗様の妹分として恥ずかしくないようにしていただけました。

「征宗様、高校の分まで勉強終わってるって言ってたもんね……ま、私だって、三回も高校生活を送ってるけどね！」

　一回目の際はヒィヒィ泣いた言いつけであるが、今となっては軽い軽い。むしろ、ちょっとぐらい間違えておかないと、無用な疑いを招く可能性すらあった。今から急いでやれば、程ほどよくミスして程よく怒られる、で済むだろう。

「あんまり怒られたくはないけどなー。理想は八割ぐらい？　デコピン一回、お小言と間違ったところの解説で十五分ぐらい？　でも、最初の私、まだこの頃は半分ぐらいしか正解できなかった気がする……」

　何度も同じことを繰り返していると、だんだん記憶もこんがらがってくる。この時点で知らないはずの話を口走ったりしないよう、気をつけなければ。

　気を引き締めた小花は、御堂家の立派な門の前に立った。常じよう駐ちゆうしている警備の人々に軽く挨拶をし、セキュリティを解除して中へ入れてもらう。美しい前庭を通り抜けて数分歩くと、巨大な屋敷の正面に安芸が立っていた。

「小花ちゃん、いらっしゃい」

　尻しつ尾ぽのような髪かみをひょこんと揺ゆらして、安芸が薄うすべったい体を折り曲げる。何度「クルクル」しても、少々年齢不詳気味な彼の印象はいつ見ても変わらない。

「こんにちは、安芸さん」

　途と端たんに安芸が申し訳なさそうに目を伏せる。

「あと、ごめん」

「え？」

　当惑した小花の鼻先ギリギリをかすめ、御堂邸の扉とびらが中から開いた。

「げぇ！」

　そこに立っていたのは、まだ帰って来ていないはずの征宗だった。

「何がげぇだ。主の顔を見るなり、いい度胸だな」

「あ、安芸さんの裏切り者……」

　芙蓉子とのレッスンは、当然征宗には秘密である。そこで安芸に芙蓉子たちと同様の説明をし、あまりピンと来ていない様子の彼を半ば強ごう引いんに説とき伏せ、口裏を合わせてもらう約束だった。万一征宗が予定より早く帰るようなことがあれば、連れん絡らくを入れてくれるはずでもあったのに。

　思わず恨うらみ節を口にした小花であるが、こうなっては仕方がない。裏切り者は捨て置いて、中ちゆう途と半はん端ぱな時間のせいか、人気の少ない御堂家の中をおとなしく連行されていった。たまに誰かとすれ違えば、征宗と一いつ緒しよににっこり笑顔で「お邪じや魔ましております」。征宗の調教、もとい教育が行き届いているのだ。

　征宗の部屋は二階の端である。彼の城であるその場所へ辿り着いてしまえば、主の顔からは穏おだやかな笑顔など消し飛んだ。普段は小花に閉めさせる内うち鍵かぎを、征宗自らがゆっくりとかける。

　振り向いた顔に表情らしきものはない。あー、これはねっとり一時間お説教コースですわ。小花は早々に覚かく悟ごを決めた。間にデコピンぐらい入るかな。また部屋の掃そう除じをさせられるかな……このきっちり片付いた部屋の中を掃除するのって、心身共に消しよう耗もうするんだけど……一度掘ほった穴を埋うめ戻もどす、を繰り返す拷ごう問もんがあったよね……

「お前、最近芙蓉子と親しいようだな」

　いつもなら「なぜ俺が怒っていると思う？」などと前置きをする征宗が、いきなりズバリと切り込んできた。はっと息を吞のんだ小花は、とりあえずごまかす。

「あー、ええ、まあ、ボッチ同士で親交を深めておりまして」

「なるほど。ところで俺も最近、家永と少々親交を深めていてな」

　征宗はにやっと笑った。

「私は征宗様が大好き。リピートアフターミー？」

「家永さんの裏切り者ー!!」

　征宗と家永のタッグなど、まさに鬼に金棒ではないか。相方が芙蓉子ではとても太た刀ち打うちできないと、小花はあっさり匙さじを投げた。

「い、家永さんも、征宗様の裏の顔をご存じで……あいたッ」

　ぴんっと額を軽く弾はじかれ、小花は飛び上がった。

「人聞きの悪いことを言うな。俺とあいつは少し魂たましいの在り方が似ているので、たまに頼たのみもしないご注進をしてくるだけだ。あいつの口を封ふうじるのは、お前以上にたやすいしな」

「……そうですよね」

　家永の境きよう遇ぐうを思い返して少しだけ憂ゆう鬱うつになった小花だが、大丈夫。小花でさえ、結婚後も側に置いてくれると豪ごう語ごした芙蓉子なのだから。

「その……、だって、征宗様はいずれ、ご自身の立場に相応しい御方を選ぶでしょう？　それならば、一番障害の少ない芙蓉子様を征宗様好みの女性にしておけば、手間が省けるかと思いまして……」

　こうなれば、一か八かの突とつ撃げきあるのみ。小花は思いきって一歩踏ふみ込こんだ。

「あの方はちょっぴり素直じゃないですが、お付き合いしてみればいい方なんですよ？　幼稚園からご一緒だった征宗様なら、それはお分かりでしょう!?　性格なんて今から洗脳、じゃない調教、いえいえ訓練して変えてみせます!!　他のお二人に比べれば、家格が釣り合っている分、ハードルは低いはずなんですから……!!」

　どさくさに紛まぎれて、征宗の花嫁候補は三人娘だけであることを強調する。頼むから今回こそ、四人目の可能性に気付かないでほしい。

「……素直じゃないことはよく知っている」

　珍めずらしく、征宗が少しだけ目を逸そらした。

「俺のことを好きなのも、よく知っている。だが……」

　ふぅ、と物もの憂うげなため息を吐はく表情は、とても高校生には見えなかった。体格こそ十八歳さい当時の彼よりやや細くあっても、その魂はこの時点で完成されている。初めて出会ったあの日から、彼はずっと御堂家の腹黒次男だ。

　しかし、この反応。鼻で笑われるかと思いきや、意外に揺れているようではないか。小花はさらなる賭かけに出ることを決めた。

「いっそ征宗様の好みも、ちょっぴり芙蓉子様に寄せてみません？」

「……なんだと？」

　いきなり征宗の眼が据すわった。あっハイ、賭け失敗!!　奴隷の分際でご主人様に譲じよう歩ほを求めるなんて無礼でしたね申し訳ありませんでした!!

「わ、分かってます、征宗様の好みが大和撫子、三人娘の中なら椿姫様ってことぐらいは！」

「ああ、そうだ」

　征宗の視線がふいと動いた。肖しよう像ぞう画に描かれた、彼とよく似た人物を静かに見つめる。

「初代の奥おく様さまも、そういう方だったと聞くからな」

「……征宗様？」

　乾かわいた声に胸むな騒さわぎを覚えた小花へと、征宗は意外な反応を示した。

「だが、まあ、そうだな。お前の言うことにも一理ある」

　さらに珍しいことに、征宗は小花の進言を受け入れてくれた。

「俺の好みを変えてやる気は毛頭ないが、芙蓉子が素直に自分の気持ちを認めるのなら、真しん剣けんに考えてやろう」

「や、やったー!!」

　大人びた……むしろ老成したと表現していい表情に目を奪うばわれていた小花は、一拍ぱく置いて歓かん声せいを上げる。やはり人間は変われるのだ。いかに芙蓉子が努力しようとも、征宗側が鼻で笑えば終わりだが、両手を広げる準備をしてくれるならありがたい。後は芙蓉子の背中を蹴けって、飛び込ませればいいだけだ。

「嬉しいです、征宗様！　あなたにも赤い血が流れていたんですね!!　おっしゃやるぞ!!　お任せください、必ずや芙蓉子様を素直な征宗様ラブ勢に変えてみせます!!」

「そうだな。俺のためにがんばれ、小花」

　微ほほ笑えんだ征宗の目は笑っていない。

「だがな、小花。俺に黙ってコソコソ動き回った罪は重いぞ。まずはこの部屋の掃除からだ。俺はお前が放置している宿題を片付けねばならないので、どこをどうきれいにしたか、きちんと説明できるようにしておけよ？」

「ひーん!!」







　征宗が室内にいる状態での掃除は、物音を立てるたびに小言を言われるので難易度が跳はね上あがる。掃除機などもっての他、古式ゆかしきハタキと雑ぞう巾きんで奮ふん闘とうしている間に、今日は征宗が宿題の内容についての質問を飛ばしてくるのだ。ハードモードすぎる。

「Ａ、Ｂ、Ｃの三枚のカードを並べる場合、ＡとＣが隣となり合あわせになる確率は？」

「えーと、さ、三分の二です」

「簡単すぎたか。大小二つのサイコロを同時に投げた場合、出た目の合計が十以上になる確率は？」

「えっと……六分の一！」

「ふん、小花にしては上出来だ。お前に数学のセンスはないと思っていたが、やるじゃないか。ま、この程度、中一の範はん囲いだがな」

　うっかりして、正答率の確率を誤る始末である。この後はグラフの平行移動の証明へと難易度が跳ね上がったこともあり、きちんと二問続けて間違ったのでデコピンを食らった。なお、正答率の確率に意識を持っていかれた結果、どこをどうきれいにしたかの説明では征宗を満足させられず、語ご彙い力不足をなじられて追加のデコピンも頂ちよう戴だいした。

「うう、いたた……じゃあ私、夕ご飯の時間なので、そろそろ失礼しますね……」

　うっすら腫はれた額を押さえつつ、掃除道具を片付けた小花は去ろうとした。文机ふづくえにかけた征宗は手にした分厚い書類から眼も上げず「ご苦労」とぞんざいに言い放つのみ。偉えらそうに、とつい恨み言が喉元に込み上げたが堪こらえた。

「偉そうに座って書類を読んでいるだけのくせに、見送りもしてくれないと思っているだろう」

「心を読まないでくれます!?　いや、いいんです、征宗様は偉そうだけど実質偉いし、あなたにしかできない仕事があるんですから……!!」

「何もしていない」を連呼しながら芙蓉子の世話を何くれとなく焼く、家永のように。ほう、とつぶやいた征宗がようやく小花を見た。

「たとえば？」

「いや、分からないですけど……生徒会のお仕事とか、それにおうちのお仕事とか……どっちも征宗様にしかできないですもんね」

　一応小花も生徒会の役員なので、予算会議だの報告書作成だの校内の見回りだの、細かな雑用が多いことは知っている。その隙すき間まを縫ぬって御堂家の人間として、あっちこっち出歩く征宗の生活に無む駄だな時間はほとんどない。その間ずっと、初代様ぶりっこをしているのだから、小花や安芸に当たりたくなるのも多少は分かる。多少は。

「──まあ、そうだな。俺にしかできないこともあるからな」

　小さくつぶやいた征宗の顔がひどく疲れて見えて、小花はドキリとした。

　初めて見た表情ではない。「クルクル」を重ねるうちに、回数は少ないが見てきたものだ。普段は隠かくしている、小花の前でさえ滅めつ多たに見せない、彼の素の顔。

「征宗様……」

「さっさと行け。集中できない。今日中にこの内容に眼を通す必要があるんだ」

「……そうですよね、お邪魔しました」

　視線を再び書類へ注ぐ征宗を置いて部屋の外へ出る。予定より早く戻って来たっていうのに、征宗様はいつ夕食を食べるんだろう。そんなことを思いながら小花はそのまま帰ってしっかりご飯を食べてよく寝た。

「私は私の役目を果たさないといけないしね」

　ぐっすり眠ねむったおかげで、翌日からの登校にも、芙蓉子との特訓にも支障はない。むしろ征宗側にバレたことで彼の協力を得ることができ、芙蓉子と訓練できる時間が増えた。

「まっ、私が征宗様の用事をする時間は全然減ってないんだけどね!!　慣れで補って、食事と睡すい眠みんの時間はしっかり確保してるけど!!　もちろんおやつも!!　むしろ征宗様のほうが心配なぐらいで」

「はぁ、何か言いまして、新宮さん……？」

　自室の豪ごう勢せいなベッドに倒れ伏し、呼吸を整えていた芙蓉子が不ふ審しんそうな顔をしていた。

「いいえ、なんでも！　余計なことが言えるってことは、喉の調子が戻ったみたいですね！　はい、征宗様ラブセット十回!!」

「うううっ！」

　顔を歪めた芙蓉子は、家永に補助されてのろのろと起き上がりながら己おのれに言い聞かせる。

「耐えるのよ、芙蓉子……ここが真栄城家の娘の意地の見せ所！　征宗様以外に、私に相応しい方はいないもの……なにせ身長百九十センチ、体重八十五キロ……」

「はは、急に成長しましたねえ、征宗様」

　ティーセットが乗ったワゴンへ手を伸のばしながら、家永が笑った。

「ま、征宗様のお兄様は、それぐらいでいらっしゃるもの……！　うぅ、ごほっ」

「そ、そうですよね、きっとそれぐらい成長されますよね、征宗様……」

　つらそうに咳せき込こんだ芙蓉子の背を擦さする家永から眼を逸らし、小花は動どう揺ようをごまかした。十八歳の征宗の身長体重、ドンピシャである。さすが征宗様ガチラブ勢、とひそかに舌を巻いていると、家永が突とつ然ぜん話しかけてきた。

「ところで、本当にこれでいいんですか？　新宮様」

「え？　あ、ええ、もちろん」

　怪け訝げんな顔をして応じた小花も、探るように見つめ返す。

「……家永さんも、もちろん芙蓉子様と征宗様の仲を祝福してくださいますよね？」

「新宮様と芙蓉子様がそうおっしゃるなら、一いつ介かいの執事などが口を挟むことはありませんねぇ」

　飄ひよう々ひようと言ってのけた家永は、薄く淹いれた紅茶を芙蓉子に渡わたしながら言う。

「さあ、芙蓉子お嬢様。それを飲んだら、訓練再開です。明日からいよいよ、実地訓練に入るのでしょう？　こんなところで挫くじけるようなあなたではないはずだ。そんなにいじり甲が斐いのない方ではない……」

「うるさいのよ家永！　どうせ失敗するし、失敗する私を見て楽しもうと思ってるんでしょ!?　ふんっ見ていなさい、私と身長三メートル、体重百二十キロの征宗様のラブラブっぷりを見せつけてやるんだから……!!」

「化け物では？」

「その身長だと、あと五十キロぐらいは必要そうですね……」

　馬鹿なことを言い合いながら、本日の訓練も終わりを告げた。







　明けて翌日の放課後。本日は生徒会の仕事はない。家の手伝いが多いからと、部活にも入っていない征宗は、用事がなければ他の生徒同様、中庭を抜けて家に帰る。大体小花も一緒だ。

　征宗と共に帰りたがる女子生徒、時には一部の男子生徒の相手が面めん倒どうなので、「悪いけど、小花を送って行くから」という口実に使われているのだ。登校時も同様である。おかげで征宗とお近づきになりたい生徒たちから不評を買い、爪つま弾はじきにされたりするわけだが、今回に限っては都合がいい。

「征宗様の協力がある以上、茶番でしかないけど……あ、そろそろなんで、ゆっくりめに歩いてあげてください。芙蓉子様、ガッチガチに緊きん張ちようしてると思うんで」

「昔のお前のようにか？」

　軽口を叩たたき合いながら、植物の壁かべによって区切られた中庭をゆっくり進んでいく。ぼちぼち打ち合わせの地点だ。

「ちょ、ちょっと、やだ、馬鹿、家永ッ、きゃあッ!!」

　どうやら家永に背を押されたらしい。曲がり角に隠れていた芙蓉子が、つんのめりそうになりながら小花たちの前にまろび出てきた。完全にずっこける直前、すばやく伸びてきた家永の手が腕うでを摑んでバランスを取ってくれたおかげで、なんとか立っている。……まあいいや、と思いつつ、小花は征宗の反応を待つことにした。

「あれ、真栄城さんじゃないか。大丈夫？」

　ごく自然に進み出た征宗は、足元が怪しい芙蓉子を支えた。征宗選手、ファインプレー！　だが芙蓉子選手、真っ赤になって固まっているーッ!!　ここでまたツンデレて、自じ爆ばくしてしまうのかー!?

「あ、あの……」

　小花の脳内実じつ況きようとは裏腹に、芙蓉子はおとなしく征宗の腕を借りている。

「征宗様、あの……」

「どうしたの、真栄城さん。今日はなんだか、元気がないね？」

「あのっ」

　突然ぴんっと背筋を伸ばした芙蓉子が、征宗に頭ず突つきをかましそうになった。さらりと避さけた征宗に気付かず、彼女はもじもじと眼を伏せる。

「わ、私……ずっと、征宗様に、あの、失礼な態度を取ってしまって……それを、ずっと、謝あやまりたくて……」

「失礼な態度？　そうかな。僕ぼくはそんなの、気にしたことないけど」

「ま、征宗様は優しいから!!　その上身長十メートル、いえそのッ」

　また征宗を急成長させた芙蓉子の耳元へ、家永がそっと耳打ちする。それで気持ちが落ち着いたらしく、芙蓉子はなんとか予定に沿った言葉を絞り出した。

「ですから……こ、この後、お時間がありましたら……その、私の家で、お茶でも、ご一緒、に……」

「本当かい？　嬉しいな」

　あっけらかんと征宗が応じれば、芙蓉子はぎょっと眼を剝むいた。

「えっ、あっ、えええ!?　い、いいんですの!?」

「あ、ごめん、社交辞令ってやつだった？　申し訳ない、時々僕、空気が読めないって言われちゃうんだよね」

「とんでもありません！　そういうところが、また……ちょ、ちょっとお待ちになって！　家永!!　家永ー!!　ねえ、お茶とお菓か子しは何を用意していたかしら!?」

　遅おくれてパニックに陥おちいった芙蓉子が、元来た曲がり角に引っ込んでアワアワと相談を始めた。小花もホッと肩を落とす。さて、まず第一段階はクリアだ。







　意識改革にたっぷり時間を取ったのが功を奏した。そもそも、芙蓉子の態度以外には障害のない二人だったのだ。征宗と芙蓉子の仲は、急速に近づいていった。

　初日のお茶会こそ、小花も同席した。だが次の次の回からは、征宗と芙蓉子、双そう方ほうに話をして小花は席を外した。

「若い者同士、ごゆっくりってやつだよね」

　征宗の自室で一人、彼の宿題をせっせとこなしながら、小花は独りごちていた。

　気付けば「クルクル」もこれで四回目。そのたびに、ざっくり数えて中学一年生から高校三年生までの六年間をやり直しているのだ。精神年ねん齢れいだけを考えれば、小花はすでに結構な年である。

「できれば、これ以上繰り返したくないところだけど……しっかし、家の用事に生徒会の仕事に、芙蓉子様のお相手かぁ……征宗様の時間がますます減っちゃうなあ……」

　先日見た征宗の、疲れた顔が眼まな裏うらに蘇よみがえる。

「いやいや、だめだめ小花!!　征宗様には、芙蓉子様と結婚してもらわないと！」

　そうでなければ、またしても彼は、小花と結婚すると言い出しかねない。つまらない情けは無用。全ては小花の幸せのため。

　同時に、征宗の幸せのため。つまりは小花の幸せのため。血相を変えて自分を怒鳴りつける母の顔が脳内で焦しよう点てんを結ぶ前に、宿題の内容へと意識を切り替える。

「えーと、コロンブスのアメリカ大陸発見は、いよ国が見えたで、一四九二年……、あ」

　この間、家永が口にした「化け物」という言葉も頭から追い出しながら歴史問題の穴あな埋うめをしていると、スマホが通知音を発した。

「あれ、芙蓉子様？」

　メールなどではない。着信だ。確かに電話番号は教え合ったが、彼女との付き合いは一応周囲には秘密である。特に征宗にバレてはいけない（とっくにバレバレだが）からと、緊きん急きゆう連絡以外は他の方法を使うように伝えたはずだが。

　嫌な予感がする。本日の帰かえり際ぎわ、征宗との繫がりを羨む同級生・庭谷菊見から久々に声をかけられた件が頭をかすめた。芙蓉子様ばっかりズルい、あたしにも征宗様を紹介しなさいよ、と絡んできた彼女。

　だが、いくら菊見が芙蓉子を羨んだところで、菊見が真栄城家の一人娘に手を出せるとは思えない。そうであるからこそ、芙蓉子ではなく格下の小花に絡んでくるのだ。

　とにかくこの電話に出なければ状じよう況きようが分からない。急いで応答ボタンをタップすると、

『ご機嫌いかがでございますか、新宮教官』

「……えっ、家永さん？」

　なぜ芙蓉子の番号から家永が？　といぶかる小花の耳に、「繫がったなら早く貸して！」と叫ぶ芙蓉子の泣きそうな声が聞こえてきた。

『来て！　今すぐ来て!!』

「わ、分かりました。今どちらですか？」

『私の家よ！』

「了りよう解かいです。すぐに向かいます!!」

　いろいろと聞きたいことはあるが、詳くわしい話は後回しだ。小花はすぐさま立ち上がり、車を出してもらうために安芸を探しに行った。いつもは徒歩で行くのだが、緊急事態なら仕方がない。







　通い慣れた芙蓉子の部屋には、芙蓉子と征宗の二人だけがいた。

「好きです」

　征宗の顔を見上げ、小さいながらも芯しんの通った声で、しっかりと芙蓉子は告げた。

「私、ま、征宗様が、大好き……ずっと……初めてお会いした時から、ずっと……」

「ありがとう。嬉しいよ」

　微笑んだ征宗の手が、そっと芙蓉子を包み込む。あ、と眼を見張った芙蓉子は、そのまま逞たくましい胸に顔を埋うずめた。

　それから十分後。「それじゃあ、また明日ね」と少し照てれくさそうな顔（演技）をして征宗が去った後、芙蓉子は続き間目がけて猛もうダッシュしてきた。続き間に隠れていた小花もバーンと扉を開け放ち、駆かけ寄よってきた芙蓉子をひしっと抱だき締しめる。

「おめでとう、芙蓉子様！」

「やった！　やったやった!!　やりましたわ、新宮教官……!!」

　うるうると瞳ひとみを潤うるませた芙蓉子は、興奮のあまりボロボロ泣きながら言い立てた。

「い、今だと思いましたの！　征宗様は私の気持ちに気付いていらっしゃる、でも『僕から言うと、なんだか命令しているように聞こえてしまうだろうから……』と、私を気き遣づかってくださって……」

　いやーそれは、「芙蓉子が素直に自分の気持ちを認めるのなら、俺も真剣に考えてやろう」ってことで、「お前から言え」の遠回しな催さい促そくだと思いますけどね……とも言えず、小花は「よかったですねぇ」と曖あい昧まいな相槌を打った。

「征宗様が、ぎゅっと私を抱き締めてくださって……身長百八十二センチの抱ほう擁よう、すばらしかったわ……」

「さ……さすが征宗様、すくすく伸びていらっしゃる!!」

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、と言いますからねぇ」

　小花と一緒に続き間から出てきた家永が茶化すが、長年の想おもいを成じよう就じゆさせたばかりの芙蓉子はそれどころではない様子だ。夢見るように、うっとりと瞳を蕩とろけさせて、

「キ、キスこそしませんでしたけど、まだ高校生ですもの！　清いお付き合いで全然構いませんわ、まあキスぐらいは……高校生ですし、いいと思っていますけど……！」

　そこまで言ったところで、芙蓉子ははっと家永を見た。

「あっ、家永、お父様とお母様にはまだ言わないでよ!?　ほらっ、征宗様はああ言ってくださったけど、万一お気持ちが変わるなんてことがあったら困るし……」

「そうですよねえ、要いらない恥はじをかくのは芙蓉子様ですからね」

　さもありなんと相槌を打った家永に、芙蓉子がムッとした。

「何よ、家永！　せっかくうまくいったのに、水を差さないでくれる!?」

「そうですねえ、告白のタイミングも言葉もばっちりハマったようで何よりです。さすが私が逐ちく一いち指定しただけある」

　え、と小花は間抜けな声を上げた。

「タイミングはとにかく……、告白の言葉まで、家永さんが考えたんです？」

「な、何よ、悪い？」

　気恥ずかしさを隠すように、芙蓉子はムッと眉まゆを寄せた。

「家永のやつ、私の考えた最高の告白台詞ぜりふに毎回ケチをつけるんだもの！　おまけに今日がベストだ、さあ告白しろなんてせっつくから、結局こいつの考えたシンプルすぎる台詞を採用する羽目になったわ!!　……まあ、終わりよければ全てよしと言うし？　家永は私の執事なんだから、こいつの功績は全て私のものよ!!」

　無言で家永を見やれば、彼は白々しく頭を下げてきた。

「差し出がましい真ま似ねをして申し訳ありません。ですが、新宮教官は告白の具体的なやり方までは伝授してくださいませんでしたので……」

「いや、告白の内容ぐらい、ご本人が考えるべきかと思いまして……」

「えっ噓っ、征宗様はそういう女性が好みなの!?　家永はそんなこと言わなかったのに!!」

　にわかに芙蓉子が慌て出したが、家永はあっけらかんと請うけ負おった。

「大丈夫だと思いますよ」

　彼らしくもない、毒のない笑えみがその唇に浮うかんでいる。

「征宗様は、本当に芙蓉子様のことが気に入ったようです。メールでもたびたび」

「……ちょっと待ちなさい、家永。今、何て言ったの？」

「いけね」

　お茶目に舌を出した家永がチラッとこちらに視線を寄よ越こしたので、流ながれ弾だまを警けい戒かいした小花は慌てて撤てつ退たい準備を始めた。

「じゃっ、とりあえず数日は様子見しましょう！　それでは芙蓉子様、また明日ー!!」

　家永を問とい詰つめる芙蓉子の声を背に、小花はダッシュで真栄城家の玄げん関かんまで駆け戻った。車停とめのところで、所在なげにしている安芸に声をかける。

「安芸さん、ごめんなさい！　征宗様は……」

「遅おそいぞ馬鹿」

　後部座席から征宗が顔を出す。安芸を頼たよったことを、征宗は見越していたようだ。

「申し訳ありませーん……」

　ここで下手なことを言えば、安芸を頼ったことから始まって嫌味のフルコースである。車なら十分、慣れたやり取りであるとはいえ、不要なストレスは避けたい。衝しよう突とつを回避した小花は、征宗の横へ滑すべり込こんだ。

「おめでとうございます！　芙蓉子様、泣いて喜んでましたよ!!」

「当然だろう」

　素っ気なく応じる横顔に感情の揺らぎはない。少し不安になった小花は、おずおずと確かく認にんした。

「あの、征宗様？　そりゃ物心つく前からモテまくってたと噂うわさの征宗様ですよ。告白ぐらい、今さらなんてことないでしょうけど……ＯＫするのは初めてでしょう？　初めての彼女ゲットですよね、嬉しくないんですか……？」

「特に何も感じないな」

　身も蓋ふたもない回答をした征宗は極きわめて冷静である。初彼女ゲットで浮かれた気持ちを押おし殺ころすという、男子高校生らしい見み栄えを張っているわけではない。ただ単に冷静で、本当に何も感じていないようだ。

「……やっぱり、タイミングも告白内容も家永さん任せは、よくなかったかな……」

「何か言ったか」

「い、いえ、何も！」

「別にタイミングや告白内容が家永任せなのは気にしていないぞ」

「聞こえてたなら、最初からそう言ってくれます!?」

　趣しゆ味みが悪いとなじる小花であるが、征宗はどこ吹ふく風だ。

「人任せの告白でも構わんさ。どうせ芙蓉子の告白相手は、あいつにとって都合のよい『征宗様』なんだからな」

　征宗が芙蓉子に見せてきたのは、「初代様の生まれ変わり」と誉ほまれ高い「征宗様」に過ぎない。仮面に対する告白は、人任せこそ相応しい。そう言いたげだった。

「……芙蓉子様は、素の征宗様でも、きっと好きになったと思いますよ」

　思わず口走った小花を見て、少しだけ征宗が表情を動かした。それに釣られて小花の弁べん舌ぜつにも力が入る。

「だって素の征宗様って、家永さんに似て、じゃない、その、ヒロインへの愛情を認められず殺そうとする面倒くさい悪役みたいじゃないですか!!　そういう人ってカルトな人気が出たりするんですよ!!　今からでも遅くありません、芙蓉子様にはありのままの」

「……お前はどうだ。そういう男、好きか」

「素す顔がおを見せて、えっ？」

　力説をぶった切られたことはもちろん、その内容にも小花は戸惑ってしまった。

「え……、ええ？　や、私は別に……うーん、でも、一いつ般ぱん的な好みではないかな……？」

「ならだめだ」

　戸惑いつつの回答まで、見事に一刀両断されてしまう。

「御堂の家の人間は、初代様と同じく、広く一般に愛される者でなければな」

　平へい坦たんな声で発された言葉は聞く者の喉に重く溜たまる。宗むね広ひろ様はまたタイプが違うじゃないですか、などという慰なぐさめさえ許されない。

「……征宗様」

「征宗様……」

　小花と安芸が揃そろってその名を呼べば、征宗はフッと微笑んだ。

「安心しろ。無論芙蓉子に対しては、初うい々ういしくも甲か斐い甲が斐いしい恋人でいてやるさ。もちろん、学生らしい節度は守りながら、な」

「キ、キスとかしないんです？　芙蓉子様は望むところって感じでしたけど」

「しない」

　話はそれで終わりとばかりに、征宗は口をつぐむ。小花も一いち抹まつの不安は拭ぬぐえないものの、言げん質ちは取った。芙蓉子のバックである真栄城家は、御堂にとっても無視できない勢力である。征宗は全てを承知しているのだし、今はこれ以上得られるものはないと、同じく口を閉ざした。

「あ、あのさあ、小花ちゃん。本当にこれでいいの？」

　沈ちん黙もくの車内で、安芸がいきなりおかしなことを言い出した。

「え？」

　戸惑った小花が驚きの声を上げれば、征宗が冷たく命じる。

「安芸、余計なことを言うな」

「すみません、つい……」

「そもそもお前は俺の専属運転手でもあるくせに、何を易やす々やすと小花ごときに使われているんだ」

「ああっ本当に！　本当に申し訳ありません!!」

「とにかく車を出せ」

「は、はい」

「運転しながら謝れ」

「ふええ……」

　ターゲットが安芸へ移ったので、小花はほっと安あん堵どの息を吐く。ふえふえ泣いてはいるが、安芸の運転技術は確かだ。十分の休きゆう憩けいを、ありがたく使わせてもらおう。

　家永も、安芸も、おかしな心配をする。このまま芙蓉子と征宗が無事にくっついてくれれば、当の二人には若干の不安があるものの、少なくとも小花にとっては最良の未来が訪おとずれるに決まっているのに。







　芙蓉子の告白を受け入れてから二日過ぎ、三日が過ぎたが、征宗は約束を守ってくれていた。おかげさまで芙蓉子は薔ば薇ら色いろの人生を送っている。

「世界は私たち二人のためにありますのよ!!」

　本日も芙蓉子の部屋へ呼び出された小花は、フカフカのクッションがお尻しりに優しい大きな椅子に腰かけて、向かいに座った主のノロケをおとなしく拝はい聴ちようしていた。征宗の嫌味に比べれば、適度な相槌さえ打っていればいいのだ。難易度は低い。

「昨日はね、大徳寺家主しゆ催さいのパーティにご一緒しましたの！」

「わあ、それはすごいですね！」

　すでに征宗から聞いていたし、以前から芙蓉子にも聞かされていた予定ではあるが、小花は白々しく驚いてみせた。ちなみに私も隅っこにいましたけど、眼に入ってなかったんですね。

　それにしても、今日のお茶請けのお煎せん餅べい、おいしいな。征宗様も、これなら気に入るかも。調子に乗った芙蓉子様に毎日くっつかれて、だーいぶストレスが溜まってるみたいだから、私に矛ほこ先さきが向く前にお土産みやげにもらっていこうかな。パリポリと煎餅をかじる小花を尻目に、芙蓉子のノロケはヒートアップする一方である。

「まあ、お互いの両親に連れられてですし？　征宗様も『あまり、こういうところで変なふうに目立たないほうがいいよ。君と仲良くしたい人に、嫉妬されてしまう』とおっしゃいましたから、ベタベタはしませんでしたけど？　でもでもっ！　一緒にたくさんの皆みな様さまとご挨拶させていただいて、お、お似合いの二人だって、言っていただいて……!!」

「わあ、それはすごいですね」

「百ゆ合り香かさんたら、それはもう悔しがっていましたわ!!　『あら、征宗様は売約済みなのね。じゃあ次を探さないと』なんてうそぶいていましたけど……冷静ぶったところで分かりますのよ!!」

「うんうん、分かりますよね、おいしいですよねー。やっば、お土産にする前に食べ切っちゃいそう」

「でしょう!?　もう私、おかしくておかしくて!!　でも征宗様の好みは大和撫子……ええ、あの方の前では、淑しとやかにしていましたけれど!!　だけど正直、胸がスーッとしましたわ!!」

「はっはっは、芙蓉子様は、本当に幸福の絶頂にいらっしゃるようですねえ」

　小花に煎餅とほうじ茶のお代わりをくれながら、家永が微笑んだ。

「それじゃ、私は、もう用済みということですね」

「うんうん、そうですねー、だっておいしいものー。これは私が食べよっと、お土産には別に……えっ？」

「正直ざまあみろって、えっ？」

　流れで気のない相槌を打った小花と、感情の赴おもむくままにしゃべり続けていた芙蓉子が同時に凍こおりついた。当の家永はそのまま定位置である部屋の隅へ行きかけて、まじまじとこちらを見ている芙蓉子に気付き、彼女の手元を見やる。

「いけませんよ、お嬢様。そのお煎餅を食べ終わるまで、お代わりは」

「煎餅もほうじ茶もどうでもいいのよ！　確かに家永印の特製煎餅は、おいしいけど!!」

　機先を制した芙蓉子は、きっと家永を睨みつけた。

「えっ、これ、家永さんが作ったんですか？」

　思わず小花が口を滑らせると、家永は優ゆう雅がに微笑んでみせる。

「お嬢様の心を摑むなら、まず胃からと言うでしょう」

「申し訳ありません、執事ワールドでも特とく殊しゆと思われる常識には通じていなくて……」

「ちょっと、話をずらさないでちょうだい!!」

　芙蓉子に怒られて、小花はひゃっと肩を竦すくめた。このままウヤムヤにしたかったのだが、願いは叶かなわぬ様子だ。

「そうじゃなくて！　何を言っているの。あなたが用済みって、どういうこと!?」

「どうって、言葉どおりの意味ですが」

　さも不思議そうに、家永は首を傾かしげてみせる。

「芙蓉子様の恋が成就された。卒業と同時に結婚、というお話になるでしょう。召めし使つかいを同じ人間だと考えていなかった中世の貴族だって、女性ならまだしも、男の使用人を連れて嫁とついだりしませんよ。ですから、ここでお別れです」

　ほうじ茶をサーブするよりあっさりと言い放たれて、芙蓉子は一瞬怯ひるんだものの、懸けん命めいに食い下がった。

「か……関係ないわ、そんなの。征宗様は優しい現代人だもの。私が頼めば、認めてくださるわ」

「ああ、ええ、きっと認めてくださると思いますよ……」

　やり取りにハラハラしながら、小花はそっと援えん護ご射しや撃げきを撃うつ。征宗のことだ、芙蓉子を妻に迎えても、家永を様々な折せつ衝しよう役としてうまく使うことだろう。

　ただし、それも家永が望んでくれてこそ。お願いです芙蓉子様、どうか家永さんの地じ雷らいを踏まないで。あなたと征宗様の未来のためにも!!

「馬鹿なことを言わないで。家永なんて、私の奴隷じゃない！　私が婚こん家かについて来いと言えば、来るの!!　当たり前でしょう!?」

「やっぱりね!!」

　手にしていた煎餅を取り落としながら芙蓉子は叫ぶ。想定どおりの展開に頭を抱かかえる小花の頭上を、飄々とした家永の返事が飛び越えていく。

「失礼ながら、何か勘違いなさっているのでは？　暗黒時代と呼ばれた中世ではなく、今は理性の光あふれる現代なのですよ。職業選せん択たくの自由はある。私が芙蓉子様の奴隷なのではなくて、あなたが私のご主人様なのです」

　自分たちの関係の決定権は、芙蓉子ではなく家永自身が握にぎっている。はっきりとした宣言に芙蓉子は絶句し、小花は唇を嚙み締めた。……薄々、こういう展開が来る可能性は危き惧ぐしていたのだ。先程主が取り落とした煎餅さえ、床ゆかに落ちる前にすかさず拾い上げた家永の過保護はきっと、全てこの日のため。

「とはいえ、今すぐとは参りません。現実的に、私の給料を払ってくださっているのは、あなたのご両親です」

　芙蓉子の気持ちを置き去りにして、家永は真栄城夫ふう婦ふへの挨拶を気にし始めた。小花も今すぐではない、という言葉に一瞬胸を撫なで下おろしたが、

「お二人とも来週の頭までお戻りになりませんし、さすがに電話やメールでお伝えするのは失礼というもの。私物をまとめる時間も必要ですから、恐おそれ入いりますが一週間ほどお時間をいただきたく思います」

「……一週間？」

　乾いた声で、芙蓉子が召使いの言葉を復唱する。

「家永が、あと一週間で、私の側からいなくなるの？」

「はい。ああ、時間といえば」

　うなずいた家永が、腕うで時ど計けいに眼をやった。

「ところで新宮様、そろそろお帰りになる時間です。玄関までお送りしましょう」

「い、いいえ！」

　帰って征宗の宿題をやらねばならないと分かっているが、それどころではない。このままでは、計画が根底から覆くつがえってしまう。

「だめです、そんな。帰れないし、家永さんも辞やめさせません！　ねっ、芙蓉子様!!」

　何事も初動が大切だと征宗に教えられている。ただでさえ、征宗とはまた違った意味で扱いづらい家永だ。芙蓉子から離はなれると宣言したこの瞬しゆん間かん、今ここで引き留めなければ、彼の気持ちを変えることはできなくなってしまう。

　それなのに、芙蓉子はフカフカのクッションに嚙みつかれたかのように動かない。

「ごめんなさい」

　うなだれた顔に、いつもの勝ち気さはない。おさげも心持ちしょんぼりしている。

「私、だめ。何もできない。今は、本当に、何もできないの。ごめんなさい」

「……分かりました！」

　アカン。潔いさぎよく芙蓉子の助力を諦あきらめた小花は、毅き然ぜんと立ち上がった。

「それじゃあ、私、帰ります。家永さん、送ってください！」

「かしこまりました」

　立ち上がれない主を尻目に、家永は優美にお辞じ儀ぎした。







　真っ白に燃もえ尽つきた状態の芙蓉子を置いて、小花は家永と共に廊ろう下かへ出た。歩くこと三分、先導してくれている家永の前へ早足に回り込み、その顔を睨みつける。

「どういうつもりですか、家永さん！」

「これは異なことをおっしゃる。あなたはずっと、私のことを警戒していたではないですか」

「……まあ、どこかで邪魔されそーな気はしてましたけど!!」

　家永から再三意味ありげな視線を送られていたことには、小花だって勘づいていたのだ。負けていられないと、さらに強く彼を睨みつけた。

「ええ、そうです。だって家永さんは」

「真栄城一族に全てを奪い取られた、家永の人間ですからねぇ」

「──そうです!!」

　言いにくいことをー！　と心の中で悲鳴を上げながら、それをおくびにも出さず断言する。芙蓉子が当てにできない以上、小花がやらねば戦わずして負けなのだ。

　家永自身が言うとおり、彼の一族は元々宝ほう飾しよく品の輸出入によって繁はん栄えいしていたのだが、芙蓉子たち真栄城家によって富も名めい誉よも奪われて没ぼつ落らくした。釈迦院家のように当主が浪ろう費ひで潰つぶしたのではなく、力ある一族だったからこそ眼をつけられて、数々の工作により失しつ墜ついさせられたのだ。

　もっとも家永家も手をこまねいていた訳ではない。販はん路ろの奪い合いに優良顧こ客きやくの取り合いと、鎬しのぎを削けずり合った挙げ句に負けたと聞いている。その結果疲弊した家永の両親は帰らぬ人となり、行き先を失った息むす子こ、当時中学生だった家永少年は真栄城家に引き取られた。

　そこまで聞けば美談だが、真栄城家は家永を勲くん章しようとして引き取ったに過ぎない。両親が意地で通わせ続けていた九條も大学まで行かせてくれたが、平行して娘の執事としての教育を受けさせていた。世が世なら家永の跡あと継つぎとなるはずだった少年を娘のお守りとし、卒業した学校へ通うお付きとして送り出したのだ。

　この話はいわば公然の秘密であり、九條の生徒なら誰でも知っている。知っているが、さすがに面と向かって口に出す者は少ない。家永に気を遣ってというより、芙蓉子が怒り出すからだ。家永自身は誰かがポロリと零こぼしても平然としているが、芙蓉子は激げき怒どし、真栄城家を敵に回したくない生徒も教師も黙り込むというわけである。この時ばかりは芙蓉子は家永の手を借りず、一人で強権を発動する。

「しかし、あなたは地味そうな見た目の割に、意外と激しいというか、押しの強い方なんですねぇ。なるほど、征宗様もそういうところを気に入ったわけですか」

「私だって、見た目同様の性格で慎つつましく生きていたかったんですけどね……」

　期間限定の子分ならいいや、と気楽に構えて、流された結果が花嫁奴隷エンド×三なのだ。やっと違うエンディングを摑みかけたところで足を引っかけられたのだから、根は温おん厚こうなはずの小花だって怒いかりも失望も感じている。

　一方家永のほうも、小花に言いたいことがあるようだ。

「あなたもおかしな御方です。どうしてそんなに、芙蓉子様と征宗様をくっつけたいのです？　私はむしろ、あなたが最後の最後で盤ばんをひっくり返すつもりでは、と期待していたのですが……」

「なんでですか。するわけないでしょう、そんなこと」

　そうならないよう、テンション高くトレーニングをやって終わりのないノロケにも付き合ってきた新宮教官だ。とんだ濡ぬれ衣ぎぬである。

「やれやれ、征宗様もお気の毒に」

「？　前々からそういうことをおっしゃいますけど、何を」

「あーいえいえ、いいんですよ、別に。真栄城と縁を切る以上、もう征宗様に義理立てする必要もないですしねぇ」

　肩を竦めた家永は、明らかに話を切り上げる気だ。追いすがろうと口を開きかけた小花ではなく、家永の眼は部屋に置き去りにしてきた芙蓉子のほうへと向いている。

「私に何を言っても無駄ですよ。決めるのは芙蓉子様です」

　いや、さっき決めるのは自分だって言ったじゃん。

　即そく座ざに突っ込むには、家永の瞳の色は深すぎるように思えた。

「……今日のところは、失礼します。送ってくださって、ありがとうございました」

　家永の横をすり抜けた小花は、小走りに真栄城家を後にした。







「遅い」

「も、申し訳ありません、予定外のことがあって……」

　御堂家へ帰り着いて征宗の部屋に入るなり叱しかられて、小花はおとなしく謝罪した。家永とのやり取りに時間を食った分急いだのだが、間に合わなかったのだ。

「征宗様も、ちょっと遅かったみたいですね」

　今日の征宗は、どこぞの家で行われたティーパーティへ出向いていたはずである。予定どおりの時間に帰っていれば、すでに部屋着に着き替がえているはずだが、彼も側にいる安芸も礼服姿のままだ。

「ああ、この間のパーティで芙蓉子との仲を嗅かぎ取とった連中に、探りを入れられてな」

　芙蓉子が自慢していたやつのことだろう。リボンタイをしゅるりと襟えり元もとから抜いて、征宗は鼻を鳴らした。

「高校生同士の健全なお付き合いというやつだと何度言っても、婚こん約やくはいつだ、うちの娘が入り込める余地はないのか、とうるさい。相手を決めてしまえば、この手の話は消えるかと思っていたが、中途半端なお披露目は失敗だったな」

「征宗様が濁にごし続けるんで、こっそり僕にまで聞いてくるんですもんねぇ……大だい徳とく寺じさんも、娘さんはあっさり引き下がったんだから、ご両親もそこは見習ってほしかったなぁ」

「あー、百合香様の親御さんもいらっしゃったんですか……」

　大徳寺家のパーティにて、征宗は芙蓉子との仲を初めて正式に匂わせたのだ。主催としては、我が娘と征宗の仲を進展させようという目もく論ろ見みがあったのだろう。まんまと肩かた透すかしを食ったのが認められず、いまだ未練たらたらであるらしい。

「やっぱりお付き合いがある程度公おおやけになると、いろいろ弊へい害がいが出てくるんですね……」

「で？　お前が遅れた訳を聞こう。さては家永が、出て行くとでも言い出したか？」

「えっ」

　百合香その他のことに気を取られていた小花は、征宗の発言の正確さにぎょっとした。

「今さらなんだ。お前も家永を警戒しなかった訳じゃないだろう？　真栄城に全てを奪われたあいつにとって、残った資本は自分自身だけだ。芙蓉子から奪えるものなど、それしかないだろう」

「や、そりゃまあ……家永さんって、ずーっとあの調子で芙蓉子様をおちょくりつつ、甘やかしてましたしね……どっかででっかい爆ばく弾だんを落としてきそうだと、思ってはいたんですが……」

　言葉を濁す小花の横で、安芸もぎょっと目を剝く。

「えっ、まさか家永さん、本当に芙蓉子様を捨てたのかい!?」

「まだ捨ててないです！　一週間の猶ゆう予よはあります!!」

　慌てて訂てい正せいした小花は、しみじみと安芸を見つめた。

「それにしても……安芸さんの眼にも家永さんは、主と征宗様の恋が成就したら、笑顔で芙蓉子様を捨てそうなキャラに映ってたんですね……」

　征宗の使い走りをさせられても案外順応している安芸は、基本的にお人ひと好よしでノホホンとしている。その分得体の知れないところのある家永を怖こわがっていたが、安芸の眼にも家永がとんだ爆弾を抱えているように見えていたのか。

「気のせいかもしれないけど、微び妙みように僕のことを馬鹿にしてない？　いや、僕はそんなことをするとは思ってなかったけどさ。ただ、征宗様がそう言ってたから……」

　ちらりと征宗を見た安芸が、小花をしげしげと見つめて言った。

「小花ちゃんこそ、最近ずいぶんと勘がよくないか？」

「えっ、そ、そうですかね!?　ま、征宗様のご指導ご鞭べん撻たつのおかげかなぁ!?」

　なにせ小花は知っているのだ。三度の花嫁奴隷エンドが確定した際、悔しがる芙蓉子の横で、普段はどこか作り物じみた表情の多い家永が、心から楽しげに笑っていたことを。

　平素より芙蓉子の不幸を望むような言動の多い彼である。芙蓉子と征宗の恋の成就を見守ってくれている時点で、嫌な予感はしていたのだ。

「俺の調教結果が出たのだとすれば、お前が今後取るべき行動は決まっているな、小花」

「え、ええ……？　なんでしょう……？」

「決まっているだろう。無視して傍ぼう観かんだ」

　事もなげに言い放った征宗は、絶句している小花を見つめて肩を竦める。

「何を驚く」

「え、ええー……？　だって、それじゃあ、芙蓉子様が……」

「お前は俺と芙蓉子にくっついてほしいんだろう？」

　何を言っているのだと言わんばかりの眼をされて、小花はそれ以上言えなかった。







「決まっているでしょう。無視して傍観ですわ」

　明けて翌日の放課後。真栄城家へ押しかけ、どうする気なのかと詰きつ問もんした小花に対し、芙蓉子は恋人そっくりに断言した。

「ええ!?　で、でも」

「それで問題ないでしょう。家永ができることなんて、身一つで去ることだけですのよ。それ以上の危害など、加えられるわけではありませんし」

「ですねぇ」

　相変わらず主の斜め後ろに控ひかえた家永本人が、薄うす笑わらいで相槌を打った。彼の態度には特に変化はない。一見いつもの尊大さを取り戻した芙蓉子の目元は、うっすら腫れているというのに。

「まあ、そりゃそうですけど……」

「そうですよ。今の私は真栄城家の威い光こうの前には、吹けば飛ぶような存在です。物理的に芙蓉子様に何かできなくはないですが、報復が恐ろしすぎますし？　下手をすれば、私の両親のように……」

「ストップ！　知ってます、知ってますから言わないで!!」

　これまた、昨日征宗が指摘したとおりである。置き土産とばかりに悪事を働く可能性については小花も考えたのだが、そんな分かりやすい小悪党であれば、ここまで芙蓉子の心に爪つめを立てることもなかっただろう。ないと信じたい。いくら芙蓉子様だって、そこまでチョロくはない、はず。

「あ、当たり前でしょ。家永が私を物理的に傷つけるような真似、するはずがないし……」

　案の定、芙蓉子もこの点については同意のようである。

「でも、精神的には結構傷つけられてましたし、その挙げ句に捨て、いやその」

　安芸との会話を思い出してしまい、口が滑った。芙蓉子がぎゅっと唇を引き結ぶ。小花の胸も、同じだけ引き絞られた。

「あー、その……最初に征宗様とお付き合いいただきたい、とお願いしたのは私です。言えた義理じゃあないことは分かっていますが……」

「じゃあ言わないで!!」

　ぴしゃりと小花の鼻先を引っぱたいた芙蓉子は、憤ふん然ぜんと家永を睨んだ。

「なんでこの私が、家永ごときに折れないといけないの!?」

「ええ、もちろん。あなたほどの御方が折れる必要などないですよ、真栄城のお嬢様」

　いけしゃあしゃあと、家永は言い返した。

「芙蓉子様は芙蓉子様の幸福を追求なさればよろしい。ところで、そろそろお茶のお代わりが必要ではないですか？」

「結構よ！」

　ティーワゴンに眼をやった家永を、芙蓉子が撥はねつける。私はお代わりがほしいんだけどな、と未練の視線を送ったのがいけなかったのだろうか。

「新宮さん、あなたが家永の代わりにお茶を淹れて!!」

「へっ？」

　いきなりの指名に間抜けな声を上げれば、芙蓉子はフンと鼻を鳴らした。

「さっき自分で言ったじゃない。この状況はあなたの責任だって！　ならば責任を取って、あなたが家永の代わりになればいいのよ!!」

「あー、うん、そうかな……？」

　理り不ふ尽じんな要求に虚うつろな返事をする小花であるが、理不尽な要求なら征宗で慣れてもいる。立ち上がってティーワゴンの側へ行き、用意された茶葉やティーカップに眼をやった。

「えーと、ゴールデンルールにおける、良質な茶葉はもちろんクリアしてますよね……」

　伝統的な紅茶の淹れ方を脳裏に展開させつつ、ティーマットによってポットとカップがまだ温かいのを確認する。家永に聞いて台所を借り、くみ立ての水道水を沸ふつ騰とうさせ、すぐにティーポットへ注ぎ入れた。茶葉を蒸むらす時間も置いてあった砂時計でしっかり計り、茶葉が開くのを確認してから中身を軽くかき回し、ティーカップへと注ぎ入れる。

　流れるような作業を呆あつ気けに取とられた様子で見守っていた芙蓉子は、小花が淹れた紅茶を一口含んでつぶやいた。

「……やれるじゃない、ちゃんと」

「……やれちゃいますねぇ」

　征宗はどちらかといえば和風の食べ物を好むが、気き紛まぐれに紅茶を申しつけられるのだ。もらい物のケーキに玉ぎよく露ろが合うと思うか？　と問われれば、紅茶を淹れるしかあるまい。

「おお、すばらしい。さすが新宮様、征宗様のパシリ！」

　家永が感かん嘆たんの声を上げると、芙蓉子が「はぁ!?」と眉を上げた。

「何よその言い方、失礼な！　征宗様が仮にも妹分をパシリになんてするわけないでしょ!?　凡ぼん俗ぞくの身であの方の側に置いていただける栄えい誉よに応じたいと思えば、これぐらい自然にできるようになるの!!」

「ソウデスネー征宗様ハスゴイナァー」

　明後日あさつての方向を向いて相槌を打つ小花に、家永が笑いかけてきた。

「いやー、よかったよかった。新宮様になら、安心して芙蓉子様を託たくせそうですね」

　家永の代わりになれ、と言い出した芙蓉子の頰が小さく引きつる。

「で、でも、私に勉強を教えるとか、できないでしょ。学年が違いますし」

「それもおそらく、やれちゃいますねえ……」

　中一から高三まで三回繰り返しているのだ。勉学については自分の分に加え、征宗の宿題を片付け続けていたわけである。芙蓉子の家庭教師もこなせるだろう。

「おまけに同性ですから、お着き替がえの手伝いですとか、私にできないこともやれますし？　新宮様も芙蓉子様のお付きを口実に、征宗様の側にずっといられますし。完かん璧ぺきではないですか」

　さらっと家永が口にした言葉によって、いつかの芙蓉子のアイディアが脳裏に蘇った。

　──でも慈悲深い私が御堂の妻となれば、結婚後も私たちの……み、御堂夫妻の妹分として、側に置いてもらえるかもしれないものね!!

「ゴールデングレート……」

「そう、ゴールデングレートですよ」

　笑顔で復唱した家永の足は室外へと向かう。

「この調子であれば、今の時点から新宮様に芙蓉子様のお世話を任せても問題なさそうですね。むしろそのほうがいい、うん、そうしましょう。では私は、私物の整理をしたく存じますので、失礼」

「あっ、ちょ、家永さん!?」

　颯さつ爽そうと去って行った家永を小花は慌てて引き留めようとしたが、芙蓉子は黙ってうつむいているだけだ。

「……これでいいんですか？　芙蓉子様」

「いいの！」

　気き丈じように言い返してきたのも束つかの間ま、芙蓉子はすぐに眼を伏せてしまう。

「いいのよ……私と離れたほうが、家永も、きっと……」

「う、うーん……」

　確かに家永はまだ若く、能力も高い。ただし真栄城家を袖そでにしたことによる報復を受ける可能性はある。もちろん、それも覚悟の上だろうが。

　翻ひるがえって芙蓉子のほうは、家永も勧すすめてくれたように小花が側にいれば、大体のことはカバーできるとは思う。何より最愛の征宗が手に入るのだ。彼が豹変したりしなければ、芙蓉子の傷心も慰められるだろう。本当に頼みますよ征宗様。

　でも、本当に、これでいいのだろうか。




「何を思おもい悩なやむことがある？　お前にとっても、これが最上の策なんだろう？」

　真栄城家へ向かう車中にて、征宗はさも馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「え、ええ……そのはずなんですけどね……」

「心配しなくても、芙蓉子の前ではいい恋人、いい旦だん那なでいてやるつもりだぞ。真栄城家の令れい嬢じようを無下に扱うつもりはない」

「そんな芙蓉子様のお側にいる間は、私もよそ行きの態度で扱われるわけで……うん、やっぱり、ゴールデングレートな未来なんだよなぁ……」

　小花にとっては、何も悪いことのない選択なのだ。胸を締めつける罪悪感も、征宗が甘く優しく傷心の芙蓉子を慰めてくれれば、いつかは消えるはず。本当に本当に頼みますよ征宗様。

「そろそろ腹を決めろ。今日で家永とはお別れなんだろう？」

「は、はい、そうです。そのために本日、慰め役として征宗様にご足労いただいたわけでして……」

　今日が約束の一週間目である。家永はすでに芙蓉子の両親へ暇いとま乞ごいをし、許可をもらったのだと先日聞かされていた。ちょっと驚かれはしたが引き留められることもなく、忙いそがしい二人はすぐに講演やらボランティアパーティやらへ出かけてしまったのだそうだ。

『大丈夫です、残された芙蓉子様のことは征宗様と新宮様がしっかり面倒を見てくださるとお話ししたら、即座に納なつ得とくしてくださいました！』

　いい笑顔でサムズアップした家永と、「ちょっと、いつの間にお父様とお母様に会ったの!?」と叫ぶ芙蓉子を交こう互ごに眺ながめつつ、何も言えなかった小花だった。

　でも大丈夫、征宗様のほうから慰め役を買って出てくれたんだもん。家永さんの不在による胸の穴を、身長百八十二センチ体重七十キロぐらいのイケメンがすかさず埋めてくれるわけですよ。オッケーなんの問題もない。

「着きましたよ、お二人とも」

　悶もん々もんとしているうちに、運転席の安芸から到とう着ちやくを告げられてはっとする。今さらモタモタすることもできないと、腹を括くくった小花は車を降りた。次いで征宗も降り立ち、すっかり通い慣れた真栄城家へと入っていく。

「いらっしゃいませ、征宗様、新宮教官、じゃないわ、新宮さん」

　訪れた芙蓉子の部屋では、芙蓉子と家永が並んで出迎えてくれた。

「……そして、ごめんなさい、征宗様」

「へっ」

　間の抜けた声を出した小花をよそに、芙蓉子は悲痛な表情で征宗を見上げた。

「し、信じてください。私、本当に、征宗様のことが好きなんです！　あなただけですもの!!　お父様だってお母様だって、ろくに私のことを認めてくれない。真栄城家に相応しい人間でいろって、そればっかり。でも征宗様は、同じ立場にいらっしゃるから……私の努力を理解して、いつも優しい言葉をかけてくださった……」

　でも、と芙蓉子がぎゅっと拳こぶしを握り締める。

「でも、ごめんなさい。私……家永がいないと、立てないんです」

　一週間前、家永から別べつ離りの宣言をされた際、芙蓉子は椅子から立ち上がれなくなっていた。現在の彼女の肉体は立ってはいるが、一番側にいる男が去った瞬間、きっと心が悲鳴を上げて、ヘナヘナとくずおれるのだろう。

「や、芙蓉子様、この期に及およんで……！　そもそもあなたは真栄城家の一人娘、いつかは結婚を」

「なら、仕方がないね」

　一拍遅れてアワアワし始めた小花を尻目に、あっさりと征宗は受け入れた。

「そうだと思っていたよ。だから、大徳寺家のパーティの時に言っただろう？　あまり、こういうところで変なふうに目立たないほうがいいよって」

　自分たちが恋人同士だと印象づけてしまうと、別れる時に大変だ。そう言いたげに、征宗は不器用なウインクをしてみせた。なお、この不器用さも計算であることを小花は知っている。

「……さすが征宗様……何もかも、お見通しだったのですね」

「キスぐらいしておけばよかった、と後こう悔かいはしているけどね」

「……噓ばっかり。征宗様は、紳しん士しでいらっしゃるもの」

　芙蓉子は素直に乗せられて、ほんのりと微笑んだ。隣となりの家永も笑顔になる。

「お見事です、征宗様。ちなみに芙蓉子様、私も実はあなたのご両親に辞める話はしていないので褒めてください」

「はああ!?」

　すっとんきょうな声を上げた芙蓉子に、家永は恭うやうやしくお辞儀をした。

「芙蓉子様は、ずっと私と共に、不幸でいてくださると信じておりましたから」

「……あー、道理で真栄城家の方が何も言わないわけですネー……」

　芙蓉子の両親にとって、家永は勲章であり、奴隷なのだ。体面を守るためにも脅おどして引き留めるぐらいのことはやるのではないかと危あやぶんでいた、そしてちょっと期待していた小花であるが、さすが征宗と魂の在り方が似ている男。やることにソツも可愛げもない。

「な、何よ……結局私は、家永の手の上で踊らされていたわけ……？」

「はい、それはもう、くーるくると」

　ははは、と家永は爽やかな笑い声を上げた。

「ですが、あなたを手の平に載のせている間は、私もどこにも行けませんからね。大丈夫ですよ、あなたが大好きな征宗様以外とご結婚されるなら、私は喜んでついて行きますから。あなたに甘いご両親の口くち添ぞえがあれば、お相手も文句は言わないでしょう」

　中世の貴族の話はどこに行ったのだ。突っ込みたく思った小花であるが、空気を読んで沈黙を保つ。言ったところで、どうせ中世の話ですからね、で終わりだろう。

「うっ、うぅ……!!」

　悔しいのか嬉しいのか、判じがたいうなり声を上げた芙蓉子は、全ての感情を吐き出すように怒鳴り散らした。

「見ていなさいよ、家永！　私はお前といても幸福になってやる!!　それどころか、お前のことだって、幸福にしてやるんだからぁ!!」

「ゴールデングレート!!　さすがでございます、私のお嬢様!!」

　家永スタンディングオベーション。なぜか征宗もスタンディングオベーション。やむなく小花もスタンディングオベーション。なんなのコレ。

「うるさいわね!!　分かったら、早くお煎餅を焼きなさいよ!!」

「はい、ただいま。征宗様も新宮様もいかがですか？」

「いや、帰るよ。それじゃあ真栄城さん、また明日。小花、帰ろう」

「うーん、でも、私としては家永さん印のお煎餅を……、なんでもないです帰ります」

　目が笑っていない笑顔で見下ろされた小花は、慌てて回れ右した。

「あっ、ちょっと待って新宮教官……いえ、こ、小花さん！」

　そこでなぜか芙蓉子が声をかけてきた。手土産でもくれるのかと振り返れば、芙蓉子は顔を真っ赤にしてうつむきながら、

「あなたに何も言わずに、こんなことになってしまって、申し訳ないけど……でも、あ、あの、これからも、あ、遊びに来ても、いいわよ……？」

「えっ……」

　思わぬ言葉に、小花は声を詰まらせた。

「まさか、芙蓉子様の本命って、実は私……？」

「だからこそ、地獄の特訓にも耐えてきたのです」

「違うわよ!!」

　すかさず乗ってきた家永を怒鳴りつけた芙蓉子は、ストレートに言わねば伝わらないと分かったらしい。

「そうじゃなくて！　と……友達でいてあげてもいいって、言ってるのッ!!　あ、あなた、全然友達がいないらしいじゃないの。私と同じ……いえ、憐あわれんであげてもいいのよ!!」

　一瞬眼を見張った小花は、あっさりと彼女に背を向けた。

「ごめんなさい。私、友達は作らない主義なんです」

　強張った芙蓉子の顔は、たちどころに視界から消えた。そのまま無言で待っていた征宗と揃って芙蓉子の部屋を退出し、二人きりになったところで征宗が肩を竦める。

「やれやれ、とんだ茶番だったな」

「……ですけど、こうなるのは分かっていたんでしょ？　征宗様。正直、見直しました」

　ド鬼き畜ちく腹黒おぼっちゃんだとばかり思っていたが、芙蓉子の本心を思いやってこの結末まで見守ってくれていたなら、いいところもあるではないか。彼ならば芙蓉子をうまいこと丸め込んで、扱いやすい花嫁エンドへ導くこともたやすかっただろうに。

　一瞬驚いた顔をした征宗が、次の瞬間ニヤリと笑う。

「褒めてくれてありがとう、小花。ところで、そもそもこの茶番は、お前が仕し掛かけてきたわけだが」

「え……、えへへっ」

　いい話で終わらせたかったのだが、案の定追つい及きゆうが始まった。

「芙蓉子の性格など、洗脳と調教と訓練で変えてみせるとタンカを切ったのは、どこのどいつだ？　ええ？」

「新宮さんちの小花教官ちゃんデース……」

　こうなると分かっていたから、家永印の煎餅で機嫌を取っておきたかったのである。これは二時間お説教コースかな、なんとか安芸さんも連帯責任ってことにできないかなと考えていると、征宗は軽く首を振った。

「まあいい。芙蓉子はない、と早期に分かったことだけは収しゆう穫かくだった。御堂と真栄城の結びつきは強力すぎて、警戒する声も上がっていたからな。パワーバランスがあまりに崩くずれすぎると、一か八かで猫ねこに嚙みつくネズミが出てきてしまう」

　話ながら歩くうちに、安芸が待つ車まで戻って来た。後部座席に乗り込みながら、征宗がポツリと零す。

「それに俺も、精神が未熟で不安定な芙蓉子のお守りは疲れる。割われ鍋なべに綴とじ蓋で、あの女にはあの男が似合いだろう。家の中でぐらいは、俺も気楽に過ごしたい」

　茶番に一週間も付き合わされたせいか。対外的にはいつもにこにこと人当たりよく、小花や安芸の前ではふてぶてしさに満ちた横顔にも疲ひ労ろうの色が濃こい。

「……今、おうちで、気楽に過ごせていますか？」

　初代様の肖像画が常に見下ろしているあの屋敷で。

　征宗はかすかに眼を見開いた後、隣に座った小花の問いには応じず、代わりに意味ありげな視線を送ってきた。

「気楽に過ごすことを前提にすると、もっと家柄の低い……いや、はっきりと言いなりにできるレベルの女がいいな」

　おっと悪い予感がしてきたぞ。

「この間、お前に好みを寄せろと言われて考えてみたんだが、俺はもしかすると、元々大和撫子なんぞ好みではないのかもしれん。大和撫子は従順に見えて芯が強いものだからな。むしろ」

　この流れはアカン。滑なめらかに走り出した車内で、小花は懸命に熱弁を振るった。

「で、では、やっぱり百合香様ですかね!?　お任せください、征宗様!!　今度こそ、あなたに相応しい花嫁を!!」

「芙蓉子さえ調教できなかったお前に、あの百合香を言いなりにできるとは思えないが」

「がんばりますから！　私にもう一度チャンスをください、征宗様!!」

　一度失敗した悪役小物のごとき必死さで、小花は取りすがった。ここで引いたら花嫁奴隷エンド×四が確定してしまう。

　ＯＫ、諦めよう、芙蓉子は仕方がない。小花も罪悪感に負けそうな部分はあったのだし、征宗の負担になる相手ではいけない。それでは、小花の目的にそぐわない。

　その点、芙蓉子と正反対の性格である百合香であれば、征宗の負担になることはあるまい。

「……がんばるのはいいが、今度は最初から俺に全部話せよ」

「イエッサー!!」
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　征まさ宗むねはなんとか二度目のチャンスをくれた。その代だい償しようとして、安あ芸きと並んでつるし上げを食らったりもしたが、「はっきりと言いなりにできるレベルの女」に気付かれてしまうよりはマシだ。

　てなわけで小こ花はなは芙ふ蓉よ子こルートがご破算となった翌日の放課後、帰宅途と中ちゆうの百ゆ合り香かを待まち伏ぶせて声をかけた。

「こんにちは、百合香様」

　校門の手前で振ふり返かえった百合香は、長い黒くろ髪かみを優美にかき上げて意味ありげに笑う。

「あら、小花さん。真ま栄え城じろさんが脱だつ落らくしたと思ったら、今度は私なの」

「そ……その早耳とドライさが最高です、百合香様……」

　名家の子息令れい嬢じようばかりが集つどう九く條じよう学園は、浮うき世よ離ばなれした生徒が多い。そんな彼かれ等らに混じろうとして空から振ぶりし、ピリピリしたムードを漂ただよわせている持ち上がり組もまた多いが、百合香は違ちがう。たとえ成り上がりと言われようと、征宗の相手候補になれる力を持つ家の娘むすめだ。いつも自然体で堂々としている。

　征宗、あるいは家いえ永ながと同様の風格を持つ百合香は、当然ながら芙蓉子のようにチョロくない。しかし芙蓉子と違ってリアリストの彼かの女じよなら、利益の提供ができれば交こう渉しようは可能だ。

「人目があるところでは、しないほうがよさそうな話ね」

「話が早くて助かります」

　少々アホの子である芙蓉子アンド彼女の足を引っ張るのが生いき甲が斐いである家永コンビと比べるべくもない。二人は学校を出て、そのまま歩き始めた。中庭まで引き返すのも人目につくため、下校しながら話すのがもっとも自然であると判断したためだ。

「率そつ直ちよくにお願いします、百合香様。どうか征宗様とお付き合いをして、あの方の結けつ婚こん相手であることを早期にアピールしまくってほしいんです。芙蓉子様がいろいろあって脱落した以上、聡そう明めいでお金持ちの百合香様が最適のお相手だと判断しました。征宗様に決まった人がいないと、なぜか私との仲を疑われてしまって、その、いじめられたりするんです。どうかお救いください……!!」

　実のところ学生レベルのいじめ、それも征宗というバックを案じた限度の見えているいじめなど苦にならない小花であったが、本当の理由など言えるはずがない。幸いに百合香も納なつ得とくしてくれたようである。

「そうね……あなた自身がそう言うのなら、征宗くんも納得するでしょう」

　微び妙みように予測とズレた理由ではあったが、納得してくれたのであれば異存はない。聡明で勘かんのいい百合香にズケズケと踏ふみ込こまれた場合、いつか征宗に「クルクル」の秘密を漏もらしてしまった時のようになってしまわないか、そこがもっとも心配だったのだ。

「うーん、でも、どうしようかしら。実は征宗くんがだめなら、まあいいかと思って、二日前に殿とのくんの告白を受けてしまったのよね」

「え？」

「いいわ、どうせお試ためし期間中だし。明日にでも断っておきましょう」

　さらりと非道な宣言をした百合香は、事もなげに話を変えた。

「それで？　私はどうすればいいのかしら、小花さん」

「え、ええ、ええっとぉ!!」

　急カーブについていけず、振り落とされそうになりながら、小花は食らいついた。

「百合香様から、征宗様にきちんと告白してほしいんです!!　あの方をどう思っているのか、こ、心を込めて……！」

　三人娘がいずれも征宗の花はな嫁よめを目指していることは衆知の事実だ。ただし征宗の花嫁になりたいことと、彼かれを心から好いていることはイコールではない。芙蓉子はイコールだったが、後の二人はそうではないだろう。

「心を込めて、ありのままの気持ちを伝えればいいのね？」

「あ……の、でも、あ、ありのまますぎるのは控ひかえてくださいね!?」

　嫌いやな予感を覚えてつけ加えると、百合香が肩かたを竦すくめる。

「どっちなのよ」

「ちょこっとだけ、手心を加えてほしいといいますか……その、あまりビジネスライクではなく、芙蓉子様のようにとまでは言いませんけど、御み堂どうそのものよりも、征宗様ご本人が好きだという点に力を注いでですね……!!」

　征宗ラブがダダ漏れである芙蓉子に対しても、お前から告白せよと暗に圧あつ迫ぱくし続けてきた征宗である。百合香にも様式美を求める可能性は高い。……第一告白される側の征宗だって、他ひ人と任まかせの次がビジネスオンリーでは、さすがに気の毒ではないか。

「征宗くんを心から好きで、幸せにできる女の子じゃないと、渡わたせない？」

「えっ……」

　心を読んだような問いに一いつ瞬しゆん詰つまった小花だが、すぐに力強くうなずいた。

「もちろんです！　仮にお二人がご結婚されるとなれば、仲睦むつまじさを演出するご夫ふう婦ふのラブラブエピソードも必要になります!!　何より……そうです、征宗様もお相手の方も、結婚によって幸せになれなければ意味が……!!」

「はいはい、そうね。分かったわ」

　ぽんぽん、と軽く小花の頭を叩たたいた百合香はまたも華か麗れいに話題転てん換かんをキメる。

「私の気持ちは決まっているから、後はタイミングね。いつがいいかしら。今日あなたが征宗くんと帰っていないということは、彼はまたおうちの用事でしょう？　明日、殿くんにお断りした後ならいい？」

「明日はちょっと、明後日あさつてなら……え、あの、い、いいんですか!?　そんなに早く」

　頭の中でスケジュール帳をめくりながら条件反射で応じたが、想定よりもかなり早くて驚おどろいてしまう。征宗の予定さえ問題なければ、殿を振ったその足で本命に告白する気だったのか。本命よりド鬼き畜ちくゥ!!

「善は急げと言うじゃない。真栄城さんとの破局は、まだそれほど広まっていないようだけど、噂うわさが回ったら目め敏ざとい人は動き出すでしょう。特に釈しや迦か院いんさんとかがね」

　残るライバルを名指しした百合香は、意味ありげな流し目をくれてきた。

「あなたとしては、釈迦院さんでもよかったりするのかしら」

「いいええ!!」

　ピンと背筋を伸のばして目め一いつ杯ぱい首を振ると、百合香もうなずいてくれた。

「でしょうね。でなければ、私じゃなくて向こうに声をかけるでしょう。最初が真栄城さん、次が私。妥だ当とうな判断だわ」

「……本当に百合香様は聡明で、話が早くて助かります……」

　ありがたいが、常に試されている気がして胃が痛い。デコピンしてこない征宗と話しているような気分になるのだ。猫ねこ被かぶりバージョンの征宗となら、勝ち気でサバサバした妻を穏おだやかに包つつみ込こむ夫という似合いの夫婦になりそうだが……

「それじゃあ、連れん絡らく先を交こう換かんしておきましょう。殿くんの件の顚てん末まつも、一応連絡するわ」

「あ、ありがとうございます……」

　つつがなく連絡先の交換まで終えた小花は、ぺこぺことお辞じ儀ぎをして百合香と別れた。

　さて、まずは明日、どうなるか。

「……殿さんには悪いけど、仕方がないよね」

　芙蓉子は征宗と、百合香は殿とうまく行くのが小花的ベストルートであったのだが、今さら言っても仕方がない。気持ちを切きり替かえた小花はスマホを握にぎり締しめる。明日、これに百合香から連絡が来たら、百合香ルートの始まりだ。

　と、その前に、雑用を片付けなければならないようである。

「真栄城のお嬢じよう様さまの次は、大だい徳とく寺じのお嬢様を斡あつ旋せんする気？　あなたって本当にブランド志向ね、小花さん」

　菊きく見みが数人のクラスメイトを連れて、冷ややかに声をかけてきた。

「ところで、どうなの。あたしを征宗様に紹しよう介かいしてくれる件、ちゃんと考えてくれた？」

「あー……あはははは」

　やっべ、この人も結構耳が早いわ。愛あい想そ笑わらいを浮うかべつつ小花は、丁てい重ちようなお断り文句を十種類ほど脳のう裏りに並べ始めた。







　どうにか無難に菊見を振り切り、翌日の放課後となったが、百合香から連絡をもらう必要はなかった。

「そんな、噓うそだ、百合香さん!!」

　百合香にお試し交際三日目で「ごめんなさい」された殿が現実を認めようとせず、周囲の目を引きまくったからである。昨日百合香と話したとおり、家の用事で早々に帰宅した征宗と別れ、スマホに注意を払はらいつつ帰ろうしていた小花は、中庭で絶望の叫さけびを上げる殿に気付いてぎょっとした。彼の手は百合香の右手首を強く握り締めている。

「噓じゃないわ。ごめんなさい、殿くん。私、やっぱり、あなたとはお付き合いできないの。悪いけど、離はなして」

　野次馬の輪の真ん中で、百合香が諦あきらめたように言った。彼女としても殿に恥はじをかかせるのは本意ではあるまい。最初はどこか人気のないところで話していたのだろうが、殿が引き下がらず、業ごうを煮にやした百合香が歩き出し、ここまでズルズル来てしまったようである。

「……征宗のやつが真栄城さんと別れたからですか」

「ええ、さっきから何十回も答えているとおり、そうよ」

　取りつく島もなく百合香は答え、殿がうぐぅ、と喉のどを詰まらせる。

「最初に言ったでしょう？　征宗くんが真栄城さんと付き合うことに決めたようだから、試しにあなたと付き合ってみてもいいって」

　最初からなかなかの塩対応具合だが、殿は幼よう稚ち園えんの時から百合香に惚ほれていたと聞く。ずっと好き好きアピールをし続けても、すげなくあしらわれていたのだ。二つ返事で飛びついた結果が、この仕打ちである。

「あ、あんまりじゃないですか！　そんな、ひどい、俺おれは本当に、本当に百合香さんのことを……!!」

　泣きそうな声を上げた殿が、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。まだ征宗の花嫁として選ばれると知らなかったあの頃ころ、似たような光景を見たことを思い出してはっとする。

「危ない!!」

　百合香が殿を振ったのは、小花の暗あん躍やくあってこそ。正直百合香が心から征宗に惚れているとは思いにくいが、とにかく彼女に危害を加えさせる訳にはいかない!!

　そんな思いで二人の間に飛び込んだ小花だが、殿が殴なぐりかかったのは百合香ではなかった。

「う、うううっ、くっそぉ!!」

　彼が固めた拳で殴ったのは、自分自身の頰ほおだった。

「あ、あれぇ？」

　一応顔だけ庇かばっていた小花は、指の隙すき間まから頰を腫はらした殿を見て呆あつ気けに取とられた。

「……一応お礼は言っておくわ。ありがとう、小花さん」

　背後で百合香が苦く笑しようした。

「でも、殿くんは、私が思っていたよりも私のことが好きみたい」

「そうですね……」

　いつか見た殿も、百合香の一言で逆上したものの、殴りかかった相手は征宗だったことを思い出す。あの時も芙蓉子や椿つば姫きを巻まき込こむ可能性は考こう慮りよしていなかったようだったが、少なくとも百合香に直接怒いかりをぶつけたりはしなかったのだ。

「殿くんも、大だい丈じよう夫ぶ？」

　優やさしい声をかけられて、殿は腫れた顔をうつむかせた。自分自身が相手でも最大の力を込めたらしく、赤くなった頰が痛々しい。

「だ、大丈夫です……申し訳ありません、みっともないところを……」

「……あなたが本当に私のことを好きなのは分かったわ」

　ため息を零こぼした百合香の表情に、小花は既き視し感かんを覚えた。

　俺はずっと、お前のことが好きだった。いつかの征宗の声が耳の奥おくで木こ霊だました。

「だから、はっきり教えてあげる。私は大徳寺をより高いステージへ連れて行ってくれる男性としかお付き合いしないし、結婚しません」

　続く言葉に殿だけでなく、小花まで鼻先を引っぱたかれたような気がして呆ぼう然ぜんとしてしまう。既視感も消きえ失うせて、百合香の表情はただ、静かだった。

「そういう相手は、見る限り征宗くんが最適なの。彼がフリーになった以上、あなたとはお付き合いしないわ。申し訳ないけど、私はこういう人間なの。それじゃあ、さよなら」

　黒髪を鮮あざやかに翻ひるがえし、百合香は去って行く。気まずくなったのか、集まっていた野次馬も彼女に合わせて散り散りになり始めた。その中に物もの憂うげな椿姫と、彼女に寄より添そう青年がいることに小花は気付いていた。

「……あー、いてて」

　去るタイミングを逃のがしてしまった小花は、今ごろ痛くなってきたのか、うめき声を上げる殿を振り返った。やばい、ここは殿さんのためにも早さつ急きゆうに立ち去るべきでは？　と思った瞬しゆん間かん、殿が口を開く。

「新にい宮みやさんも、偉えらいよな。百合香さんが征宗のやつと付き合うとも限らないのに、庇いに入って……」

「あ……いえ、まあ、余計なお世話だったみたいですけど……」

　百合香があえて、人前でばっきりとフラグを折ったことは小花も理解している。下手な希望を抱いだかせない、それが百合香が殿に与あたえられる、最大の優しさであるのだ。

　小花もそれに倣ならって放置するのが得策のような気もするが、征宗には及およばぬとはいえ、殿もなかなかイケメンである。オウンゴールを決めた頰は早く冷やしたほうがいいと思うのだが、ショックが大きいのだろう。グズグズとその場に留まって動こうとしない。

「あのー、殿さん。とりあえず、保健室に行きません？　早く湿しつ布ぷを貼はらないと、めちゃくちゃ腫れると思いますよ」

　気き遣づかう小花であるが、殿は思い詰めた眼めで見つめ返してくるばかりだ。

「新宮さんも、百合香さんも……あいつの、どこがいいんだよ」

「……どこがいいんだと思います？」

　そっと聞き返すと、殿の肩から力が抜ぬけた。

「……顔と頭と身体能力と家いえ柄がらと財力と権力かな……」

「そうですよね……」

「背も高二で百八十二あるしな……まだ伸びてるみたいだしな……」

「そうなんですよねぇ……みなさん、よくご存じですねえ……」

　芙蓉子は恋こいする者の眼で、殿はライバルを見る眼で探さぐり取ったのだろうが、いずれにしろ慧けい眼がんである。

「で、でも、俺だってまだ伸びてるし！」

「……おっしゃるとおりで、はい、伸びます……いえ、伸びると思います」

　百八十には届きませんけどね、とうっかり口を滑すべらせかけて、修正した。

「と、とにかく、保健室へ行きましょう。腫れ上がった顔で帰ったら、おうちの方だって心配するでしょう？」

　ようやく小花の忠告を聞き入れてくれた殿は、ふて腐くされた顔をして保健室まで一いつ緒しよに来てくれた。







　転んだ、という無難な言い訳を信じてくれたかどうかは不明だが、養護教師は深く追つい及きゆうすることなく湿布を出してくれた。それを見届けた小花は好機と見て去ろうとしたが、なぜか殿に呼び止められてしまう。

「待ってくれ、新宮さん。一緒に帰ろう」

「えっ、なんでですか？」

　今にも保健室の外へ出ようとしていた小花が驚いて振り返ると、殿はちょっとショックを受けたような顔をした。

「い、いや……その、目元が腫れて、周りが見えにくいので……」

「うっ。ああ……、まあ、いいですけど」

　まだそこまで腫れているようには見えないけどなぁ、と思いはしたが、殿は心に傷を負った身だ。一人になりたくないのだろうと思うと、脛すねに傷持つ小花である。罪悪感を刺し激げきされ、承知してしまった。それに今は、小花も側そばに男子がいてくれたほうが心強い。

　二人は並んで中庭を抜け、校門を潜くぐって歩き始めた。先の騒さわぎから時間が経たっている割に視線を感じるな、と思った小花であるが、そういえば殿の顔にはでっかく湿布が貼ってあるのだった。そりゃあジロジロ見られるはずである。

　もっとも小花は征宗と一緒に登下校することが多いので、見られることには慣れている。

「ところで、なんとなく歩き出しちゃいましたけど、殿さんのおうちってどっちですか？　距きよ離りがあるようなら、安芸さんに頼たのんで車を回してもらったほうがいいです？」

　九條には車で通学している生徒も多いのだが、登校中にたまに会うので、徒歩で通っているのだろうとは思う。ただし怪け我がの具合によっては車が必要だろう。肝かん心じんのことを聞き忘れていたな、と質問してみると、殿は妙みように真しん剣けんな顔で見返してきた。

「なあ、新宮さん」

「はい」

「付き合わないか」

「はい？」

　数秒固まった小花は、困こん惑わくしながら聞き返した。

「ええと……、家までついて来てくれ、ってことですか？」

「そうじゃない」

　察しの悪い小花にイラついた様子で、殿が顔を歪ゆがませる。その拍ひよう子しに自分で殴った箇か所しよが痛んだのか、顔をしかめながら説明し始めた。

「付き合うって言ったら、その、こっ、恋人になってくれってことに決まっているだろう!?」

　小花は眼をパチクリさせた後、ストレートに聞いた。

「え、なんで？」

「ま、征宗にとって、君が特別な女の子だからだ!!」

　腫れた顔をますます赤くして、殿は叫んだ。

「ああ、確かに君は特別だな！　成績もいいし、身だしなみもきちんとしているが、俺だってそこそこモテるんだぞ!?　なのになんだ、そのナチュラルな態度は!!　俺といて注目されても平然としているし、挙げ句に告白されて『なんで？』って!!　嬉うれしいとか、恥はずかしいとか、もっとこう、何かこう……!!」
















　ううう、と悔くやしげにうめく殿に、小花は可か愛わいいとは言わないんだなぁと思いながら淡あわく笑った。

「あー……申し訳ないですけど、私は」

「知ってる！　征宗で慣れているから、俺ごときじゃあなんとも思わないって言いたいんだろう!?」

「いや、そんなことないですよ。殿さんだって、顔と頭と身体能力と家柄と財力と権力はすばらしいじゃないですか」

「でも、征宗よりは落ちるって言いたいんだろう!?」

「そりゃまあ」

「あーあーあー！　聞こえない！　何も聞こえない!!」

　自分で振ったくせに、と呆あきれる小花をよそに、ひとしきりわめいた殿はゼイゼイと喉を鳴らしている。駄だ々だっ子このように騒いだことで感情を発散できたのか、その表情は次し第だいに落ち着きつつあった。

「……申し訳ない。本当に、みっともないところを見せてしまった」

　始終征宗と百合香に引っかき回されているせいで、道どう化けのような振ふる舞まいが目立ちがちな殿であるが、彼は本質的には礼れい儀ぎ正ただしい優等生である。ちょっぴり感情的になりがちなだけだ。小花のように「クルクル」しているわけでもないのに、高校生でもう人格が完成している感のある征宗や百合香と比べるのは気の毒だろう。

「いえ、その、いいんですよ。殿さんは本当に、百合香さんのことがお好きなんですね」

「……ああ、そうだ。でも、百合香さんは明日、征宗に告白すると言った。ありのままに、気持ちを告げるって……」

　一度は落ち着きを取とり戻もどした殿の顔が歪みを帯びていく。

「前からあいつを狙ねらっているとは言っていたけど、今回はなんだか、雰ふん囲い気きが違った。くそっ、真栄城さんがしっかり征宗のやつを捕つかまえておかないから……!!」

　芙蓉子が先せん陣じんを切ったことで、百合香も全力を出さねばチャンスを生かせないと悟さとったということだろう。要するに私がいろいろと干かん渉しようしまくったせいだよね！　気まずい!!　内心頭を抱かかえている小花に、殿は先ほどの願いを繰くり返かえした。

「だから、新宮さん、俺と付き合ってくれよ」

「……私があなたと付き合うと、征宗様がダメージを受けると思ってます？　もしかして」

　遠回りをしてしまったが、殿の企たくらみはおおよそ読めてきた。

「そうだ。征宗は君のことを、妹のように大事だなんて言っているが……俺の眼はごまかせない。あいつの態度は、妹みたいな女の子に対するものじゃない」

　ピンポーン正解！　奴ど隷れいですからね!!

　などと言えるはずもないが、さすが征宗に次ぐ能力を持つ少年、侮あなどれない。これ以上踏み込まれないうちにと、小花は笑ってごまかした。

「いやいや、そんなことありませんって!!　征宗様にとっての私は、えーとぉ、家族みたいなものですから。お付き合いなんて、そんな、馬ば鹿かな」

「ああ、そうだ、それがいい!!」

　やんわり話を変えようと思ったのだが、殿はゴールデングレートなアイディアを閃ひらめいた様子で瞳ひとみを輝かがやかせた。

「君、征宗と付き合えよ!!」

「死んでも嫌です!!」

　間かん髪はつを容いれず答えると、さっきまで輝いていた瞳がパチパチと瞬まばたきした。

「死んでも……嫌、なのか？」

　殿の顔には、「あの征宗と付き合うのが？」と書いてある。ヤバい、征宗様の正体をバラしたらデコピンじゃすまない!!

「だって、ほらっ、その！　わわわ私にとっても征宗様は家族同然!!　兄のようなものですから!!　そういう人とお付き合いなんて、考えないでしょう!?」

　実際はご主人様であり、花嫁奴隷エンドに導かんとする悪あく魔まであるが、小花は急いでそう言い繕つくろった。

　同時に、ふと考えた。もしも征宗が本当に兄だったら、今のように脅おどされたりせず、「クルクル」の秘密を共有できただろうか。

「……そうでもないかな」

　初めての「クルクル」の後、態度が一変した母の顔が脳裏を過よぎる。いきなり調子を落とした声を聞き止めて、殿が食いついてきた。

「ん、なんだ、征宗とやっぱり付き合いたいのか!?」

「いえ、違います！　嫌です！　絶対に絶対に絶対に嫌ッ!!」

　勢いのよすぎる否定に噓はないと思ったのだろう。少し考えた殿は、質問を変えてきた。

「じゃあ、俺と付き合うのは？」

「それも嫌です!!」

「死んでも嫌か？」

「……うーん、そう言われると」

　ちょっと考え込んだ小花を見下ろし、殿が満足そうにする。

「つまり、君の中で、俺は征宗より上の存在なんだな」

「そうじゃないです」

「き、君は本当に特別だな！　特別に失礼だ!!」

　率直な答えがお気に召めさなかったらしいので、少し言葉を選んでみた。

「一いつ般ぱん的な感覚として、失礼ながら大体の人が殿さんより征宗様のほうを格上だと」

「あーあーあー！　聞こえない！　何も聞こえないぞぉ!!」

　両手を耳で塞ふさいで大声を出す殿を見て、通りすがりの他校の生徒がビクッとする。ＳＮＳなどで拡散される可能性を危き惧ぐしたか、殿は一呼吸置いてなんでもない顔を取り繕った。

　ただし、小花だけに聞こえる声で告げられた内容は、より過激さを増していた。

「とにかく！　俺は征宗のせいで傷つけられた!!　その責任は妹である君が負うべきだ!!　だから俺と付き合え!!」

「え、えぇー……」

　殿に対して罪悪感を持っている小花ではあるが、この要求は理り不ふ尽じんすぎやしないか。こういう性格のせいで百合香さんに選ばれなかったのでは？　と口から出かけたが、さすがに火に油だろうと思って差さし控ひかえた。

　だからといって、吞のめる要求ではないのだが……いや、待てよ、と小花は思い直した。

「一応伺うかがいますけど、殿さんは私と結婚したいですか？」

「はっ？」

　殿はポカンとした後、大きく手を振って否定した。

「ば、馬鹿言うな！　高校生の付き合いで、結婚まで考えているはずがないだろう!?」

「なら、百合香さんとお付き合いできたとしても、学生時代の遊びで終わらせるつもりだったんです？」

「そんなわけないだろう!!　幼稚園の砂場で初めて出会ったあの日から、百合香さんは俺の女め神がみだ!!」

　人目も気にせず、熱く語る殿を見て、今度は九條の生徒が通りすがりにスマホを取り出した。しかし連れの生徒が「やめとけ、祟たたられそうだ」と止めた。正しい判断である。

「なるほど、純じゆん粋すいに征宗様にダメージを負わせるのが目的で私と付き合いたいというか、お付き合いしてるフリをしてほしいんですね？」

「う、ううん、まあ、そうはっきり言われると、ちょっと俺もつらいんだが……」

　小花の念押おしに、殿は気まずそうに眼を逸そらした。ヒステリックになりがちなくせに、根っこは小心者なんだよなぁ。そういうところも征宗様や百合香様、そして私とは違うんですよね。

「分かりました、お付き合いしましょう」

「えっ……、えぇ？」

「ただし、明日の百合香様の告白の行ゆく方えを見守ってからです。征宗様が百合香様を選ばない可能性も」

「そんなわけあるか、彼女は砂場の女神だぞ!?」

　あんまり神格が高くなさそうだなぁ、という感想は胸にしまっておくべきだろう。

「砂場の女神でもジャングルジムの狂きよう戦士でもいいんですけど、これまでだって百合香様は征宗様とお付き合いしたいってアピールしていたんです。なら、告白に失敗する可能性もあるでしょう？」

「う……それは、まあ」

　殿の眼を一いつ切さい気にせずアピールしていた百合香だ。渋しぶ々しぶと納得した殿に、小花は念押しした。

「でしょ？　なら、お話は明日ってことで。今日のところは、連絡先だけ交換しておきましょう。それじゃあ、また明日」

　今やるべきことをさっさと終えた小花は、どこか呆然としている殿を置いて御堂家へ向かった。早く帰らないと、征宗の宿題を片付ける時間がなくなってしまう。







　今度何かやるなら最初から話せよ、と言われていることだし、殿との付き合いについても征宗へ事前に話すべきだろうか。そんなことを考えながら黙もく々もくと宿題を片付けていると、いつの間にか窓の外が暗くなってきた。

「遅おそいな、征宗様」

　今日は確か、宗むね広ひろも一緒に知り合いの知り合いが出演しているコンサートを観に行っているはずだが、長引いているのだろうか。普ふ段だんならば宿題の出来を征宗にチェックしてもらわねばならないのだが、本日は帰ったほうがよさそうだ。程ほどよい間違い具合には自信があるのだし。

　そんな思いで屋や敷しきの外に出ようとした小花だったが、玄げん関かんのドアを開けたタイミングで宗広、征宗、安芸、そして知らない派手な青年が一人、こちらに向かって歩いてくるのが見えた。微妙な眉まゆの角度から、小花は征宗の虫の居所の悪さに勘づく。その理由が、知らない派手な青年であることも。熱帯の花が飛び散ったスーツってどこで買えるんだろう。

　ファッションセンスは置いておくにしてもだ。機き嫌げんを悪くしながらも家まで連れて来てしまう客というのは、要するに御堂にとってもないがしろにできない相手なのだろう。わー関わりたくない！　しかし、今さらドアを閉めることもできない。征宗の横にいる安芸が眼に見えてほっとした顔になった様からするに、小花的にはバッドタイミングだったが、征宗たちにはグッドタイミングのお出で迎むかえとなったようである。

「お、お帰りなさいませ、みなさん！」

「出迎えサンキュー、小花ちゃん！」

　代表して真っ先に挨あい拶さつしてくれた宗広の顔も、珍めずらしく少し疲つかれているようだ。彼も気遣ってあげたいところであるが、宗広の癒いやしは元気で明るい彼の妻に任せておこう。小花は自分に降りかかる火の粉を払わねばならぬ。

「特に征宗様、お待ちしておりました。ちょっと見ていただきたいものがあって……」

　何があったか分からないが、知らない誰だれかがいては事情を聞くこともできない。ここは一度、二人になる機会を作るのが得策だろう。征宗も兄が側にいては被った猫ねこを下ろせない。

「……ただいま、小花」

　小花の対応は正解だったらしい。うっすら征宗の眉み間けんにあったシワが解けた。よし、これなら宿題の出来が多少アレでもデコピンノーゲットだぜ、と思った瞬間だった。

「なになに、見ていただきたいものって。俺にも見せてよ、お嬢ちゃん」

　見知らぬ青年が図ずう々ずうしく話しかけてきたのだ。まさかの発言にぎょっとしながら、小花は首を振った。

「も、申し訳ないですけど、内向きのお話ですので……」

「も～、御堂の連中はそればっかりだ！　なら、俺も仲間に入れてよ」

　一向に引き下がらない男の手が小花へと伸びてくる。見せてあげてもいいですけど、二割間違ってる高校生の宿題ですよ……？　と心の中で突つっ込こんでいると、征宗にぐいっと腕うでを引っ張られた。宗広がわずかに眼を見張るが、兄をよそに言い放つ。

「申し訳ありませんが、僕ぼくからもお断りさせていただきます。それでは、僕たちはこれで。あなたの演奏はとても楽しかったです」

　小花を引き寄せた征宗の表情は穏やかだが、口から出る言葉は強い。どうやらこの青年が、知り合いの知り合いである音楽家らしい。

「……冷たいな、征宗くん。別に大層なことを頼んだつもりはないんだが」

　最後通つう牒ちようめいた態度でようやく諦める気持ちになったようだ。舌打ちしそうな顔で、音楽家氏は吐はき捨すてた。

「だが、まあ、君の態度のほうが正解だ。お兄さんのほうはノラクラかわすばかりで、そのせいで俺も変な期待を持っちまったからな」

「あはは、まー立場上、言えないこともあるんでねぇ」

　本人を前にしての言葉であるが、宗広はそれこそノラクラとかわすのみ。強く反論する様子はない。暖簾のれんに腕押しと分かったのか、派手な青年は宗広、そして再び征宗を睨にらみつけ、

「御堂だけで特権を独どく占せんする、そいつが繁はん栄えいのコツってやつさ。俺みたいなアーティストには分からない俗ぞく世せいの渡り方ってやつ、よーく学ばせてもらったよ」

　捨すて台詞ぜりふを残して彼は去って行く。安芸が一瞬声をかけるような素そ振ぶりを見せたのは、車を出す必要があるかどうか聞くためだろう。征宗が軽く手で制したことで引き下がったが、それに安あん堵どしているのは顔を見れば明らかだった。

　宗広も同じ気持ちであるようだ。ほーっと息を吐いた彼は、困り眉で小花に謝あやまり始めた。

「ごめんな？　小花ちゃん。怖こわい思いをさせちまったな」

「あ、いえ、私は……」

　弟さんで慣れていますので、とも言えず、曖あい昧まいに言葉を濁にごす。また、あなたの弟さんの場合、こうもベタベタとまとわりつくような不快さは感じません、とも。

　御堂兄弟も思うところはあるのだろうが、二人ともそれを表には出さない。それどころか宗広は、弟をたしなめ始めた。

「征宗も、だめだぞ。あっちの態度もよくなかったけれど、俺たちは御堂の代表なんだ。特にああいうソコソコの家柄の人間には、それに相応ふさわしい態度ってやつを心がけないとな。お前のほうが、そういうのは得意だろうに」

「……分かっています。申し訳ありません、兄さん。少し疲れてしまっているようで」

　兄の顔を潰つぶしてしまったと思っているのか、いつものイイコぶりっこに輪をかけて殊しゆ勝しような態度を示す征宗に、宗広は苦笑した。

「まあ、いいさ。お前にはお前にしかできないことがある。フォローは任せとけ、御堂が協賛してるコンサートに出してやるさ」

　にやっと笑った宗広は、一足先に屋敷の中へと向かう。

「それじゃ、俺は俺の奥さんに甘あまえてくっから、お前は安芸と小花ちゃんに慰なぐさめてもらってこいよな！」

　器用なウインクを飛ばした宗広の顔からは、すでに憂うれいは払ふつ拭しよくされていた。さっさと自室の方角へ消えた兄を見送って、征宗がぽつりと零す。

「……よくできた兄さんだ、本当に。俺も、もっとがんばらないとな」

　肩を竦めた彼が踵きびすを返かえす。今の今までその胸に半ば抱かれるような格好だった小花は、失った体温を追いかけるようにして御堂邸ていへと足を踏み入れた。安芸も少し後ろからついてくる。

「……あのスーツが熱帯雨林な人に絡からまれていたから、遅かったんですね。お疲れ様でした、征宗様」

「まあ、演奏は楽しませてもらったからな」

　見上げた顔には兄と同じく憂いはないが、兄のようにさらっと水に流したわけではないのは明白だった。

「俗世とは違う、聖なる音楽の世界にも階級がある。最上級のコンサートには、いくら金を積もうが本物のアーティストしか出られないが、二流以下にも金額によっては席が用意される。優しい世界だな」

　……百合香様とお似合いのド辛しん辣らつゥ!!　とまず突っ込んだ小花であるが、百合香と違って征宗は、本人に向かってそう言い放つことはできないのだ。彼は、先ほど宗広が言ったように、御堂家の次男だから。万ばん人にんに愛されるパーソナリティでいなければならないから。

　それにしても、宗広様の言った、征宗様にしかできない仕事ってなんだろう。この間も似たような話をしたが、あれは御堂家の人間にしかできない仕事という意味合いであって、征宗だけに限定した意味で言ったのではなかった。

　ちょっと気になりはするが、しょせん小花は彼等に仕える家系。御堂家の役割分担に口を出せる立場ではない。ないってば。だって私は、今度こそ御堂の人間にはならないもんねー!!

　そこだけは譲ゆずるつもりのない小花であるが、お疲れモードの主を癒すのは奴隷の務めと心得てもいる。

「夕ご飯の前ですけど、お茶だけでも淹いれましょうか？　玉ぎよく露ろでもたっかい紅茶でも、お好きなものを……」

「いや、いい」

　ふう、とため息をつく征宗はちょっとだけ悔しそうだ。小花の声に含ふくまれた労いたわりの気配を察したのだろう。

「……兄さんに気遣われ、お前ごときに当たるとは、俺もまだまだだな。だが、確かに最近のお前はよくやってくれている。宿題の正答率も高いし、早さつ速そく百合香に話を通したようじゃないか。善は急げというやつだな」

「さ、さすがの早耳でいらっしゃいますね、征宗様」

　百合香たちが愁しゆう嘆たん場ばを演じ始めた時点で、征宗はすでにコンサート会場に向かっていたはずなのだ。家永あたりが、いまだにご注進しているのだろうか。驚く小花へと、安芸が種明かしをしてくれた。

「実は今日、僕がちょっと車を回すのが遅おくれたせいで、大徳寺さんたちが中庭で揉もめていた時、まだ近くにいたんだよね」

「あ、そうだったんですね」

　どこまで知っているのか聞こうとした矢先、安芸が「コンサートの時間に遅れそうだったから、野次馬の声で大体の状じよう況きようを摑つかんだ後、すぐに車を出しちゃったんだけど」と続けた。

「なら、もう大体のことは分かると思いますけど、一応私からも報告しておきます。百合香様は三日前から殿さんとお試し交際をされていたんですけど、ごめんなさいして、明日征宗様に告白される予定です」

「妥当な判断だな」

「鬼畜ゥ！　知ってたけど!!」

　いっそ本ほん性しようを出したほうが、百合香とお似合いのカップルになれるのではないか。殿への同情が止まらない小花に、征宗は不敵な笑えみを零す。

「それで？　明日の放課後はまた、いつもと同じように、俺はお前と帰ればいいのか？」

「それがいいと思います。芙蓉子様の時と同様、征宗様は何も知らない設定なので。……それと、もしかしたら椿姫様とかが先に告白しようとしてくるかもしれないので、避さけてください」

　殿と百合香の言い争いを青い顔で見ていた椿姫を思い出し、小花はつけ足した。ごめんなさい、ごめんなさい、でもやっぱり、あなたと征宗様の組み合わせは私の胃に負担が大きすぎるんですぅ!!　他にいい人を探してください!!

　かといって、他の人もなぁ……、と考えたところで、征宗がうなずいた。その顔は先の椿姫ほどではないにせよ、平素よりも艶つやがない。

「分かった。それじゃあな、小花。また明日」

「……はい」

　言いかけた言葉を飲み込み、うなずき返した小花はそのまま征宗の部屋を出た。

　本日もイベント盛りだくさんではあったのだが、殿を気の毒な目に遭あわせはしたものの、彼は最後に開き直ったからだろう。殿についてはさほど気が重くがないが、征宗のことが頭に引っかかっている。かといって、奴隷から露ろ骨こつな慰めを求めるような主ではないのだ。

「……うー。御堂のおうちで、おやつももらっちゃったけど、やっぱり何か買って帰ろうかな……あ」

　馴な染じみのコンビニの前を通り過ぎたところで、小花は思い出した。いろいろと他のイベントが重なったせいで、殿との約束について、征宗に伝えるのを忘れた。

「ま、いっか」

　百合香の告白の行方如何いかんによっては、自動的に反ほ故ごとなる約束である。耳に入れたところで笑われるだけだろう。征宗にこれ以上負担をかけるのもよくないと、小花はシュークリームだけ買って家に帰って自分の宿題を片付けて寝ねた。







　明けて翌日の放課後、小花は予定どおり征宗と連れ立って九條学園の中庭を歩いていた。

「征宗くん、ちょっといい？」

　横合いから現れた百合香が声をかけてくる。これまた予定どおり。

「いいけど、なんだい？」

「ここじゃあなんだから、こっちへ来て」

　百合香が示したのは、先日芙蓉子や家永とも訪おとずれた中庭の端はしの東あずま屋やである。

「えーと、どうしましょう、私」

　小花が形だけ困ってみせると、百合香はくすっと笑った。

「一緒に来て、小花さん。あなたにも是ぜ非ひ立ち会ってもらいたいから。征宗くんも、いいでしょ？」

「ああ、構わないよ」

　小花の立ち会いとなるかどうかは半々だと思っていたが、百合香が求め、征宗が承しよう諾だくしたとなれば、奴隷の身で逆らえるはずもない。うなずいた小花の後ろへ、百合香は続けて声をかけた。

「殿くんも、来たいならどうぞ？」

「えっ」

　ぎょっとして振り向いた小花は、張はり詰つめた表情の殿を見つけて飛び上がりそうになった。

「……行きます」

　まだ腫れが引いていないらしく、真新しい湿布が痛々しい顔で殿は首しゆ肯こうした。この場にいたことだけでも驚きなのに、恋の処しよ刑けい場へ同行したいらしい。結果だけ報告しようと思っていたのに、わざわざ愛する砂場の女神の告白シーンをリアルタイム視し聴ちようするんだ……ドエムだぁ……

　まさか殿さん、また征宗様に殴りかかったりしないよね？　不安を覚えながら東屋まで行くと、立ち止まった百合香がまっすぐ征宗を見つめる。

「征宗くん、私と付き合ってほしいの」

　照れや恥じらいのタメが一切ない態度は、芙蓉子とは対照的だった。ま、まあ、これはこれでＯＫ、と小花は心の中で控えめにサムズアップする。突とつ然ぜん頰を染めてモジモジし出す百合香など、あまりにも演技過か剰じようすぎるだろう。さあ、ありのままの恋心を存分にぶちまけてくださいね百合香様!!

「ありのままに、包つつみ隠かくさず、私の本心を言うわね。私には大徳寺をもっと上のステージへ導く使命があります。そのために最適の夫は御堂家の人間であり、あらゆるステイタスに恵めぐまれた征宗くん、あなたよ。だから私と、結婚を前提としてお付き合いしてほしいの」

「ありのままだァー!!」

　小花の大声に殿がぎょっとしているが、彼のことは今はどうでもいい。問題は彼の砂場の女神が、狂戦士寄りの告白をしてくれたことである。

「ちょ、ちょっと百合香様!?　約束が、いえ、表現があんまりにもストレートすぎじゃないですかね!?」

　危あやうく結けつ託たくしていることを口走りそうになりながら小花が抗こう議ぎしても、百合香は涼すずしい顔だ。

「誤解しないでほしいんだけど、私は本当に征宗くんのことが好きよ。お付き合いして、結婚して、末永く添そい遂とげたいと思ってる。そのためには下手な小細工などせず、最初から私という人間をしっかり知ってもらうことが大切だと思わない？」

「お、おっしゃるとおりですが……」

　でも、征宗様があなたに見せているのが、巨きよ大だいな猫の仮面なんですけど……と言えるはずもなく、視線を泳がせる小花の横で、征宗がくすっと笑った。

「大徳寺さんは、なんというか……正直だね」

「それが取とり柄えよ」

　悪びれない百合香の態度に、征宗はますます苦笑する。

「僕自身どころか、君自身も家を盛り立てるための駒こまとして考えているように聞こえたけど、君はそれでいいの？」

「真栄城さんのように、最終的には恋を選ぶタイプの女の子だったら、私の立場はつらいでしょうね。でも、私は大徳寺の未来を背負う役回りに異存はないの。征宗くんだってそうでしょう？　だから好きよ、あなたのことが」

「……敵かなわないな」

　小花の眼にも征宗は、ある程度本気で苦笑しているように見えた。大きな手が、静かに差し出される。

「まずはお友達から、ということでどうかな。ロマンチストだと思われるかもしれないけれど、家の発展に対する態度以外にも、僕たちの共通点を見つけられると嬉しい」

「そうね、それに違っているところも。私はなんでもかんでも合わせてほしいとは思わないし、合わせてあげる気もないの。お互たがいの妥だ協きよう点を見み極きわめて、丁度いい距離を模も索さくしましょう」

　高校生同士の恋れん愛あいの始まりのはずだが、まるで提てい携けい企き業ぎよう同士の挨拶じみた雰囲気がある。しかし、征宗にはこれぐらいサバサバした女性が合うのではないだろうか。改めて考えると、この二人は共通点が多く、よき夫婦というか、よき戦友になれそうな気はするのだ。

　芙蓉子様が脱落してくれて、むしろラッキーだったかなぁ。でも殿さんにとっては、アンラッキーだったよね。失礼なことを考えている小花の肩へ、殿の手が伸びてきた。

「!?　危ない、征宗様、ぐぇっ」

　殿が凶きよう行こうに及ぶ可能性を考えていた小花は、条件反射で征宗を呼びながら前に出ようとした。そのため目測を誤った殿の手に制服の襟えりを引っ張りながら引き寄せられ、首が絞しまってつぶれた声が出たが、百合香しか見ていない殿は気付いていない。

「じゃ、じゃあ、俺は今日から、新宮さんと付き合うから!!」

「えっ？」

　思わず小花も驚いてしまったが、さすがの百合香も眼を丸くしている。

「えっ……、あら、まあ……お、おめでとう……？」

「げほ、あ、ありがとうございます……？」

　百合香と一緒に、小花もクエスチョンマークをまき散らしてしまう。いけない、そういえばこういう約束だった。いろいろあって、すっかり忘れていた。

「うーん、でも、殿さんはこの際、椿姫様とお付き合いしていただけると……」

　これはゴールデングレートアイディアでは？　と思ったのだが、百合香の声にかき消されてしまう。

「殿くん、意外に切り替えが早いのね。ちょっと見直したわ」

「え、そ、そうですか百合香さん!?　なら、やっぱり征宗なんかやめて、俺と」

「それはだめ」

「くっそおおおおおお!!」

　さっくりと期待を裏切られた殿の叫びが耳に痛い。もうちょっと離れて叫んでくれないかな、と思っていると、

「小花」

「え、は……」

　征宗に名を呼ばれて彼の顔を見た瞬間、硬こう直ちよくする。

　表情が読めない。

「君は、殿とお付き合いするのか？」

　妹分がいきなり交際宣言されたことに、兄貴分として戸と惑まどいつつ、まず確かく認にんしようとしている。そう見せようとしていることは分かるのだが、問題は征宗の本心だった。

　くだらないと馬鹿にしているのか、事前連絡をしなかったことを怒おこっているのか、他の感情があるのか、何も分からない。眼の前にある切れ長の瞳が、カメラのレンズを通したかのように現実味のないものに感じられた。

「えー……あー、まあ、一応、そういう約束ですね」

　殿にいまだ肩を抱かれているというのに、首の後ろが冷たいのはなぜだろう。自分自身の反応にも戸惑いながらうなずくと、征宗はそうか、と苦笑いした。

　あ、今のは分かりました。こういうことは先に言え馬鹿、ですね。

「そうか。殿になら、任せてもいいかな。でも殿、小花は僕にとって、妹にも等しい子なんだ。くれぐれも、高校生らしいお付き合いで頼むよ？」

「わ、分かってるよ！　あの……でも、いいのか？」

　殿としては、もっと征宗が動どう揺ようする姿を求めての行動だったのである。条件付きとはいえ、あっさり認められて、逆にオタオタし始めた。

「本音を言うと、あまりよくはないかな。今までの大徳寺さんへの言動を考えると、君が本当に小花のことを好きなのか、すぐには信じられないところもあるし」

　ですよねぇ。ひっそりうなずいた小花へと、征宗の眼が向けられる。

「──でも、小花がそれでいいのなら、僕としては何も言うことはない」

　あ、また本心が分からなくなった。これは征宗側の問題か、それとも自分の問題か。いつにない事態に困惑している小花から、ふいと彼の眼が逸らされる。

「それじゃ手始めに、一緒に帰る？　大徳寺さん」

「そうね、征宗くん。あと、私のことは百合香って呼んで」

「分かったよ、百合香さん」

　さらっと呼び方を変えたことにより、殿が「ああああああ」と意味のない叫びを上げながらその場へしゃがみ込んだ。そのつむじへと打ち下ろすように、彼の女神の追つい撃げきが決まる。

「そういうわけだから、殿くんと小花さんも方向は一緒だと思うけど、空気を読んで十五分ぐらい間を置いてから帰ってちょうだい。では、さよなら」

「予測してたけど、本当にストレートだね……」

　ため息交じりながら、征宗も百合香と揃そろって踵を返した。できたての恋人同士が東屋から去ると、小花はとりあえず横にうずくまったままの殿を見た。

「えーと、どうしますか、殿さん」

「俺の砂場の女神がぁー!!」

「そうですね、ストレートすぎて逆にホームランって感じで……」

　時速三百キロはありそうな剛ごう速球告白にはビビったが、そこが逆に肝きもっ玉たまの太さ、御堂の未来を支える女性として優位と映ったのだろうか。征宗がそんな百合香でＯＫしてくれるなら、小花としては何も言うことはない。

　もっとも殿としては、言いたいことがありまくりの様子だ。

「くそっ、征宗のやつ……!!　こうしてはいられない、二人きりになんかさせるもんか!!」

　立ち上がった殿が征宗たちを追おうとするのを見て、小花はやんわり引き留めた。

「やめたほうがいいと思いますよ？　邪じや魔まするなって、思いっきり言われたじゃないですか」

　気持ちは分かるが、百合香の心証が悪くなるばかりだろう。小花としても、このまま征宗と百合香にはうまくいってほしいのだ。諦めてほしいなぁ、という気持ちをにじませて止めると、殿が忌いま々いましげに睨みつけてきた。

「君は征宗にとって、特別な女の子じゃなかったのか!?　あいつ、型どおりの説教しかしなかったじゃないか!!　もっと慌あわてて、みっともない姿を見せろよ……!!」

「……特別ではあるんですけどねぇ……」

　ある意味別格の扱あつかいではあるのだが、それを話せるようであれば、百合香に征宗を斡旋したりしないのだ。小花の反応も芳かんばしくないため、殿はこの場に留まる理由を失ったようである。

「くそっ、とにかく、俺は行く!!」

「ううん、どうしてもです？　征宗様はお友達からって言ってますし、もう少し様子を見てからでも」

「待つ!?　お試し期間中だからって、あいつが百合香さんを振るまで待てと!?　俺の例もあるもんなあっはっはって畜ちく生しよう、百合香さんを傷つけることは許さんぞ征宗ェ!!」

　もはや殿自身も、何を口走っているか不明の様子だ。とにかく、こうしてはいられない！　と衝しよう動どうに身を任せた彼が走り出す。

「殿さん、お二人に手を上げるのはやめてくださいねー!!」

　百合香へはもちろん、また征宗に殴りかかるのだけは勘かん弁べんしてほしいのだが、果たして聞こえているのだろうか。征宗には劣おとるが身体能力の高い殿は、あっという間に校外へ消えていった。

「……私は十五分、休きゆう憩けいしていこっと」

　東屋の椅い子すに腰こしかけた小花は、やれやれと肩を竦める。幸いにも椿姫やそのお付きその他が横よこ槍やりを入れてくる気配はない。昨日殿を振って今日征宗に告白するという、ド鬼畜スピード展開が予想できなかったのだろう。

「でも、征宗様、明日からどうするんだろう？」







「申し開きを聞こうか、小花。俺はこの間、何かやるなら最初から話せと言ったよな？」

　十五分が経ったため、御堂家へ向かった小花を自室へ迎え入れた征宗の眼は大変冷たかった。なお、征宗たちを追いかけていったはずの殿であるが、普段とは違う道を通って下校していたため、遭そう遇ぐうしなかったそうだ。

「えー、征宗様にお伺いも立てずに軽けい率そつな判断をいたしまして、誠まことに申し訳、あいたッ」

　下げた頭を下から弾はじくようにデコピンを食らい、額を押さえた小花に、征宗は容よう赦しやなくあごをしゃくる。謝罪は要いらない、それより状況を報告せよ、ということらしい。心得た小花は、昨日征宗たちに言い忘れたことを説明した。

「なるほど、殿がそんな要求をな……」

　征宗が百合香を得たのなら、自分は小花を得るぐらいいいだろう。それによって少しでも征宗に意い趣しゆ返しをしたい。殿の希望を聞いた征宗は、さすがに呆れた様子である。

「あいつらしい、短たん絡らく的な判断だ。とはいえ、百合香さえ絡まなければ、あいつは優ゆう秀しゆうな右腕なんだが……」

「そうなんですよねえ、征宗様よりは格下とはいえ」

　何度も繰り返すが、殿は優秀な生徒なのだ。九條広しといえども、征宗の右腕を務められるのは彼ぐらいしかいない。ただしラブイズブラインド、女神の存在が著いちじるしく彼の視界を狭せばめてしまうのである。

「殿の考えは分かったが、お前はどうしてあいつの要求を受け入れた？　判断を保留して、俺に泣きつく手もあっただろう」

「うーん、ですけど、お返しが怖……じゃなくて、この程度のことで征宗様を煩わずらわせるのもなーって」

　それに、百合香が征宗とうまくいくのなら、殿の心の隙間を椿姫で埋うめられる可能性もある。タイミングを合わせて押し売りするには、側にいるのが一番だ。

「なるほど。賢けん明めいな判断ではある」

「え、そ、そうですか？」

　それまで息を殺して二人のやり取りを見守っていた安芸が、たまりかねたように口を開いた。いつになくその表情は険しい。ゆるふわっと結んだ尻しつ尾ぽを跳はね上あげる勢いで、彼は意見を述べ始めた。

「小花ちゃん、確かに殿くんは女性を無む闇やみに傷つけるようなタイプじゃない。そういう意味での不安は少ないと思うけど、彼は愛いとしの百合香様を征宗様に奪うばわれたことで、だいぶ危険な精神状態になっているからね。くれぐれも、二人きりにはならないように!!　ていうか、どうして君が彼と……!!」

「あ、その話なんですけど」

　安芸の言葉を聞き止めて、小花は征宗に質問した。

「征宗様は、明日からの登下校は、やっぱり百合香様と一緒ですよね？」

「そうだな。さっき、そうしてくれと言われた。芙蓉子の時と同様、殿の動きも気になるので、当面は目立たないようにはするつもりだが。椿姫の動きも、一応警けい戒かいが必要だろうしな」

　その意味もあって通常と異なる下校ルートを辿たどった結果、殿の追つい跡せきをかわせたのだろう。どこまでも運のない殿を気の毒に思いつつ、分かりましたと答えた。

　明日からしばらく、一人で登下校だ。それだけ確認できれば、現状小花にすることはない。後は百合香との交際がうまくいくよう、祈いのるばかりである。

「さて、それじゃ、今日の分の宿題を片付けちゃいますね。今日はなんですか？」

「小花」

　頭を切り替えた小花を呼んだ征宗の手が伸びてきた。

「わっ!?」

　いきなり襟元を摑まれたと思ったら、左右にぐいっと引っ張られる。首筋をしげしげと見つめる征宗の眼はやけに冷たかった。

「さっき殿の馬鹿にやられただろう、痕あとになっているぞ。あいつは馬鹿力だからな。手当てしてやれ、安芸」

　襟にこすれてできた擦すり傷きずを指し摘てきされ、息を吞んだ小花より早く安芸が大きく反応する。

「えっ、小花ちゃん、殿くんに殴られでもしたの!?　やっぱりだめだ、お付き合いなんてなーし!!」

「あ、いえ、これは、殿さんの性格を読み損そこねた私の失敗でして……！」

　急ぎ否定する小花を尻しり目めに、征宗は鞄かばんを探って生物の問題集を取り出した。

「手当てが済んだら、これをやれ。今日は二十二ページから二十五ページまでだ。他は教科書の自主音読なのでいらん」

「了りよう解かいしました！」

　しめしめ、今日は少ないぞ。喜ぶ小花を椅子に座すわらせ、安芸が甲か斐い甲が斐いしく手当てを始める。

「女の傷は勲くん章しようになんかならないだろう。俺の妹分として、最低限のレベルを維い持じするようにな。それと、椿姫については安芸に見張らせているので、お前は余計なことをするな」

　何かの目録を眺ながめ始めた征宗に言い足され、傷口を洗われる痛みに顔をしかめながら、小花はもう一度「了解しました！」と答えた。







　元々大した怪我ではなかった。傷口を水で洗い、乾かわかないように保護しておけば、痛みはすぐに引いた。襟でまた擦って傷を拡ひろげることさえなければ、数日中には跡あと形かたもなく消えるだろう。

　昨日安芸からきつく言われたので、保護する絆ばん創そう膏こうを取り替えていたら、うまく貼れなくてかなりギリギリの時間に家を出ることになってしまった。二階のベランダで洗せん濯たく物を干している母へ挨拶をして、少し早足に学校へ向かう。

「それじゃ、いってきまーす、お母さん」

「はいはい、いってらっしゃい」

　毎朝のことなので、母はちらっとこちらを見るだけである。しかし、どれだけ時間がなくても、この習慣だけは欠かせない。

「……うん、大丈夫だね」

　満足した小花であるが、スマホの画面で時間を確認して慌てた。

「ひえー、本当にギリギリだぁ。征宗様と登校しない日でよかった!!」

　落ち合う時は人目があるため、「今日は遅かったね」ぐらいで済ませてくれるだろうが、どこかのタイミングで二人きりになったら即行でお説教だろう。時間を守れないなど、御堂に仕える者としてあまりにも低レベルすぎると。

「そういえば、もう一週間以上、征宗様と一緒に登校してないのか」

　芙蓉子、百合香と間を置かずに恋人の斡旋を行ってきたので、最近征宗と一緒にいる時間が少ないのだ。

「……慣れないとね」

　軽く頭を振り、急ぎ学校へ向かう。椿姫の件は安芸に任せるよう言われたが、大丈夫だろうか。安芸さんは人はいいけど、あんまり頼たよりにならないからなぁ、と失礼なことを考えていると、横合いから突然声をかけられた。

「おはよう、新宮さん」

「あっ、あれ、殿さん？　どうしたんですか？」

　一瞬ビクッとしてしまったが、殿と出会うこと自体は不自然ではない。登下校のルートが一部被っているのは元々だ。ただし、これまでも出で会あい頭がしらに挨拶ぐらいはしていたが、小花を名指しで話しかけてくることはなかった。

「いや、だって、俺たち一応、付き合ってることになってるし……それと、昨日のことを謝ろうと思って。首のところ、痛かったんだろう？」

　もごもごと口の中でつぶやく殿の頰にはすでに湿布がなくなっていた。最初の処置が早かったせいか、大きなあざは見当たらない。少し青くなってしまっている部分はあるが、このままなら順調に回復するだろう。

「ああ、いいんですよ。大して痛くなかったし、すぐ手当てをしたので数日もすれば消えると思います。それより、お互いに遅ち刻こくしそうですから、急ぎません？」

　あの時は頭に血が上っていたようだが、後ほど思い出したらしい。安芸には二人きりになるなと言われたが、今の彼なら大丈夫だろう。気にすることはないと笑って歩き出すと、横に並んだ殿は後ろめたそうに視線を下げた。

「あと、その、君が一人で登校してるってことは、征宗も百合香さんと登校しているんだろう？　だから、その……」

「なるほど。お二人の様子が知りたいけれど、ラブラブに過ごしているかもしれないお二人を一人で見守るのは悲しいので、私に付き合ってほしいんですね？」

「……さすが征宗の妹分、話が早いな!!」

　やけくそで認めた殿は、もはや隠しても無む駄だだと分かったのだろう。矢や継つぎ早ばやに質問を始めた。

「で？　あの二人は、どの道を通って登校しているんだ？　昨日もそうだったが、百合香さんの普段の登下校ルートではない道を通っているようなんだ!!　君なら分かるだろう!?」

「いや、分かんないですけど……」

　殿さんがちょっぴりストーカー気質なのは分かりましたけど……、とは言えず、小花はうーんと考え込んだ。自分だけと一緒ならいいのだが、やはり殿を征宗たちと引き合わせては問題が起こりそうだ。

「あー、でも、心当たりはあります」

「さすが新宮さん、頼もしいな!!　で、どっちだ!?」

　ぱっと顔を明るくした殿に、小花は「ひとまず、このまままっすぐです」と指示を出した。







　その日の昼休み、小花はいつものように生徒会準備室へ来ていた。

「小花」

　時間どおりにやって来た征宗へ、ぺこりと頭を下げる。安芸は珍しく講師としての仕事があるとかで、早めに昼食を取って席を外していた。

「すみません、百合香様との時間を邪魔してしまって」

　征宗もいつもはランチをご一緒したい生徒たちを振り切り、ここで昼食を食べているのだが、今は百合香という暫ざん定てい恋人がいる。生徒会室へ行くフリをして、人目につかないところで二人きりで食事をする旨むねは聞かされていた。

「その百合香との時間を守るための話だろう？」

　事もなげに言い返してきた征宗は、手近にあった紙とボールペンを手に取り、さらさらと付近の地図を描き始めた。

「俺と百合香が通っているルートは、こうだ」

「へえ、結構大回りしてますねえ」

「そうしないと、他の生徒とかち合うからな。で、ここで別れて、別々に校内へ入る」

「やっぱり徹てつ底ていしてますね。殿さんと同じだ」

　征宗が示したルートを頭の中に叩き込んだ小花は、彼がぴくりと睫毛まつげを反応させたことに気付かぬまま、力強くうなずいた。

「了解です。殿さんをうまく誘ゆう導どうして、当面は邪魔させないようにしますね！」

　今朝方殿に道案内を頼まれた小花は、咄とつ嗟さに作り上げた偽にせルートを彼に教えた。本当のルートを知らなかったので、偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせる可能性もあったが、なにせ征宗の子分もこれで四回目。ご主人様の思考パターンからして、まず選ばないだろうという道を割り出すのは比ひ較かく的てき容易だった。

　しかし殿に引き下がる気配はないため、実際のルートを確かめる必要を感じたのだ。メールで教えてくれるように連絡したのだが、「そっちの詳くわしい状況も知りたいので来い」と言われ、コソコソ話し合うことになったのである。

「でも、さすがにいつまでもは騙だませないです。百合香様絡がらみだとちょっぴり知能指数が下がる殿さんですけど、根は優秀な人ですし……とはいえ、一週間も引っ張れば十分ですよね。お友達期間は、それぐらいで終わるでしょう？」

　一週間もお試しすれば十分だろう。ドライすぎる告白から始まった二人であるが、完全にナシならお試し自体もお断りだったはず。穏やか優等生ぶっている時も、征宗は優ゆう柔じゆう不ふ断だんとは無む縁えんだ。

　ところが征宗は、珍しくすぐに返事をしてくれない。

「どうしました？」

「……いや」

「あの、もしかして、百合香様も殿さんとうまくいけばいいとか、思ってます……？　芙蓉子様たちみたいに」

「うまくいけばいいとは思っていないが……」

　何が引っかかっているのか、煮にえ切きらない征宗に問とい質ただしたいところだが、どうせ聞いても教えてはくれないのだ。小花にできるのはせいぜい、さり気なく希望の方向へと背中を押すだけである。

「そうですよね。だって芙蓉子様たちと違って、百合香様が最終的に殿さんを選んでごめんなさいルートはなさそうですもん!!」

「それはそうだ。長年家永に視野狭きよう窄さく状況に追い込まれている芙蓉子と違って、百合香は冷静で頭が切れる。何が自分の得になるのか、正しく判断できる」

「ですよね！　じゃあ、帰りも引き続き、殿さんをまきますから!!　その間に百合香様との仲をじっくり確かめてくださいね!!」

　そろそろ昼休みが終わることもあり、小花は残りの弁当へ意識を集中させる。その姿を一いち瞥べつした征宗が口を開いた。

「一人で弁当を食うのも味気ないだろう。芙蓉子でも呼んでやればどうだ？　ボッチ同士、あいつも喜ぶだろう」

「え？」

　急な話に驚いた小花であるが、すぐに笑え顔がおで首を振った。

「いや、いいですよ。一人のほうが気楽ですし、そんな、オソレオーイ」

　久々の口くち癖ぐせを聞いた征宗は、それについては何も言わなかった。代わりに、

「小花、勝手に動くなよ。何かやる時は、必ず俺に言え。いいな」

　それだけ言い置くと、百合香のところへ戻っていった。

「……そうしたいところなんですけどねー」

　征宗がいなくなったのを見計らってスマホを取り出した小花は、メールアプリを起動してため息を零す。そこには菊見からのメールが、今日だけで十件以上届いていた。
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　思うところはあるものの、トータルとしてはつつがなく放課後を迎むかえ、小こ花はなは殿とのと約束していた場所までやって来た。

「お待たせしました、殿さん」

「あ、ああ」

　待ち合わせの場所は校内ではなく、校門を出て少し歩いた物もの陰かげだ。今朝方の登校時も校門の手前で別れ、少し時間をズラした。時間ギリギリだったので、後から入った殿はおそらく遅ち刻こく扱あつかいになったと思うが、それでもいいと彼かれが言ったのだ。

「よし、大だい丈じよう夫ぶだな。あまり人目はない」

「征まさ宗むね様たちも人目を避さけて、ちょっと時間を遅おくらせて帰るようですからね。丁度いいと思います」

　まー会わせてあげないですけどね！　と心の中でつけ加えながら、小花は素知らぬ顔で征宗たちの帰宅ルートからズレた道へと殿を案内した。

「うぅっ、くそぉ……またしても空から振ぶりか……!!」

「ごめんなさい、殿さん……私がいたらないばかりに……」

「いや、いいんだ。新にい宮みやさんが分からないなら、仕方がない」

「うぅっ」

　もっと責められるかと思いきや、さっぱりした殿の反応に小花の胸は絞しぼられた。

「なんだ、どうした、新宮さん!?」

「いや、ちょっと、持病の差さし込こみが……」

「大丈夫か!?　病院へ行くか!?」

「大丈夫です、このまま何事もなく一週間経たてば治ると思うので……」

　これ以上殿を騙だまし続けるのも気が引ける。征宗がさっさと百ゆ合り香かに決めてくれたなら、猿さる芝しば居いも必要がなくなるのだ。うつむき加減で罪悪感をごまかす小花であるが、殿は殿で罪悪感を覚えているようである。

「新宮さんには本当に迷めい惑わくをかけて、申し訳ないと思っているんだ。一応恋こい人びと関係にあるんだし、俺おれにできることがあれば、なんでも言ってくれ」

　理り不ふ尽じんな脅おどしをかけてきたくせにコレである。殿さんはやっぱりいい人なんだよなぁ、だから征宗様に勝てないんだよね……と思いながら、考えを巡めぐらせた。

　ここで椿つば姫きを推おすべきか？　とも考えたが、これだけ百合香しか見えていない殿である。今の時点で推しても効果は薄うすいと判断した。

「うーん、じゃあ、そこのカフェへ、一いつ緒しよに入ってくれません？　大丈夫ですよ、このへんは下校ルートから外れているので、誰だれかに見られる可能性は低いですから」

　殿の懸け念ねんを先んじて制し、小花は前々から気になっていたカフェ「マリンスター」を指し示した。マリンカラーで統一された爽さわやかな佇たたずまいのその店は、以前からひそかに気になっていたのだ。







「えっへっへー！　すごーい、パフェだ!!　ダイエット女子の敵、カロリーの暴力やでぇ!!　これは殲せん滅めつしないといけませんねえ!!　いただきまーす!!」

　フルーツとクリームでできたタワーに向かって、小花は張り切ってスプーンを振ふり上あげた。向かい側の殿は眼めの前まえに置かれたコーヒーのことなどすっかり忘れた様子で、あ然として小花の食べっぷりを見つめている。

「あ、言っておきますけど、あげませんから！　欲ほしかったら、殿さんのは自分で頼たのんでくださいね!!」

「い、いや、いいよ……むしろ俺のコーヒーをあげたいよ……もう腹がいっぱいだよ……」

「もう、殿さんってば意外に小食ですねえ!!　そんなだから征宗様に身長でも勝てない、いえなんでもありません!!　あーおいしい!!　はちゃめちゃにおいしい!!」

　先んじて胸焼けしている殿を放り出して、小花はひたすらにパフェの山を削けずりまくった。真っ白なクリームの上に散ったカラフルなチョコレートのスターは店名が由来だろう。見た目もメルヘンで大変よろしい。

　そりゃ御み堂どう家で出されるおやつのほうがお高いし味もよろしいが、この店のものだってなかなかだ。何より、シチュエーションがよろしい。

「う、うん、まあ、おいしいのはいいよ……でもさ、ちょっと、居い心ごこ地ちが悪くないか……？」

「え、どうしてですか？」

「ツレがいる人ばっかりじゃないか」

「ええ、だから殿さんと来たかったんですよ」

「マリンスター」は味もさることながら、一部では恋人たちの聖地などと言われているそうなのだ。殿の言うとおり、どの席もお熱い男女ばかり。大きなパフェを二人で挟はさみ、あーんし合う姿を一いつ生しよう懸けん命めい写真に撮とっている姿が目立つ。隅すみのほうの席を選んだとはいえ、殿は肩かたを縮こまらせてキョロキョロしている。

「大丈夫です、写真はいりません！　でも、仮にも彼かれ氏しという存在がいる状態で、ここに来てみたかったんですよね。夢が叶かないました、ありがとうございます!!　あーおいしい、着色料まみれじゃないチェリーはおいしいなぁ!!」

　大事に取っておいたチェリーを口に含ふくみながら感謝すれば、殿はもっと居心地が悪そうにした。

「あ、あのさ、もしかして、新宮さん……俺のことが好きで、本気で俺と付き合いたいから、わざと征宗のやつと百合香さんの帰る道を教えてくれないわけじゃあ、ないよな？」

「いえ全然違ちがいますけど」

「だろうな!!」

　帰る道を教えていないのは事実だが、理由は全くの見当違いである。即そく座ざに否定すると、殿はやけくそになった様子でコーヒーをあおった。

「うーん、でも、殿さんといるのが楽しいのは事実ですよ」

　早くも半分ほどになったパフェへ悲しげな視線を送りながら、小花は笑った。

「ただのごっこでも、征宗様や安あ芸きさん以外と、こうやってお茶するとか初めてなんで！　割と楽しいです」

「……そ、そうか」

　気まずそうに殿が視線を下げる。

「殿さんは私を利用してるだけだから、私も利用しても特に胸が痛みませんしね」

　芙ふ蓉よ子この面おも影かげを頭から追おい払はらいながら笑えば、殿は開き直ったように尋たずねてきた。

「そうか！　それはよかったなぁ!!　何か飲み物はいるか!?」

「謹つつしんでオレンジジュースをいただきます!!」

　どうせ個別会計である。たまには張はり込こもうと、小花は遠えん慮りよなく追加注文した。

「せっかくなんで、あーんとかしてもらってもいいですか？」

「……コーヒーで？」

「いえ、スプーンを貸してあげますから、このパフェの中身をすくって私にあーんしてください」

「あくまでパフェをくれる気はないんだな!!　あーん!!」

　キレ気味ながらも人のいい殿は、小花の言うとおりにあーんしてくれた。追加のオレンジジュースもすぐに用意され、ご機き嫌げんでパフェを食べ進める。やがてグラスの底が見え始め、ちょっとコーンフレーク多すぎじゃない……？　などと思い始めた時だった。

「あら、偶ぐう然ぜんね、お二人さん」

「マリンスター」に入ってきた百合香と征宗を見て、時が止まる。

「あっ……、百合香様」

「違うんだ百合香さん!!」

　殿が血相を変えて椅い子すから飛び上がった。

「何が違うの？　あなたたち、お付き合いしているんでしょう」

「そっ……、そう、ですが！」

「まあ、でも、こちらもお試ためし期間中って感じでして……」

　あっさりカウンターを決められた殿に代わり、小花がやんわりと体のいい設定を差し出す。百合香と征宗がどうなろうが、最終的には別れる自分たちだ。ここいらで前置きをしておいたほうがいいだろう。

「お試し期間ね。それにしては、楽しそうに見えるけどな」

　肩を竦すくめた征宗に、小花はおずおずと話しかけた。

「征宗様たちは、どうして……？」

「小花たちと同じだよ。あまり九く條じようの生徒が来ない店でお茶でも、って話していたら、自動的にね」

　当たり前といえば当たり前の回答をした征宗たちは、小花たちから少し離はなれた席へ案内された。征宗がごく自然に百合香の椅子を引いてやり、メニューを眺ながめ始める。

「僕ぼくもこのパフェにしてみようかな」

「でもそのパフェ、値段の割にコーンフレークが多すぎじゃない？　コスパが悪いわ。生のフルーツは原価が高いの、こっちにしましょう」

　小花が頼んだのと同じパフェを、百合香は速すみやかに却きやつ下かした。

「ううっ、どうしよう、誤解は解きたい……だが、百合香さんが征宗にあーんなんかしたら、絶対に止めなければ……!!」

　葛かつ藤とうする殿が結局席を立たないので、小花は二杯はい目のオレンジジュースを注文した。なお、百合香も征宗も別にあーんはしなかった。







　殿との登下校を始めて五日経った日は日曜日だった。当然学校は休みであり、殿と登下校をすることもないのだが、彼とは別の場所で顔を合わせることになった。
















「やあ、殿。君も一人で来ていたのか」

「……まあな」

　ハイクラスホテルの広間を借り切って行われる、大だい徳とく寺じ家主しゆ催さいのパーティである。高校生同士とはいえ、オーダーメイドと思おぼしきスーツでキメた征宗は、似たような格好の殿へ笑え顔がおで挨あい拶さつをした。

　題目は懇こん親しん会なのだが、今日はそれぞれの両親は来ていない。高校生とはいえ、征宗たちは三年生。そろそろ一人前扱いされ始めた彼かれ等らは、華はなやかな場所でも親に頼たよらぬ振ふる舞まいを求められつつある。宗むね広ひろも別の用事があるらしく不在だった。

「こんにちは、征宗くん、ついでに小花さんと殿くん。来てくれて嬉うれしいわ」

　そこへやって来たのがホステスを務める百合香である。順位づけはあからさまであるにせよ、シックにドレスアップした彼かの女じよから声をかけられた殿は早くも感かん極きわまった様子だ。

「あっ、百合香さん！　なんとお美しい……!!」

「ありがとう。殿くんもすてきよ？　征宗くんには負けるけど」

　相変わらずはっきりしてるぅ。ひっそり考えている小花へも、百合香は話しかけてきた。

「小花さんも可か愛わいいじゃない。私には負けるけど」

「えへへ、ありがとうございます！」

　最近新調してもらったワンピースは自分でもお気に入りなのだ。元より百合香に勝つ気もない身としては、褒ほめられたと受け取っておくべきだろう。前向きに感謝すると、百合香は笑ってまた頭を撫なでてくれた。

「お世辞じゃなくて、本当に可愛いのよ、小花さん。普ふ段だんからもっと、おしゃれをすればいいのに。あなたってセンスは悪くないのに、いつも身だしなみがいいレベルに留とどめているように見えるわ」

「……えへへ」

　造花の花飾かざりの感かん触しよくまで蘇よみがえりそうになり、曖あい昧まいに笑ってごまかす小花から、百合香は征宗へと視線を移した。

「さて、そろそろお友達期間は終わりだと思っていいかしら？　征宗くん」

「確かにお互たがいのことは、いろいろと知ることができたね」

　穏おだやかに受け流す征宗であるが、百合香はそろそろケリをつけたいのだろう。さらに一歩押おしてきた。

「丁度いい機会でしょう。今日はうちの父に挨拶をしてほしいの。ちょっと待っていてちょうだい」

　そう言って歩き出した百合香は、程ほどなく恰かつ幅ぷくのいい男性を連れて戻もどって来きた。顔立ちは娘むすめとあまり似ていないが、オーラというか、ギラギラと生気みなぎる存在感には百合香と共通点のあるこの男性が、大徳寺総そう三ぞう。大徳寺家を代表する人物である。

「久しぶりだな、征宗くん」

「ああ、大徳寺さん。こんばんは。本日はお招きいただきまして、ありがとうございます」

　征宗がそつなく挨拶をすると、総三はにんまりと笑った。

「君が真ま栄え城じろ家のお嬢じようさんではなく、うちのじゃじゃ馬を気に入ってくれたようで、嬉しいよ」

　おっと、父親とタッグを組んで、一気に寄り切るつもりですね百合香様!?　いいぞー、やっちゃってくださーい!!　心の中でエールを送る小花であるが、総三が意外なことを言い出した。

「いやあ、本当にありがたい。だがね、征宗くん。うちの百合香と結けつ婚こんするなら、君が婿むこ養よう子しに来てくれるのが前提だからな？」

　へっ、という声を小花はギリギリで飲み下した。征宗もちょっと驚おどろいた顔をしながら彼の言葉を聞いている。百合香も珍めずらしく虚きよを突かれた表情をしていた。

「ちょっと、お父さん」

「お前は黙だまっていなさい、百合香。だって、そうだろう？　次男とはいえ、御堂の子息を婿入りさせるのは難しいだろうが……」

「……そうですね」

　征宗が慎しん重ちように相あい槌づちを打つと、総三はフン、と鼻を鳴らした。容易に婿入りできない、要するに御堂のほうが大徳寺より格上だと暗に認めたからである。

「うちの百合香は、女である以外は完かん璧ぺきなんだがなぁ……母親が女腹であることを、先に調査させておけばよかったわ。それもあって、婿には完璧な男を望んでいるのでね。君が婿入りしてくれないなら、諦あきらめるしかない」

　さも残念そうにつぶやいた総三は、これみよがしに殿へ視線を送った。

「だから百合香、以前から言っていただろう？　紀のり之ゆきくんにしておきなさいと。殿の家の息むす子こなら、わしがうまく交こう渉しようすれば婿入りしてもらえる。そうすれば女のお前でも、大徳寺をもっと高みへ連れて行ける」

「……そうね、お父さん」

　表情を消し、言葉少なにうなずいた娘の胸中など、何も感じてはいないのだろう。総三は能天気に笑った。

「女だてらに小こ賢ざかしく考えず、わしの言うことを聞きなさい。なあ、紀之くんもずっと、百合香を憎にくからず思ってくれているのだろう？」

「え、ええ……それは、以前から申し上げているとおり……」

　殿も百合香の父とは面識があるらしい。だがこれ程、いろいろな意味で露ろ骨こつな話をされたのは初めてなのだろう。想おもい人の父親を前にしているにしては、ひどく顔が引きつっている。

　一方の総三は、殿の胸中にもさほど何も感じていないというか、そもそも何かを感じ取るつもりがないようだった。

「そうだろうそうだろう。殿と大徳寺で力を合わせれば、御堂の天下もひっくり返せるかもしれんぞ!!　おっと、これは失敬？　征宗くん」

「いえ」

　征宗はいつものように、ごく穏やかに笑って受け流した。

「確かに、大徳寺と殿に手を組まれては、御堂もうかうかしていられないですね。どうぞお手柔やわらかに」

「ははは、そちらこそな!!」

　満足したのか、単に他に挨拶すべき相手を見つけたのか、総三はそのまま去って行った。父に代わって百合香が残された面々に頭を下げる。

「──ごめんなさいね、いろいろと」

「い、いえ……」

　いろいろな意味で、どう反応すべきなのか。身を縮こまらせてうつむく小花の横で、征宗も肩を竦めている。

「真栄城家と噂うわさが流れた仕返しかな？　ずいぶん当たりがきついというか……露骨だね」

「結婚の話が、現実的になる年ねん齢れいになったからでしょう。でも、父は私が生まれた時からずっと、ああいう時代錯さく誤ごな調子だったわ」

　常にクールな百合香にしては、切ない感情のこもった言い方だった。殿がはっとして何か言い出す前に、彼女は苦く笑しようする。

「言っておくけれど、私は父を尊敬しているのよ。あの傲ごう慢まんさと人を人とも思わぬ性格が、大徳寺をここまで押し上げたのは事実だもの」

　家格による後うしろ盾だてがない以上、個人の資質に依よるところはどうしても大きくなる。傲慢ゆえに成功したのか、成功したから傲慢になったのかは、小花には分からない。人を人とも思わぬ性格を隠かくした名家の次男坊なら、よーく知っているが。

「なら実績を示すしかない。私が大徳寺を頂点に導くわ。そして父に、少なくとも私への父の考えが間違っていることを証明してやる。そのために、征宗くんの力が必要なの」

　きれいに着地させた百合香の眼が動く。おっここで、殿さんにだめ押しをする気だな!?　と身構えた小花だったが、百合香の目標は別だった。

「だから、きっぱりと諦めてちょうだいね、釈しや迦か院いんさん。私は絶対に、譲ゆずる気はないわ。そもそもいわゆる『三人娘』にあなたが含まれているのも、征宗くんの温情であることは分かっているはずよ。あなたの家と結ばれることに、御堂側のメリットはないのだもの」

　この間は招待されていなかった釈迦院椿姫の着物姿がそこにあった。総三の言動は想定外だったように思えるが、椿姫を呼びつけておいたのは、今日完全にとどめを刺す気だったからだろう。

「……存じております」

　白い襟えり巻まきを巻いているせいか、椿姫の顔は一層青ざめて見えた。安芸からちょこちょこと報告を聞いているが、椿姫はやはり百合香のあふれる行動力について行けず、ただ悲しげに事態を見守っているだけだという。

「お嬢様」

「いいの、恵え比び寿す屋や。行きましょう」

　常に椿姫に付き従っている青年が進み出ようとしたが、主に止められて無言で引き下がった。相も変わらず名前負けも甚はなはだしい、完全なる無表情であるが、その眼にはどこか張はり詰つめた空気が漂ただよっている。

「のっけから白けさせてしまってごめんなさい。今日のところは、釈迦院さんの件だけを収しゆう穫かくとするわ。返事はまた聞かせてね、征宗くん」

　父親のあの反応では、さすがの百合香も今日から本交際スタート！　とはいかないようである。椿姫とは逆方向に、百合香も去って行った。殿が慌あわてて後を追った。







　後を追っていった殿であるが、特に何ができるわけでもなく、ただじっとホステス役を務める百合香の様子を見ているしかできなかったそうである。総三に散々「娘」であることを公然と貶おとしめられていても、じっと。

「やっぱりストーカーなんじゃ……」

　パーティの日の翌日の放課後、小花は一人で下校しようとしていた。昨日のアレコレを引きずっているらしく、殿からは状じよう況きようの説明に加え、「しばらく一人で帰るよ」との連れん絡らくが入っている。

「……そうだよね。百合香様のお父さんの尻しり馬うまに乗って、自分を売り込めるほど、殿さんは神経が太くないし……いや、私としても売り込んでもらっちゃ困るんだけど……」

　小花としては、もちろん強ごう引いんに百合香エンドといってもらいたいが、総三があの調子ということを考えると征宗がまた嫌いやがりそうだ。昨日は周りに人がいる状態で家まで送ってもらったので、征宗の本音を聞けていないのだが、少なくとも喜ぶ要素はなかったはず。征宗は一応、今日も百合香と帰るそうだが、昨日の今日で態度を翻ひるがえすのも「優やさしい征宗様」らしくないと考えている可能性が高い。

「いや……征宗様のことだから、百合香様のお父さんみたいな人へ嫌がらせできると考えれば、むしろ加点ポイントに……？　それに婿入りは、征宗様にとっても……げぇ」

　ブツブツ言いながら美しい中庭を抜ぬけようとしていた小花は足を止めた。間の悪いことに、そこには椿姫がいたのだ。

　どうしよう、果てしなく気まずい。ここはかるーく挨拶だけしてスルーでいいよね？　そもそも挨拶もせず、気付かないフリでオッケー？　いやでも、征宗様の妹分として、すれ違う人にはいつもニコニコご挨拶は欠かせないし……

「……あら、新宮さん。ご機嫌よう」

　迷っている間に、椿姫のほうから声をかけられてしまった。これはイイコの小花ちゃんとしてはスルーできない。挨拶だけでご勘かん弁べんを……！　と願いながらまともに椿姫を見た時、あることに気付いた。

「……恵比寿屋さんは？」

　いつも影かげのように椿姫の側そばにいる男の姿が、どこにもないのだ。椿姫も小花の疑問に気付いたのだろう。儚はかなく笑って、

「実は昨夜、恵比寿屋は出て行きました」

「え？」

「私が征宗様と結婚する可能性はないと判断したのでしょうね。……見限られてしまいました」

「……ひゅえ？」

　自分でも聞いたことのない声が喉のどから漏もれた。絶句している小花を見つめ、椿姫は情けなさそうに眉まゆを下げる。

「御堂からの援えん助じよを受ける可能性を失った釈迦院に、これ以上仕えていても仕方がないと言われてしまって。当然ですよね。私だって、生まれ育った家でなければ、投げ出してしまいたい」

　椿姫は九條大学へ進学しない。そんな噂が流れていることは小花も知っていた。「クルクル」するたびに、この時期になると必ず耳じ朶だを不快にくすぐり始める噂だった。

　正確には進学しないのではなく、できないのだ。入学金その他諸もろ々もろの、進学にかかる金が用意できないという。鹿ろく鳴めい館かんを思わせる典てん雅がな屋や敷しきは複数の抵てい当とう権を打たれており、債さい権けん者同士で早くも駆かけ引ひきが始まっているとか。

「余り物同士、殿さんとでも結婚できれば、恵比寿屋も帰って来てくれるでしょうか……」

　細い指先をぎゅっと握にぎり締しめて独りごちた椿姫は、懸けん命めいに微ほほ笑えんでみせた。日本人形めいた彼女の容姿は、悲痛な微笑みによって皮肉な美しさを放つ。

「……変なことを言ってごめんなさい。殿さんにも失礼ね。ご機嫌よう、新宮さん」

「あ、は、はい、ご機嫌よーう……」

　つられて笑顔を作ったものの、顔が引きつっていることが自分でも分かった。

　よっしゃ、じゃあ殿さんはどうですか！　とウキウキ売り込めるほど厚こう顔がんになれない。しょせん小花も殿と同レベルの小市民なのだ。地じ獄ごくまでお供してくれそうな家永がいる芙蓉子の友達の座を蹴けったのとはレベルが違う。

「……全然ご機嫌よくない……つらい……」

　精神的なものだけでなく、胃まで痛くなってきた。これでは帰りにコンビニで買い食いして気分転てん換かん、ともいきそうにない。

「私が征宗様と結婚するルートの時って、三人娘はどうなるんだっけ……？」

　思い出しかけて、慌てて首を振る。

「い、いや、だめだめ！　いいの、これでいいの!!」

　椿姫には悪いが、征宗はこのまま百合香と結婚してほしいのだ。余計なことを考えまいと、小花はダッシュで御堂邸ていへ急いだ。







　勢いよく帰って来たものの、征宗は百合香と下校である。彼がいないと宿題の中身が分からないので、とりあえず掃そう除じをすることにした。

「やったらやったで、また後で掃除しろって言われた時に苦しむ可能性はあるけどねー。でも、何もせずにぼーっとしてると、時間の空費を怒おこられるからねー……」

　スマホを確かく認にんしてみても、連絡が来ている様子はない。百合香が一緒であるため、小花からの連絡も差さし控ひかえている。

「椿姫様については、もうご存じかもしれないし。でも、さすがにそれはないかなぁ」

　ハタキをかけながら自問自答していると、部屋の扉とびらが開いて安芸が顔を出した。

「あ、小花ちゃん、征宗様は……、例の子と一緒か」

「そうですね。でも、そろそろ帰ってくると思いますよ」

　ハタキがけの手を休めずに答えると、安芸は何やら神しん妙みような表情である。

「……小花ちゃんは、この時間に帰ったってことは、今日は一人なんだね。例の彼氏と一緒じゃなくて」

「殿さんのことですか？　ええ、そうです。昨日のことが、いろいろとショックだったみたいで……まあ、なんていうか、生なま臭ぐさい話でしたもんね」

　殿に同情しているのかと思ったが、安芸がしたいのはそういう話ではないようだ。

「あのさ、小花ちゃん。小花ちゃんは、本当にこれでいいの？」

「やー……そりゃ、あっちこっち角が立ってるのはヒシヒシと感じてますけど……」

　現実から眼を逸そらしたいのはやまやまであるが、今さら芙蓉子ルートへ戻ることもできないのだ。小花の幸せのためには、征宗にはなんとか百合香を選んでもらいたい。

「でも、芙蓉子様でなければ百合香様。安芸さんだって、そう言ったじゃないですか」

「え？」

　戸と惑まどう安芸を見て、一いつ瞬しゆん血の気が引いた。やばい、それは一番最初の「クルクル」の前だ。妙な雰ふん囲い気きに当てられて、記き憶おくが混同してしまったようだ。

「い……言いました！　言いましたもん!!」

「言ったかな!?　そうかな!?　そうかもしれないな!?」

　小花の勢いに負けた安芸は動どう揺ようしつつ引き下がった。押しに弱い彼らしい行動だが、その瞳ひとみにあるどこか張り詰めた、先日恵比寿屋の眼に見たのと似た光は消えていなかった。

「でも、こうやって三人娘と次々付き合ってみている征宗様を見ていたら、気が変わってきたよ。だから小花ちゃん……あ、おっと、ごめん」

　シリアスな空気を漂わせていた安芸だが、スマホの呼び出し音に気付いて慌て始めた。

「はい、安芸です！　申し訳ありません、ワンコールで出られなくて、え、え」

　どうやら相手は征宗である。ワンコールで出るよう躾しつけられているのは小花も同じだ。私に先にかけてたってことはないよね？　と心配になってスマホを取り出したが、幸い着信履り歴れきはなかった。ホッとしたのも束つかの間ま、安芸が硬かたい声で小花を呼ぶ。

「……小花ちゃん。殿くんが、恵比寿屋さんに刺されたそうだ」

「はぁ!?」

「正確に言うと、百合香様を狙ねらった恵比寿屋さんから庇かばおうとした殿くんが刺されたらしい。車を出してくるから、そこにいて」

「えっ、いや、私も……！」

　反射的に同行を申し出ようとして、思おもい止とどまる。「クルクル」ができる以外、小花はただの高校生なのだ。事件現場へ行ったところで何ができるのか。

「征宗様は……無事なんですよね？」

「無事だよ。殿くんも大した怪け我がではないらしいし、恵比寿屋さんも放心状態で暴れる様子はないそうだ。ただ、公おおやけにしたくないので、取り急ぎここへ連れて来るって。それじゃ！」

　僕が眼を離した隙すきに、などと、今さらの後こう悔かいは後回しでいいと判断したのだろう。小花が最も欲ほつしている情報だけを的確に教えると、安芸はそのまま征宗の部屋を出て行った。







　一時間後、戻って来た安芸は征宗その他三人を連れていた。少し青い顔をした殿は制服の上着を脱ぬぎ、右の二にの腕うでを押さえている。白いシャツに血の色がぞっとする程鮮あざやかだ。

　顔色は悪いものの、怪我の場所といい、しっかり自分の足で歩いていることといい、命に別状はなさそうだ。安あん堵どの息を吐はく小花であるが、冷静に考えて冷静になるのはまだ早い。最低最悪の事態を避けられただけなのだ。最悪の事態は続行中である。

　殿の様子に釘くぎづけの小花へ、征宗が柔らかい口調で言った。

「小花、応急処置はしてあるが、ちゃんと手当てをしてやってくれるかい」

「あっ、は、はいっ！」

　いけない、しっかりしなければ。小花は慌てて安芸が持って来た救急箱に飛びついた。シャツごと二の腕がすっぱり切られている様子から見て、ナイフか何かを使った犯行と思われた。大きな血管を傷付けている様子はないので、出血も思ったより少ないのが幸いだ。

「あなたが釈迦院の家を出たと聞いてから、薄うす々うす、こうなるような気はしていた。予想よりだいぶ早かったけどね」

　せっせと止血をしている横でつぶやいた征宗は、捕とり物騒さわぎのせいか、こちらも上着を脱いでいる。いつもきれいに整えられている髪かみが少しだけ乱れていた。静かな瞳が、うつむいて動かない恵比寿屋を捕らえる。

「多少の時間を置いたとはいえ、あなたが釈迦院家と深い付き合いがあることは明白だ。どうせ狙うなら、せめて一年ぐらいは待つべきだったね」

「──それじゃあ、あなたは、大徳寺の娘と結婚してしまうだろう」

「……そうですね。その可能性はある」

　征宗が首しゆ肯こうすると、恵比寿屋は情けなさそうに笑った。表情筋を動かし慣れていないらしく、いかにもぎこちない、どこか椿姫に似た痛いたましい笑えみだった。

「分かっているんだ。馬ば鹿かなことをしているとは……だが、自分を、抑おさえきれなかった」

「……恵比寿屋さん……」

　下の名前も知らない男である。彼がどんな思いで傾かたむきかけた家の令れい嬢じように仕えてきたのか、小花は知らない。知ろうとしていなかった。彼が全てをなげうって守ろうとしていた椿姫は小花にとって、花はな嫁よめ候補その三でしかなったからだ。

「どうする、百合香さん、殿」

　静まり返った室内に響ひびく征宗の声は、極きわめて落ち着いている。

「狙われたのは百合香さんで、怪我をしたのは殿だ。二人の判断に任せる」

「なっ、征宗！」

　焦あせった声を上げた殿は、その拍ひよう子しに傷が痛んだらしい。顔をしかめる彼を尻目に、百合香が口を開いた。

「私の判断は、征宗くん次し第だいよ」

　謎なぞめいた発言に、さすがの征宗も一瞬演技ではなく戸惑った顔をした。それを見て百合香はやんわりと瞳を細め、

「中ちゆう途と半はん端ぱな希望を残しているから、こうなったの。どう？　そろそろ、私と付き合ってくれるのか……いえ、結婚してくれるのか、はっきり返事をくれない？」

「百合香さん！」

　また殿が悲鳴を上げた。痛みが意識から飛んでいるようだが、先ほど以上に反射で体を動かしたのだろう。巻いたばかりの包帯に、じわりと血がにじむ。

「言ったでしょう、殿くん。私はこういう人間だって」

　殿を振り返りもせずに断言した百合香は、征宗に促うながすような視線を向けた。

「返事は明日するよ」

　百合香同様、落ち着き払った態度でうなずいた征宗は安芸に眼をやった。

「安芸、恵比寿屋さんは今夜、君の部屋に泊とめてやってくれるか」

「ふえええ!?」

「大事にしたくないんだ。もちろん武器はちゃんと取り上げてあるし、手足を拘こう束そくぐらいはしていい」

「う、あ、はい……征宗様が、そうおっしゃるなら……殿くんは？」

「……転んで怪我をしたと、家の者には伝える予定です」

　ちらりと百合香を見て、殿は言った。この間から彼は転んで怪我をしたことになり過ぎだと思うが、他にこれといった言い訳もあるまい。家族に鈍どんくさいと思われなければいいのだが。

「じゃあ、恵比寿屋さん、案内します。百合香様と殿くんも家まで送らせますよ。征宗様は、小花ちゃんと少しお休みください」

　咳せき払ばらいした安芸が仕切り始めたが、最後にちゃっかり征宗と小花を二人きりにしようとしてきた。その意図は見え見えだったが、小花も征宗と二人きりで確認したいことがある。何食わぬ顔でうなずく様を、百合香は静かに観察していた。
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　四人が出て行き、室内の人口密度が一気に下がった。慎しん重ちように足音が遠ざかるまで待っていた小こ花はなは、ふうっとため息を零こぼした征まさ宗むねを気き遣づかわしげに見つめた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　征宗様」

「ああ、俺おれは問題ない。ストーカーもたまには役に立つな。人目につかないルートを歩いていたので、目もく撃げき者もいない。もっとも、だからこそ狙ねらわれたんだろうが」

　昨日の出来事でモヤモヤを抱かかえていた殿とのが単独で征宗たちの下校を尾び行こうし、ついにルート確定に成功。時を同じくしてやって来た恵え比び寿す屋やと鉢はち合あわせ、凶きよう行こうを防いだという状じよう況きようのようである。

「本当ですか？　でも、征宗様は、こういうシーンで人を庇かばって怪け我がをして点数を稼かせごうとする人ですし……、あいたッ」

　疑わしげな眼まな差ざしをした小花が征宗の体調を確かく認にんしようと手を伸のばすが、すげなくデコピンで撃げき退たいされる。その動きは俊しゆん敏びんそのもので、怪我を隠かくしている様子はなさそうだ。

「事あるごとに俺を庇って点数を稼ごうとするのはお前だろうが。全く、鈍どんくさいお前と帰っている時ではなくてよかった」

　ある程度予測はしていたにせよ、征宗にとってもショッキングな出来事ではあったようだ。ため息をつく彼かれの顔は、本気で疲つかれているようだった。

「殴なぐられるならまだしも、刺さし傷きずはそう簡単に治らない。腕うでなら目立たないが、顔だと特にな」

　そこで小花は、違い和わ感かんに襲おそわれた。

「……あれ？」

　今のやり取りは、何かおかしくないだろうか。

「征宗様。今、変なことを言いませんでした？」

「お前が妙みようなことを口走るのは毎度のことだろう。家いえ永なががゴールデングレートと連呼するようになって、芙ふ蓉よ子こが困っているらしいぞ。詫わびに一度連れん絡らくしてやれ」

「そうじゃありません！　そうじゃなくて……」

　時々何か言いたそうな顔でこちらを見ている芙蓉子のことは脇わきに置く。鼓こ動どうが速い。なんだか喉のどが渇かわいてきた。

　追つい及きゆうしないほうがいいのかもしれない。勘かん違ちがいかもしれない。しかし、征宗が見せた小さな隙すきを放置すれば、もしかすると、また。

「殴られるならまだしも、っておっしゃいましたけど、私が殴られたことなんかありましたっけ？」

「相変わらず物覚えが悪い女だな。この間、殿が自分で自分を殴った時も、あいつが俺を殴ると勘違いした時も、百ゆ合り香かや俺を庇おうとしただろう。忘れたのか？」

「あ、そういえばそうでしたっけ」

　直前の恵比寿屋のことなどが衝しよう撃げき的すぎて、本当に記き憶おくが飛んでいた。素で聞き返せば、征宗はげんなりした顔をした。

「ですけど、征宗様みたいに本当に殴られたわけじゃあないですもん」

「俺はいいと……」

　数秒の間が空いた。小花がごくり、と喉を鳴らす音がやけに大きく聞こえる。

「……今」

「お前と同じだ。単に忘れていた」

　少しだけ早口になった征宗は、それ以外に不ふ審しんな動作をしなかった。手で顔を触さわって隠そうとするなど、典型的な噓うそをつく時のしぐさはない。

　当たり前だ。そう教えてくれたのは征宗である。

「そうですか？」

　努めてゆっくりと、慌あわてず騒さわがず、引き下がらず、小花は彼に詰つめ寄よっていく。

「征宗様はとってもとっても優ゆう秀しゆうです。そして、私にだめ出しする機会を見み逃のがさない人です。私が覚え違いをしていることなら、まずそこに突つっ込こむことを忘れない人です」

『こういうシーンで人を庇って怪我をして点数を稼ごうとする人』。小花が妄もう想そうでそんなことを口走れば、間違いなくデコピン、よくても皮肉の一言や二言いただくところだ。

　そうされなかったのは、征宗も覚えているからだ。百合香たちを巻まき込こむまいとして、殿の拳こぶしを受けたことを。今現在の彼は知るよしもない、「クルクル」によって巻まき戻もどされた時間のことを。

「なまじ記憶力がいいだけに、忘れたふりをするのって、余計に難しいんじゃないですか。知ってます？　人間って自分が体験したことをないものとして振ふる舞まうのが、すごーく難しいんですって」

「……知っている。それをお前に教えたのは、俺だからな」

「ええ。今回じゃなくて、以前に『クルクル』した時にですけどね」

　そこまで言ったところで、小花はじっと征宗の顔を見つめた。「クルクル」という単語についての突っ込みはない。デコピンも来ない。

　──まさか、芙蓉子も「クルクル」ができるのでは？　そう疑ったことを不意に思い出した。推理の方向性としては、ある意味正しかったのだ。

「ここまでか。実は俺にも、お前と同じような能力がある」

「諦あきらめも解説も早い！」

　もうちょっと粘ねばられるか、時間を置かれるかと思いきや、さすが征宗である。ボロを出してしまったと悟さとれば、展開は早かった。

「御み堂どうの人間には時折出る力だ。親や兄貴には出なかったが、俺に出た」

　征宗にしかできない仕事があると言った、宗むね広ひろの言葉を思い出す。

「えっ……じゃあ、征宗様も、何か嫌いやなことがあったりすると、自動的に……？」

　ならば本日の件で恵比寿屋の兇きよう刃じんが征宗に向かうようなことがあっても、最悪「やり直し」で済んだのか。ちょっとホッとした小花であるが、征宗は首を振った。

「俺の力はお前のように、きっかけがないと発動しないお粗そ末まつなものじゃない。意図して『やり直す』ことが可能だ。この能力によってミスを回かい避ひし、御堂は不動の地位を築いてきた」

「へー、便利ですねぇ……」

　それなら毎回結けつ婚こん式しき直前まで行かずとも、ヤバいルートに入ったと思ったら、とっとと撤てつ退たいできるわけだ。思わず感心する小花に、征宗は軽く鼻を鳴らす。

「そもそも御堂が、どうしてお前たち新にい宮みやの人間を庇ひ護ごしたと思っていた？　俺たちはボランティアでそんなことをしたんじゃない。俺たちと似たような能力者を囲かこい込こみ、余計なことをさせないためだ」

　あ、と小さな声を出した小花は、しばし固まった。

「な……なるほど！　そうか、だから、征宗様はいつも私と結婚するルートを……あれ？　なんで？」

　途と中ちゆうでおかしな点に気付き、自分でノリツッコミしてしまった。

「なんで、お前が『クルクル』とやらをしているか分かったか、か？　簡単な話だ。違う時間軸じくから来た人間は、俺の眼めには光って見える」

「クルクル」するとキラキラするわけだ。しょうもないことを考えている小花を、征宗はじっと見つめた。

「とはいえ、俺もお前が過ごしてきた全てが把は握あくできているわけじゃない。普ふ段だんの態度や勉強の進行具合などである程度判断はできるが、この際だ。全てしゃべってもらうぞ、小花。お前たちに無む闇やみな時間軸移動をされると、どこに影えい響きようが出るか分からんからな」

「そ、それはいいんですけど……あの、その前にお聞きしたいことが！　なんで私と結婚したいんです!?」

「……俺の話からそれぐらい推測しろ。お前がこれ以上勝手な真ま似ねをしないように、見張るためだ」

　わずかにためらいを見せた征宗に気付き、逃にがすまいと小花は畳たたみかけた。

「征宗様の説明から推測した上で、疑問を感じたから聞いてるんですよ!!　それが分からない征宗様じゃないでしょう!?」

　新宮を囲い込むために結婚するならば、小花よりもっと前の代から血族として取り込んでいただろう。しかし現在まで、新宮家は召めし使つかいのような立場で残されている。手元には置きたいが一族に加えるつもりはない、その意図は明らかだ。

「どうして……、都合のいい花はな嫁よめぐらい、征宗様なら、もっと簡単に探すか作るかできるでしょう？」

　芙蓉子も百合香も椿つば姫きも、小花などより遥はるかに恵めぐまれた花嫁素材だったではないか。それぞれに問題はあるにせよ、征宗が本気を出せば、小花をわざわざ花嫁にするより楽だったはずだ。

　戸と惑まどう小花に答える征宗の眼は静かだった。

「それでも、お前を選ぶしかないんだ。俺と結婚しないと死ぬんだからな」







　その後のやり取りを、小花はよく覚えていない。

　気付けば家に帰って自分の部屋にいた。途中で宗広に声をかけられた気がするが、ロクに返事もせずにスルーしてしまった。申し訳ないと思う気力すらない。

　ベッドにぼーっと寝ね転ころがって、見慣れた天てん井じようを見上げる。時折ベランダのほうを向いては、のろのろと眼を戻した。

　恵比寿屋はどうなるのか。殿は、百合香は、椿姫は。彼かれ等らのことも考えなければいけないと思っていたはずなのに、意識がまとまらない。征宗の能力や自分たちの家についても聞きたいことは山盛りなのだが、どうしても集中できない。

　脳内で繰くり返かえされるのは、征宗が口にした理由だけ。殿の服を染めていた血の鮮あざやかさが眼裏から離はなれない。

「……そっか。征宗様と結婚しないと死ぬんだ」
















「小花、ご飯よー」

　階下から母の呼び声が聞こえた。緩かん慢まんに身を起こしながら、虚うつろにつぶやく。あらぬ方向に首の曲がった母の姿を、思い出しながら。

「だから、征宗様は……」







　翌日は祝日だった。征宗からの呼び出しがなければ、自由にしていいことになってはいるが、小花は御堂家へ行かなければならない。昨日征宗が言っていたのだ。今日、百合香へ返事をすると。

『だからお前はその前に、俺と結婚するかどうか決めろ』

「……ギリギリで思い出せてよかった」

　細かな記憶は飛んでいたが、長年の習性により、征宗の言いつけだけはどうにか思い出すことができた。いっそ忘れていたかったような気もするけどな、と現実逃とう避ひしたい誘ゆう惑わくを振り切り、すっかり顔かお馴な染じみになった使用人たちへ挨あい拶さつをしつつ征宗の部屋へ向かう。

「おはよう、小花ちゃん」

　道すがら安あ芸きが声をかけてきた。彼も征宗の部屋へ向かうところだったようだ。

「おはようございます、安芸さん。よかった、その調子だと、恵比寿屋さんに寝ね首くびを搔かかれなかったみたいですね」

「一応拘こう束そくはさせてもらったからね！　御堂に仕える者として、僕ぼくもちょっとは鍛きたえてるし。むしろ、食事をあんまりしてくれないから、あの人の体調のほうが不安だよ……早めに解決してもらわないと……」

「……そうですねぇ」

　恵比寿屋については百合香とのことがどうなるかによって、つまりは小花の答え次し第だいということで、安芸の部屋に留め置いてある。暴れる様子は皆かい無むで、逆に飛び降りでもしないかと安芸は不安そうだ。何かあれば椿姫に累るいが及およぶと言い聞かせてあるので、当面は問題なかろうが。

　そこまで話してくれた後、安芸は声をひそめてつぶやいた。

「聞いたよ、征宗様に、例のこと」

「まさか、安芸さんも……」

　勘かん繰ぐる小花に、安芸は結んだ髪かみがちぎれそうなほどに大きく首を振った。

「いや、僕にはその、君や征宗様みたいな力はないから！　説明はされたけど、正直半信半疑で……でも、僕が追いかけてるアニメのストーリーを終しゆう盤ばんまできっちり説明されちゃったんだよね。今のところ当たっちゃってて、だんだん見る気が失うせてくるかと思いきや、征宗様が絶ぜつ妙みようにボカしてくれたもんだから、答え合わせが楽しくなってきて」

「安芸」

「ぐぇっ」

　きらきらと眼を輝かがやかせて語り始めた安芸は、音もなく部屋から出てきた征宗に尻しつ尾ぽを引っ張られてつぶれた声を上げた。

「余計なことを言うなと何度言わせる？　さっさと部屋に入れ。小花、お前もだ」

「は、はい」

　急ぎ部屋に入った小花は、安芸を解放した征宗をじっと見た。

「──征宗様」

　窓から差し込む朝日をバックに、こちらを見つめるその顔は静せい謐ひつだ。王子様だと騒がれがちな征宗であるが、中身は天使面した悪あく魔まであることを小花は知っている。しかも「クルクル」の上位バージョンまで使えるんだよね？　ほぼ神じゃん。

　その神に死し刑けい宣告を言いい渡わたされたのだ。実は全然眠ねむれなかったせいもあって、後光を背負った姿は眼に痛いぐらいだが、大丈夫。流されない。気持ちは、まとまっている。

「あの、いろいろ考えたんですけど！　私やっぱり、死ぬまで征宗様の子分なんて嫌です!!　だから、たとえ死ぬことになっても、あなたとは結婚しません!!」

「は？　馬ば鹿かかお前は」

　間かん髪はつを容いれず一いつ蹴しゆうされたが、ここで挫くじけてなるものか。なんのために何回も何回も、ちょいちょい心を挫かれながら「クルクル」したっちゅーねん。

「ま、征宗様に、案外優やさしいところがあるのは分かってます。でも結局、私を都合よく利用したいからでしょう!?　そんなのごめんです、私はあなたが結婚した後、自由に」

「誰だれがお前が死ぬと言った？」

　心底馬鹿にした口調で言い返され、呼吸が止まる。視界の端はしで、安芸が苦笑いするのが見えた。

「……征宗様、が？」

　──それでも、お前を選ぶしかないんだ。俺と結婚しないと（俺が）死ぬんだからな。

「紛まぎらわしい!!」

　絶ぜつ叫きようする小花であるが、征宗は涼すずしい顔である。

「何が紛らわしい？　まさか俺がお前のために、お前と結婚するとでも？」

「う、うう……いや、そりゃ、おかしいと思いましたけど……」

　だからこそショックだったし、一晩迷ったんじゃん……とも言えず、唇くちびるを尖とがらせる小花に無情な言葉は降り注ぐ。

「とにかく、お前と結婚しないと俺は死ぬんだ。だから俺も、ここまで必死にお前と結婚するルートを守ってきたんだ」

　後光を背負ったまま、征宗が一歩踏ふみ出だしてきた。

「そんな顔をするな、俺だって不本意なんだ。しかし、何度も『やり直し』てきた結果、分かった。どうしてもこの法則は変えられない」

「だ、だって、征宗様は、意図して『やり直し』ができるんでしょう!?　別に私がいようがいまいが、死を避さけることぐらい」

「そうだ。意図してな」

　小花の抵てい抗こうを否定しない征宗であるが、その眼にはいまだ「馬鹿かお前は」と書いてあった。

「ただし、その分集中の時間が必要だ。お前たちのように自動発動するのではない分、どうしてもタイムラグが発生する。たとえばトラックがいきなり突っ込んできた場合、まず避けることはできない」

　では、恵比寿屋の兇刃が致ち命めい傷しようになった可能性も本当にあったのか。遅おそまきながら血の気が引いている小花を見下ろし、征宗は念押おししてきた。

「で？　どうなんだ。お前は、それでいいのか」

「よ……」

　ひくひくと頰ほお肉にくを波打たせながら、曲がった口くちの端はからうめき声を漏もらす。

「よくない、ですぅ……」

「だろう？」

　あふれんばかりの笑え顔がお。慈じ愛あい深ぶかいと称しようしてもいいその表情は、さながら全ての罪を赦ゆるす救世主のようだった。

　中身は自分の命を盾たてにして、花嫁奴ど隷れいエンドを強要してくる魔王ですけど！　ですけどね！　分かってるんですけどねぇ!!　最初からもっとストレートに言えっての!!　一晩悩なやむ必要なかったじゃん!?　ていうか、こんなに何回も「クルクル」する必要あった!?

「俺と結婚してくれるな？　小花」

「は、はい……」

　他に、何が言えるだろうか。安いドラマで追い詰められた犯人のように、小花はがくりとうなだれた。安芸のスタンディングオベーションが死ぬほどムカついた。







　それから一時間ほどしてやって来た百合香は、部屋に入った時点の空気である程度察したようだった。

「私じゃなくて小花さんと結婚を前提にお付き合い、か。まあ、そんな気はしていたわ」

「申し訳ない。実は僕、ずっと前から、小花のことが好きだったんだ」

　殊しゆ勝しように頭を下げる征宗の横で小花は頰の引きつりを必死に抑おさえているが、百合香の態度はさっぱりしたものだった。

「残念よ、征宗くん。私と添そい遂とげてくれるなら、愛人だってある程度は容よう認にんしてあげたのに」

　笑いながら視線を寄よ越こされて、小花は喉の奥おくでヒィと鳴く。むしろ百合香の案に乗りたいところであるが、結婚自体は私としなきゃダメらしいんですよね。百合香様を愛人とか、畏おそれ多おおいにも程があるし……

　ビクビクしている小花を見つめる百合香の笑顔は不思議と柔やわらかい。

「私たちみたいな冷血漢同士なら、うまくやれると思ったんだけど……人は自分にないものを求める、か。ベタなオチだけど、まあ仕方がないわよね。ベタすなわち王道、安定して売れる商品こそが商売を支えるのだし」

「……百合香さん……」

　複雑そうな声を出したのは、特に招待もしていないが勝手に来た殿である。

　条件反射で前に出そうになった小花の肩かたに、征宗がそっと手を置いて諫いさめた。分かっている、殿も無闇やたらと殴りかかったりするわけではないのだが、万一のことがあった場合、征宗は咄とつ嗟さの「クルクル」ができないのだ。

　もっとも殿の眼は、征宗など見てはいない。

「なら、……改めて、俺とお友達からいいですか!?」

　曇くもりなき眼で申し込まれ、さしもの百合香も一いつ瞬しゆん絶句した。

「……正気？　殿くん」

「だって、俺も新宮さんに一応振られた格好ですし、問題はないかと!!」

「あ、そういえばそうでしたね」

　征宗と付き合う、イコール彼とはお別れである。何度も「クルクル」して中学高校とやり直しておきながら、人生初彼かれ氏しだったのだが、すっかり忘れていた。

「君は本当に俺なんかどうでもいいんだな!!」

　素っ気ない相あい槌づちを打つ小花に少々傷ついた様子の殿であるが、なんとか立ち直って、

「……分かっています。俺じゃ、征宗には逆立ちしたって敵かなわない。百合香さんのお父さんだって、だからこそ俺がいいって言ったんだ」

　二重三重の屈くつ辱じよくを嚙かみ締しめる殿の眼は、それでも熱く輝いている。

「ですが!!　あの日幼よう稚ち園えんの砂場で、俺をいじめっ子から庇ってくれたのは百合香さん、あなただ……!!　自分も一いつ緒しよに泣きながら、俺のことばかり心配してくれた女め神がみ……」

　思い出して感かん極きわまったのか、彼の瞳ひとみからはボロボロと涙なみだがあふれ出した。

「……あの頃ころの私は、まだ子供だったのよね。損得というものが分かっていなかったから」

　百合香本人は苦く笑しようしているが、殿の熱さは損そこなわれない。

「だから俺は、あなたの願いを叶かなえるためなら、喜んで踏み台になります!!　どうか俺を使ってお父さんを油断させ、あなたの能力を存分に発揮してください!!　そもそも俺はずっと、俺よりあなたのほうが副会長に向いていると思っていたんです!!」

「あ、好きな子の踏み台になりたい気持ちは僕、ちょっと分かるってあいたぁ!!」

　余計な感想を口走った安芸が征宗に靴くつの先を踏まれて悲鳴を上げた。シリアスなムードが壊こわれるかと思いきや、百合香の眼が少しだけ潤うるんで見えた。

「……あなたが私に相応ふさわしくないんじゃなくて、私があなたに相応しくないのよ。でも……」

　長い髪をかき上げるしぐさに紛れ、さり気なく目元を拭ぬぐった百合香はいつもの彼かの女じよだ。

「私の負けね。いいわ、結婚を前提にお付き合いしましょう、殿くん」

「──うおおおおおっっしゃああああああいてててててて!!」

　高々と腕を突き上げた殿は、そこに怪我をしていることをまた忘れているようである。これで大徳寺の婿むこ養よう子しが務まるのか、ほんのり不安になった小花であるが、これだからこそ務まるのかもしれない。

「で？　釈しや迦か院いんはどうする？　征宗くん」

　一応振られた直後であるはずなのだが、何一つ変わらぬ口調で百合香が問いかける。

「御堂が救うのでは、ただのボランティア以外に意味のない活動だと話したよね」

　応じる征宗の語調も同じくで、相も変わらずビジネスパートナーのようだ。おそらくこの二人はお試ためし交際中も、終始この調子で話していたのだろう。

「でも、歴史のない大だい徳とく寺じであれば、ボランティアをやる価値はあるだろうね」

「そういうことね。御堂を手に入れられない以上、仕方がないわ。うちの父は人に恩を売るのが大好きだし、釈迦院家が下手なプライドを捨てるなら考えてあげてもいい。恵比寿屋さんにまで表向きは見限られたのだから、椿姫お嬢じよう様さまも、見み栄えっ張ぱりのご両親も、諦めてくれるでしょう」

「必要なら真栄城家も頼たよるといいよ。話は通しておくから」

「ありがとう。家永さんを通せば、芙蓉子お嬢様を操あやつるのも楽でしょう」

　しかもめちゃくちゃ話が早い。あれよあれよという間に二人の中で事はまとまり、百合香は笑顔で殿を振り向いた。

「さて、せっかくの休日だもの。デートに行きましょうか、殿くん」

「喜んで!!」

　瞳を輝かせて殿はうなずいた。小花はちょっぴりうなだれながら、凸でこ凹ぼこきっちり嚙み合った恋こい人びとたちを見送る。ええ、はい、知ってました。私と征宗様がくっつくと、三人娘むすめとその周辺も、それなりにうまくいくってことは……

「僕たちもデートでもしに行くかい？　小花」

「あははははははは、そおおおおですねええええええ」

　力ちから一いつ杯ぱい眼を逸そらしながら、小花は曖あい昧まいな相槌を打つのだった。







　誰か正気に戻ってくれないだろうか。小花のひそかな願いも虚むなしく、両家の親族は大変あっさりと二人の結婚にＯＫを出してくれた。そうだよね、もう三回も見た光景だわコレ。

　御堂の両親は、やはり宗広という家の跡あと継つぎが決まっているからだろう。大変あっさりとＯＫしてくれた。無論新宮家の両親は激しく動どう揺ようし、娘に直伝した「畏れ多い」を連発して回避しようとしたが、小花は知っているのだ。その手が通用しないことを!!

　死んだ眼をした娘が見守る中、穏おだやかながら一いつ切さい自分の要望を引っ込めない征宗によって、結婚前提のお付き合いならびに、今の時点から征宗の隣となりに部屋を用意されることが決まった。家具一式も揃そろっているので、荷物をまとめてしまえば数日で引ひっ越こし完かん了りよう。チンタラ時間稼ぎをしようにも、「もう四回目なんだ、もっと早くできるだろう？　お前の荷物は少ないしな」とチクリと刺さされてはお終しまいである。

「征宗様。私、決めました」

　九く條じよう学園中にも婚こん約やくの報は知れ渡り、百合香と殿が付き合い始めたという衝撃は一瞬で吹ふっ飛とんだ。もう撤てつ回かいは無理、結婚するしかねえ！　となってから一週間後、散々思い悩んだ末の放課後に、征宗の部屋へ飛び込んだ小花は決意表明をした。

「結婚はしましょう。そして私の『クルクル』で、征宗様を救いましょう。その後速すみやかに、スピード離り婚こんと参りましょう!!」

　かすかに眼を見張った征宗に、精せい一いつ杯ぱい胸を張って続けた。

「私と結婚すれば、征宗様は死なない。この条件は満たしますよね？　双そう方ほうの利害が一いつ致ちする、ベストの選せん択たくと判断しました!!　格差婚は明らかですから、すぐ別れたところで征宗様の経歴に傷がつくことはないかと!!　可能であれば結婚前にお救いし、結婚自体を回避したく思いますが!!」

「……なるほど」

　とんとん、と文机ふづくえの表面を指で叩たたき、征宗は平へい坦たんな声で問うた。

「俺の死を回避できるならいいが、具体的にどうする気だ？」

「決まっています。征宗様に死の危険が迫せまるその時！　私もお側そばにいて、かっこよく『クルクル』を発動!!」

「その必要があるか？」

「え？」

　きょとんとする小花に、その夫となる予定の男は説明してくれた。

「俺が死にかけることが分かっているなら、その時点で救えばいいだろう」

「いや、でも、私のは自動発動なんで……あ、でも、そのタイミングを征宗様に教えてもらえれば、四六時中一緒にいなくても済みますね」

「……それを本当に、俺が教えると思うか？」

　またきょとんとした小花を見つめる征宗の目は、馬鹿に冷たい。答えを与あたえてくれる様子はなかった。

　そのため小花は、思いついてしまった答えを恐おそる恐おそる舌に乗せなければならなかった。

「……死にたいんですか？　征宗様」

「まさか」

　鼻で笑った征宗は聞き返してきた。

「お前も、俺に死んでほしくないんだよな」

「も、もちろんです！」

「なぜだ？」

「それは……」

　やけに強い視線で見つめられた小花は、そっと床ゆかに眼を落とした。

「正直、征宗様には言いたいことも恨うらみも、それなりにありますけど、情も一応ありますし……御堂家でいただけるおやつは、やっぱりコンビニスイーツとは違うし……」

「──なるほど、な」

　うなずいた征宗は小花から眼を逸らし、何かの資料をめくり始めた。ちなみに一応大学受験が控ひかえているわけだが、受験勉強をしている様子は一切ない。小花以上の勉強貯金があるからだろう。

「なら、大好きな俺が死なずに済むよう、がんばれよ」

「ちょ、本気でヒントをくれない気なんです!?」

　焦あせった小花が取りすがったが、恐ろしい予感は当たった。学友たちにはどうやって征宗様を落としたのかと毎日聞きまくられ、征宗には「クルクル」と「クルクル」した時の経けい緯いや小花の行いについて尋じん問もんを受けているうちにどんどん時は流れ、婚約状態になってから一ヶ月はあっという間に過ぎ去った。

　それなのに、征宗は自分に訪おとずれる死について、何も教えてくれないのだ。

「……まさか安芸さんに刺されるとか、そういうのはないですよね……？」

　放課後、自分の家と呼ぶことにいまだ慣れない御堂家へ戻って来た小花は、婚約者（ものすごく慣れない）の部屋にいた安芸をジト目で見み据すえた。

「なぜ急に僕が容疑者に!?　そんな、やらないよ。恵比寿屋さんじゃあるまいし……!!」

　すっかり疑い深くなった小花に疑ぎ惑わくの眼を向けられ、安芸は際どいことを口にする。その恵比寿屋は椿姫に迷めい惑わくをかけてしまったと悔くい、釈迦院家に戻る戻らないで一ひと悶もん着ちやくあったものの、最終的には彼女の側仕えに返かえり咲ざいた。

『あの給料で釈迦院さんにお仕えできる者はいない。家は売らずに済んだものの、生活レベルが劇的に改善するわけじゃあないんだ。不心得者の手にお嬢様を渡したいのかい？』

　笑顔で征宗が脅おどしたのが、功を奏したようである。大徳寺と御堂の援えん助じよもあれば、釈迦院家を立て直すまでいかずとも、細々と生きていくことはできるだろう。

　ていうか、どうにかなるのだ。小花は征宗と結婚した先にある未来を知っている。椿姫と恵比寿屋が静かに寄より添そって暮らせる未来も知っているが、それでも征宗との結婚を回避するために、三度も「クルクル」したのだから。

　必死の努力は水の泡あわと消え、征宗とのハッピーウェディングルートに入ってしまった。しかし、その過程で知り得た真実を思えば、このルート自体は間違っていないのだ。後はいかにして、ルート分ぶん岐きをうまく使ってトゥルーエンドへ入るかである。

「そうですよね、安芸さんにそんな度胸は……はっ、まさか……宗広様……!?」

「小花ちゃん、落ち着いて。宗広様は確かにチャラいけど、あれで弟想おもいのいい人だよ？」

「そうそう、俺は弟想いのいい兄ちゃんだぜ、小花ちゃん。そして義理の妹想いのいい兄ちゃんにもなるつもりだ」

　ノック抜ぬきでひょいと部屋に入ってきたのは、本日も征宗を伴ともなって出かけていたはずの宗広である。途と端たんに小花ははっとした。

「征宗様は!?」

「心配ない、あいつは無事に帰って来ているぞ、小花ちゃん。親おや父じに今日の報告をしているだけだ」

　御堂の当主自体はすでに宗広へと変わっているが、宗広の年の若さとチャランポランに見られがちな性格のためか、兄弟の父親が細かな報告を必要としているのだという。特に征宗の、『やり直し』能力に関する用事で出かけた時は。

「……なら、いいんですけど。それなら宗広様も、一緒にいらっしゃるべきでは……？」

　小花が側にいられない時は、宗広が眼を光らせてくれる約束だったはずだ。露ろ骨こつに不服そうな顔をする小花を見て、宗広は苦笑いした。

「やれやれ。あれこれ内情をバラしたら、すっかり俺への遠えん慮りよがなくなっちまったな、小花ちゃん。まあしょうがねーか、精神年ねん齢れいで言やあ、小花ちゃんのほうが俺よりよっぽど年上だもんなぁ」

「も、申し訳ありません。宗広様を責めるつもりは、ないんですけど……」

　基本は征宗の奴隷とはいえ、宗広はその兄である御堂家の人間だ。天上人に無礼な振る舞いをしてしまったと青くなるが、宗広は気さくに微ほほ笑えむだけである。

「いいってことよ。それだけうちの馬鹿弟を、心配してくれてるってことだもんな」

　小花のほうが精神年齢云うん々ぬんという言葉から分かるように、宗広は安芸同様、征宗の能力も小花の能力も知っている。早い段階で征宗より知らされていたようだ。それでも彼の口調には、年長者としての気遣いと親愛が込められていた。

「ああ、分かってるさ。あいつのほうが小花ちゃん以上に精神年齢が上なんだ。能力のおかげで、本当にヤバいやつのことは大体知っているし、護身術も身に着けてる。それでも、俺が兄貴だからな」

「あ、やっぱり征宗様は、私以上に『やり直し』をしてるんですね……」

　時折見せる老成した表情は高校生らしからぬ、と感じていたが、実際の征宗の心の有り様は、本当に高校生などではないのだろう。

　──化け物では？

　テンパって征宗の身長をぐんぐん伸ばしていく芙蓉子に対し、家永が笑顔で言い放った言葉が、また脳のう裏りをかすめた。もちろん彼は、主の暴走を受けて気軽に突っ込んだだけなのだけれども。

　征宗との婚約について、「幸せにならないと許さないんだから！」と祝っているんだか怒おこっているんだかなメールを寄越してきた芙蓉子。彼女への返信はまだしておらず、今後もする気はない。百合香からも改めてお祝いと殿との交際は順調である旨むねのメールが来ているが、彼女についても同じだ。学校で話しかけられても、必要最低限以外のやり取りはしていない。

　ひっそりと沈しずみ込こむ小花の表情を窺うかがいながら、宗広はなんでもないように話し続ける。

「そうみたいだな。俺も御堂の当主として、あいつがどれだけ『やり直し』してきたかの資料を読んではいるが、正直読むだけで頭がおかしくなりそうだった。なげーのこまけーの、あれ作るだけで本当に偉えらいよ、あいつ」

「うわ、宗広様、あれを全部読んだんです!?　偉いなぁ」

　驚おどろく安芸も征宗の能力を教えられる過程で、同じものを眼にしたらしい。

「俺だって嫌だったが、読まねーわけにもいかんだろうよ。あいつの兄として、御堂の当主として、な」

　ネクタイを外しながらボヤいた宗広は、何か言いたげな小花に気付いたようだ。

「あ、言っておくが、小花ちゃんは見ないほうがいいと思うぜ。いろいろとこー、エグいことも書いてあるからな。政治家と企き業ぎようのトップと芸能人が嫌きらいになる」

「……分かってます。征宗様にも、見せないって言われましたし」

　小花自身が行った「クルクル」については、征宗が作っているという「やり直し」の経緯書のごとく資料作成を申しつけられている。しかし征宗は小花がいくら「参考にしたい」と言っても、彼の「やり直し」の軌き跡せきは見せてくれないのだった。

「ふーん。見ないほうがいいって？」

「いえ、私ごときが読んでも混乱……、あ、いえ」

　うっかり征宗が口にしたそのままを言ってしまい、慌てる小花に宗広は意味ありげに笑う。

「あー、気にしなさんな。あいつが猫ねこ被かぶってることにも、俺は薄うす々うす気付いてっから」

「えっ!?」

「親父やお袋ふくろは騙だまされてるみたいだけどな。俺も気付いてないフリしてやってるけど。あいつなりの、けじめだからな」

　真しん剣けんな表情を一瞬覗のぞかせた宗広は、またも意味ありげに、ただし先ほどより少々品のない含ふくみ笑わらいを浮うかべる。

「小花ちゃんの前では構えずに振る舞えてるみたいで、ありがたいよ。ま、それを隠かくれ蓑みのにしてる部分もあるみたいだけどぉ？」

「……そうですね。でも、私よりも安芸さんの前のほうが、構えずにいられるみたいですよ。ね、安芸さん」

　さらりと安芸へ水を向けるが、なぜか安芸もしたり顔だ。

「うーん、確かに僕に対してのほうが、より遠慮はないけどね。でも、なんで小花ちゃんにはちょっぴり遠慮してるんだと思う？」

　珍めずらしい二人の連れん携けいプレイが始まった。おっと、こいつは何やら、くすぐったい感じの流れだぜ。危険を察知した小花は、強ごう引いんに話題を変えることにした。

「あの、ところで宗広様には、『やり直し』能力はないんですね」

「ああ。御堂の家でも、何代かおきに出る能力なんだ。俺たちのひい婆ばあさんも、確か使えたらしいな。俺に出なかった分、諦めてたうちの親がまぁ、舞い上がっちまって……」

　肩を竦すくめた宗広が、しげしげと小花の顔を覗き込んでくる。

「にしても、まさかこんなに年の近い小花ちゃんにも出るとはね。新宮の能力は途と絶だえた、惰だ性せいで監かん視し下に置いてるもんだとばっかり思っていたが……文ぶん献けんに書いてあるとおりだ。俺も薄々そうじゃねーかとは感じていたが、やっぱり『やり直し』能力者同士だと、はっきり分かるもんなんだな」

「ああ、宗広様にもそれは分かるんですね。私からは分かりませんでしたけど。キラキラ光って見えるって、全身です？　やだなぁ、お尻しりだけとかだったら」

「ぶっ」

　いきなり噴ふき出だしたのは安芸である。宗広もひくっと頰を引きつらせた後、ゲラゲラ笑い始めた。

「はは、そりゃいいや！　やっぱさぁ、君と征宗って、運命の二人ってやつなんじゃねーのぉ？」

「え？　ええ？」

　話題を逸らしたつもりだったのに、なぜこうなるのか。戸惑う小花の耳に再び扉とびらが開く音がした。

「あんまり余計なことを言わないでくださいよ、兄さん」

　うんざり顔で入ってきたのは征宗だ。

「父さんが次は兄さんの口から報告を聞きたいそうですので、行ってください」

「うぇ～、俺の話聞く必要ある？　お前の報告に間違いはないじゃん～」

「ええ。ですから、先に俺の話を聞いた後で、兄さんの報告を聞くと、間違いが分かりやすくて説教をしやすいんでしょう」

「ますます行きたくね～」

　ぶつくさと零しつつ、外したネクタイをヒュンヒュン振りつつ宗広は出て行った。騒がしい兄を見送った征宗は、しっかりと扉を閉め直してから小声でつぶやく。

「小花、前にも言ったと思うが、うちの両親にお前の能力のことは絶対口にするなよ」

「……分かってます」

　小花の能力については御堂家の両親には一切秘密。それは結婚の話を具体的に詰めた時に申し渡されていた。もちろん自分からペラペラしゃべりたいとは思っておらず、秘密を共有する人間は少ないに越したことはない。

　御堂家に迎むかえ入いれられ、征宗が「やり直し」能力ゆえに得ている膨ぼう大だいな過去と未来の情報を欲ほしがる相手のところへ出かけていくのを間近で見るようになって、改めてそうすべきだと思った。もちろん小花の能力は征宗に比べれば制せい御ぎよが利かない、個人的な問題を避ける程度にしか働かないが、貴重な能力であることに変わりはない。先日屋や敷しきにまでついて来て絡からんだスーツが熱帯雨林氏であれば、自分が誤った選せん択たく肢しを取った際に「やり直し」するため、小花の身を危険にさらしかねない。

『過去にそういう事例もある。俺が決めた人間以外に能力をバラすな、分かったな』

　言い方は高圧的ではあったが、彼が小花に対するにしてはストレートな物言いだった。征宗自身の実体験の重みを感じさせる口調でもあった。

　そんな征宗だからこそ。

「ところで征宗様！　そろそろおなかが空いたんじゃないですか？　ご飯にしましょう」

「またか。何度も言っているが、別に待っていなくてもいいんだぞ」

「だって征宗様から眼を離すわけにはいきませんし！　私が横で何か食べてたら気を遣つかえって文句言うし、征宗様が食べてるのを見てたら気持ち悪いって言うじゃないですか。一緒に食べるしかないでしょう、そんなの」

「分かった分かった」

　なげやりに征宗が応じれば、安芸が「食事をもらってきますね！」と張り切る。小花は食事を置く場所の用意をしながら、さり気なく尋たずねた。

「ところで征宗様、明日は日曜ですけど、またどっかの偉い人に呼ばれてお話です？」

「ああ」

「よっしゃ」

「何か言ったか？」

「あ、いえ、何も！　お土産みやげ期待してます!!」

　適当にごまかした小花は夕食後自室へ戻り、スマホからメールを送った。相手は芙蓉子でも百合香でも家永でも殿でも椿姫でも恵比寿屋でも征宗でも安芸でも宗広でもない。







　翌日は快晴で、征宗は宗広と共に早くから出かけていった。安芸は日曜を深夜アニメの消化に当てることにしているので、特別な用事がなければまず部屋から出て来ない。

「安芸さん、私コンビニに行きますけど、何かおやつとか要いりますか？」

「大丈夫、すでに買い込みはばっちりさ！　お菓か子しがほしいなら、来客用のものが常備されているけど、出そうか？」

「いえ、舌がチープな味を求めてるんで。それじゃ、ちょっと出かけてきますね」

　すでに何回も繰り返したやり取りをして、小花はごく自然に御堂家を出た。通い慣れた通学路から、中ちゆう途とで少しずれる。馴染みのコンビニを通過し、以前殿と来た憧あこがれの「マリンスター」も通り過ぎた。

「この道を殿さんと歩いたの、いつだっけなぁ」

　ほんの二ヶ月ほど前の話だというのに、ずっと前のことのようだ。殿からもいまだに様子窺いのメールが来るので閉口している。「百合香様に誤解されますよ」と一度返信してからしばらくはやんだが、「私は愛人を許容するって言ったでしょ？」とのメールが百合香から来る始末である。もちろん、それには返信していない。

「えーと、あーこっちか」

　余計なことを考えていたら道を間違えてしまった。地図アプリを確認しながらてくてく歩けば、やがて九條の生徒の姿どころか、人気そのものがない地域に入る。工場らしきものが複数並んでいるが、平日はとにかく、本日は稼か働どうしている様子がない。

　指定の場所はもう少し先である。とある工場の片かた隅すみにある倉庫の裏へ回れば、ようやく小花以外の人ひと影かげが見つかった。従業員ではない。

「やっどーもどーも、こんにちは、庭にわ谷たにさん！」

　高そうなブランド服を着こなしたポニーテールの少女は、同級生の庭谷菊きく見みである。芸人のような挨拶が気に食わないのか、ピクリと頰を引きつらせた。もっとも、どれだけ小花が殊勝な態度を取ったところで、お気に召めしていただけないのは分かっていることだ。

「用事なんて決まってるでしょう。さっさと征宗様との婚約を破は棄きなさいよ」

「あー、やっぱりこの話かぁ～」

　菊見の機き嫌げんを損ねている最大の原因であり、この一ヶ月チクチク命じられ続けていることである。その都度やり取りを消しているとはいえ、他のメールには基本的に返信をしていないせいで、もはや唯ゆい一いつのメル友ですよ。問題は、芙蓉子様や殿さんほど扱あつかいやすくなさそうってところ。

「当たり前でしょう。真栄城や大徳寺のお嬢様ならまだしも……あんたなんかが、征宗様とうまくいくなんて、おかしい」

「うーん、そりゃ客観的に見れば、そうだろうなぁ」

　征宗との別れを強要してくる前、菊見の願いは「あたしにも征宗様を紹しよう介かいしてよ」だった。小花と芙蓉子がコソコソやっていることに勘づいて、征宗との仲が完全になる前にと頼たのんできたのである。もちろん、きっぱりお断りした。

　引き下がってくれるかと思いきや、普段は姿勢の低い小花の決然とした態度が逆げき鱗りんに触ふれたらしい。芙蓉子と征宗の付き合いが始まってからはおとなしくなったが、百合香との付き合いが始まってからは再び「紹介してよ」攻こう勢せいをかけてきた。曰いわく、真栄城家より家格の劣おとる大徳寺家の令れい嬢じようを紹介するのなら、自分でもいいはずとのこと。

　正直な感想は、何言ってんだこの子、である。できるだけ無難に断ったが、登下校の際に思い詰めた眼をした菊見がいきなり突とつ撃げきしてくる事件が数度あり、殿が側にいてくれたのはありがたい面もあった。

　そして現在、再三の命令が脅しに近くなってきたこともあり、こうして呼び出しに応じたというわけである。

「でもね、庭谷さんにどう言われても、私は征宗様と別れるわけにはいかないんだ」

　少なくとも、今のところは。最後の一文は喉の奥で唱えるに留とどめる。余分な情報を彼女に与える必要はない。

「というわけで、あなたとのやり取りは今日でお終い。大事にしたくないっていう、ただそれだけで今日までお付き合いしてきたけど、もうこれっきり。これ以上おかしな真似をしてくるなら、征宗様に全部バラすから」

「……へえ」

　話は終わりとばかりにワンブレスで言い切ると、菊見の眼が澱よどんだ。

「もう奥さん気取り？　あたし程度の始末をあの人に頼むなんて、恥はずかしくないの」

　恥ずかしいっつーか、そもそも頼む気はねーですわ。あなた以外にもアレコレ言ってくる人はいたけど、しょせんは学生レベルのいじめ。元々面めん倒どうをかける気もなかったし、今の状況を考えれば、余計に言えるわけがない。征宗様に危害が及ぶ可能性は、全て潰つぶさないとね。

「生意気なのよ、あんた。ソツがなさすぎてムカつく。なんでも分かってるって顔して、あたしみたいな普ふ通つうの子とは違うって眼をしやがって……!!」

　叫さけんだ菊見の手元で輝く銀色。ナイフじゃ済まないな、包丁だわコレ。まあここで「クルクル」もやむなしか？　と思いつつ冷静に伸ばした手は、思いのほかあっさりと菊見の手を摑つかみ止めることができた。

「くっ……！」

「あ、できちゃった」

　征宗との結婚が決まってから、御堂家の人間として小花も護身術の講習を受けさせられていた。相手が喧けん嘩か慣れした成人男性などなら敵わないだろうが、ただの女子高生同士、その上小花のほうには「クルクル」という隠し球ゆえの余よ裕ゆうがある。摑んだ手をひねり、包丁を取り落とさせる程度のことはできた。

　地面に突き立った包丁の柄えに足を乗せ、奪うばわれないように構える。唇を嚙んだ菊見であるが、見上げた根こん性じようと言うべきだろう。きっとこちらを睨にらむ眼から闘とう志しは消えていない。

「あんたっていつもそうよね。大した能力もないくせに、周りを見下して、輪に加わろうとしない。中学入学組のくせに、うぜーんだよ、そういう態度!!」

「大した能力もないかぁ。私に呆あつ気けなく腕を摑まれちゃってるあなたに、言われる筋合いはないかなー。でも、見下してるつもりはないんだけど、『普通』の子の輪に加わる気がないのは正解」

　変なところで鋭するどいんだよねぇ、と苦笑した小花は、ギラギラした瞳に微笑みかける。

「友達も恋人もいらないの。私みたいな化け物は一人で死ぬんだよ、庭谷さん」

　一瞬怯ひるんだ彼女の手を思いきりねじり上げ、遠くへ突き飛ばした。小花が包丁を拾い上げると菊見が青ざめたが、心配ご無用。あなたに何かしたら、御堂家全体が巻き込まれちゃうでしょ？

「大丈夫だよ、庭谷さん。さ、ここでバイバイしよ。そうしてくれれば、九條を卒業ぐらいはさせてあげる」

　言いながら菊見とは反対方向へ包丁を放り投げ、敵意のなさをアピールしようとした矢先、なぜか包丁を投げた先から「ぎゃっ」と短い悲鳴が上がった。

「あっぶね！　何すんだよ!!」

　無下にされた包丁の精がしゃべったのかと思ったが、そうではなかった。物もの陰かげから出てきた男を見て小花は思わず声を上げた。

「あっ、スーツが熱帯雨林の人！」

「誰がだ!?」

「そうですね、今日は星の王子様って感じ」

　先日出会ったアーティスト閣かつ下かの本日のお召し物は、紺こん地じに流星群がまき散らされたものだった。相変わらず巧たくみなセンスである。アーティスト閣下も、先日よりは本日の評のほうが気に入ったらしい。

「ふん、まあいい。それより、やっぱりガキに脅されたぐらいじゃ引き下がらないか。さすがあの御堂のぼっちゃんが選ぶだけの女だ、肝きもが据すわっている」

　褒ほめてくれたぞワーイ、と思ったのも束つかの間ま、アーティスト閣下はにやっと笑った。

「なら仕方ない。この際お嬢ちゃんには、あのぼっちゃんと結婚してもらおう。その上で、あのぼっちゃんが持ってる能力を、俺に融ゆう通づうしてくれればいい」

「ちょっと!?　話が違います!!　あたしを征宗様と結婚させてくれるって」

　菊見が慌て始めたが、「うるせえよ！」と恫どう喝かつされて一瞬で押おし黙だまった。格上だと思ってる相手からの脅しにはとことん弱いんだよねえ、この子、と肩を竦めている小花へ、アーティスト閣下がゆっくり歩み寄ってくる。

「俺もこんな手は使いたくなかったが……」

「私もそんな手は使われたくないので、遠慮してもらいたいですね。あなただって、私に妙なことをして征宗様たちに言いつけられたくないでしょう？」

　長口上の予感を覚えて即行で遮さえぎるが、アーティスト閣下の足取りは止まらない。

「心配するな、見て分かるようなことはしないさ。女の子には相応の傷つけ方ってもんがある。征宗サマとはどこまでいってんだ？　お嬢ちゃん。最近の高校生は進んでるから、大したダメージにはならんだろうが、動画でバラまかれるのは嫌だろう」

　前言撤回、とんだクズの星の王子様である。

「うーん、でも、まあ、時間稼ぎになるならいいかな……？」

　どっちみち、最終的に征宗とは別れるのだ。その際の決定的な理由を早めに用意しておくというのは、案外いい手なのではないか。

「私が下手に抵抗して、征宗様に直接手を出されても困るしなぁ」

　すっかり意識の外に置いていたこのアーティスト閣下が、征宗の死の原因である可能性は捨てきれないのだ。どうすべきか、と考えていた小花の肩にアーティスト閣下の手が触れた。

　と思ったらすごい勢いで離れた。

「アレ？」

　やっぱり私程度だとやる気が失せたかな、と思った矢先、後ろからぐっと肩を摑まれた。振り向けば背後から猛もうダッシュしてきたせいで息を荒あららげ、鬼おにみたいな顔をした征宗がいる。

「げぇ!!」

「何がげぇだ、この馬鹿!!」

　顔を歪ゆがめて罵ののしった征宗の見事なストレートで吹っ飛ばれたアーティスト閣下が、よろよろと立ち上がるのが見えた。

「へ、へ……うまくいったな。御堂のおぼっちゃんが、俺に手を出すとは。こりゃあ便べん宜ぎを図はかってもらうしかねえな……」

「そうでもないぜ」

　続けて顔を出したのは宗広だった。あ然としている小花をよそに、彼は手にしたスマホ画面をこれみよがしに見せつける。

「あんたのクズ言動、ばっちり動画にさせてもらったから。これをバラまかれるのは嫌だろう？」

「……ぐっ」

　自分の言動を引き合いに出されては、クズの星の王子様も形なしである。

「亀か卦け川がわ家にも、それとなく申し伝えておくよ。正直あんたの音楽で耳を汚よごすのも飽あきてきていたんでな、お付き合いはこれっきりとさせてもらおう」

　この人亀卦川さんっていうんだ、と今さら判明した名前に驚いている小花を尻目に、亀卦川の顔が白くなる。

「待ってください！　冗じよう談だんで」

「冗談かどうかは御堂が決めることだ」

　道どう化けの仮面で許されるには、すぎる行いをしてしまったのだ。宗広に一いつ喝かつされ、亀卦川はがっくりとうなだれた。
















「庭谷さん、だったかな」

　一方征宗は、小花の肩に指を食い込ませたまま、振り上げた鞭むちのような眼で菊見を見据えた。途端に菊見はそれこそ冗談のように深々と頭を下げる。

「ご、ごめんなさい。九條は辞やめます、辞めますから、私の家族に手を出さないで……!!」

　結局彼女の運命は変えられなかったか、と考えている小花と征宗の考えは違うようだ。

「とんでもない。九條は辞めなくていいよ。むしろ、辞めることは許さない。あと一年ちょっと、針のむしろの学園生活を楽しんでね」

　小花の胃のほうが痛くなる宣言だった。辞めさせたげてよぉ！　という言葉が喉まで込み上げてきたが、余計なことを口走れば怒られるのはこっちである。無言でいるしかない小花の視界の隅で、静かに亀卦川が立ち上がる。

　もはや後がないと思い込んだ者特有の、捨て鉢ばちな光が眼の中で爆ばく発はつしていた。その手には先ほど小花が放り投げた包丁が握にぎられている。

　ギラつく眼と銀の切っ先を征宗に据え、彼は恐ろしい勢いで駆かけ出だした。征宗の視線は、まだ菊見にある。

「だめっ、征宗様！」

　迷っている暇ひまはなかった。咄嗟に亀卦川へ向かって突とつ進しんした小花の胸むな元もとへ、冷たいような熱いような痛みが潜もぐり込こんでくる。

　それが背中へと抜ける寸前、懐なつかしい感かん触しよくが頭の奥で弾はじけた。

　たとえ征宗が、本当は全て、投げ出したかったとしても。

　それでも、







　気がつくと小花の前で、亀卦川がうなだれていた。

「……あれ？」

　周りの景色は何も変化していない。呆ぼけた声を出す小花の肩をがっちり捕つかまえた征宗の身長も推定百八十三センチ、百九十に向けて元気に成長中だ。冷ややかなまなざしが色を失った菊見を見据える。

「庭谷さん、だったかな」

　声変わりしている様子もない。ということは、ほんの数分ばかり「クルクル」したわけだ。

「あっ……、あぁー!!」

　思いきり空気を読まない叫びを上げた小花に視線を戻した征宗の顔が、がぜん険しくなった。

「お前……!?　また」

「ごめんなさい、征宗様!!　ちょっと失礼!!」

　征宗には「クルクル」がキラキラで分かるのだった。勝手な行動についてのお怒いかりは後回しとばかりに、小花は彼の腕を抜け出し、驚いた様子の亀卦川の側まで小走りに駆け寄ると、側に落ちていた包丁を手に取って戻って来た。

「はい、オッケー!!　かっこいい脅しをどうぞ!!」

　これさえなければ、最悪体感で数分前と同じく亀卦川が妙な真似をしたとしても、征宗ならどうにでも対処できるだろう。やった、という充じゆう実じつ感が、ひたひたと胸に押し寄せる。

　やった。

　小花の「クルクル」が、征宗を救ったのだ。

「──言っておくが、俺は元々、ここで死んだりはしないぞ」

　ごくごく小さな声が耳元をかすめた。凍こおりついた小花からふいと顔を背そむけた征宗が、放り出されていた菊見を改めて見やる。

「あ……あの、ご、ごめんなさい、ごめんなさい!!　九條は辞めます、辞めますから、私の家族に手を出さないで……!!」

「……とんでもない。九條は辞めなくていいよ。むしろ、辞めることは許さない。あと一年ちょっと、針のむしろの学園生活を楽しんでね」

　心なしか疲れた様子で征宗は言うと、続けて亀卦川を見た。

「亀卦川さんも、捨て鉢にならないように。あなたの落とし前のつけ方は、改めてまた連絡します。それでは、僕らはここで」

　そのままぐいっと肩を抱だかれ、無理やり回れ右させられる。宗広は一瞬どうしていいか分からない顔をしたが、「ま、そーゆーことで！」と適当に締めて、弟の後を追った。







　頭の中が「クルクル」どころかグルングルンしているが、内情を知らぬ人間の前だ。問とい質ただすことはできない。

　やむを得ず、征宗に促うながされるまま歩く小花を、少し離れたところに安芸が車を停とめて待ち構えていた。いつも温和な彼とは思えないほど険しい表情を見て逃にげ出だしたくなった小花であるが、左右を御堂兄弟に固められているので何もできない。

「その、よ、よく私の居場所が分かりましたね、みなさん……」

「世の中にはＧＰＳという便利なものがあるからね」

　ニコリともせずに言い切った征宗は、口調こそ兄の手前、ギリギリ穏やかさを保っているが、そのせいでかえって怖こわい。

　いやいや、怖いとか言ってる場合じゃないんですよ。瞬しゆん間かん凍とう結けつさせられていた怒りが、いきなり沸ふつ点てんに達した。

「まっ……征宗様の、馬鹿ァ!!」

　怒りに任せて振り上げた手は、呆気なく空を切る。今や三十センチ以上身長差がある相手なのだ。小刻みにジャンプしながら一いつ生しよう懸けん命めい平手を繰り出すが、軽々と避けられてしまう。

　ムカつく。

　めっちゃくちゃムカつく。殿さんには殴らせたくせに!!　勲くん章しようにならないならば、自分を心配する人間の愛の鞭さえ拒こばむというのか。そういうところが、一番ムカつく!!

「いい加減にしてください!!　あなたがどうやって死ぬのか、ちゃんと教えてもらえないと、あなたを救えないでしょう!?」

　ぴょこぴょこジャンプをしては平手打ちしようとする小花を、宗広が慌てて止めようとする。

「ちょ、小花ちゃん、待ってくれよ。その話はさ」

「宗広さんは黙ってください！」

「兄さんは黙れ!!」

　小花と征宗同時に怒ど鳴なりつけられ、さしもの宗広も眼を丸くする。いつもならここで小花も引いただろうが、黙っていられなかった。

「私、知ってるんですから。征宗様が疲れてるの。御堂を守っていくのがしんどいって思ってるの!!」

　初代に様付けしない征宗。家族にすら本ほん性しようを漏らさない征宗。同じ「やり直し」能力者である小花とすら、その重荷を共有しようとしない征宗。ずっと言いたかったのに、でも征宗が言われたくないだろうからと黙っていたのに、もう手加減なんてしてやるもんかバーカバーカ!!

「だから投げ出したいんでしょう。やめてしまいたいんでしょう!?　でもだめですよーだ、新宮さんちの小花ちゃんがいますから!!　征宗様がどんなに自分を大事にしなくても、私が大事にします!!　だから……」

　蘇よみがえるのは、遠い遠い記憶。

　生まれて始めて「クルクル」をした、あの時のこと。







　まだ幼稚園に通っていた頃の話だ。小花は家の二階で真剣にぬいぐるみを吟ぎん味みしていた。当時はまだ「普通」の子供だったため、友達はそれなりにいた。明日幼稚園に持っていくぬいぐるみをどれにしようか、誰と遊ぼうか、小さな頭はそれでいっぱいだった。

　母は小花がいる部屋のすぐ外にあるベランダで洗せん濯たく物を干していた。木製の古い土台が、その足元でギシギシと鳴っている。聞く者を不安にさせる音ではあったが、聞き慣れていたので、小花も母も特に気にしていなかった。

　だが次の瞬間、古い木が裂さける痛々しい悲鳴が上がり、ズウン、と鈍にぶい振しん動どうが家全体を震ふるわせた。ぽかんと口を開けて見つめたベランダが、なかった。

　恐る恐る窓まど際ぎわへ寄る。年代物のベランダ全体が、巨きよ大だいな手で折り取られたように外れ、そのまま下に落ちていた。

　凍り付いた瞳を地面へ向ければ、そこには砕くだけた木材や洗濯物が散乱している。その端に横たわる母の首が、あり得ない方向に曲がっていた。

　五歳さいかそこらの子供にも何が起こったのか分かった。母が、ちょっと口うるさいけれど大好きな母が、死んだ。

　次の瞬間、目の前の光景が切きり替かわった。母がベランダで洗濯物を干している。ギシギシ、ギシギシ、木製の古い土台が不ふ吉きつな音を立てている。

　迷っている暇はなかった。小花は必死になって母へ呼びかけた。

「お母さん、危ない！　ベランダが落ちる!!　こっちへ来て!!」

「え？」

　戸惑う母の顔。当たり前だろう。母も小花と同じく、ベランダが古くなって危ないと分かってはいても、まさか今日落下するとは夢にも思っていないはずだ。

　しかし次の瞬間、母の顔が強こわ張ばった。

「……あんた、まさか……！」

　気色ばむ母の足元でベランダが激しい音を立て始める。はっとした母が慌てて駆け出し、バキバキと悲鳴を上げるベランダを蹴けって部屋の中へ飛び込んできた。

　同時に先ほど──小花の感覚では、だが──と同じく、身を支える強度を失ったベランダが地面に叩きつけられた。しかしさっきと違って、母は小花の横に身を伏ふせ、荒い息を吐はいている。

「お母さん、よかった」

「もうやっちゃだめ!!」

　褒められると思っていた。しかし血相を変えた母に怒鳴りつけられ、小花は固まった。

「ただのおとぎ話だと思っていたのに……！　どうして、よりによって私の代でどうして!!　いい、小花、もう二度とこんなことをしちゃだめ!!　この力が人に……特に御堂の人たちに知られたら、私たちはおしまいなんだから!!」

　ぶるぶると震える指先が強く小花を抱き締める。母は部屋の中へダイブした際に額を擦すったようで、かなり派手な擦り傷きずができているがお構いなしだ。いつも優しい母の変へん貌ぼうにどうしていいか分からないまま、小花はこくこくとうなずいた。

「う……う、うん。分かった、お母さん」

　おでこ、痛くないのかな。

　褒めてくれないんだ。

　そう思いながら。







　本当は褒めてほしかった。「クルクル」も含めて認めてほしかった。しかし時が経たつにつれ、それが贅ぜい沢たくな願いであることが身に染しみてきた。

　叶うなら最初に「クルクル」が起こる前まで戻れないかと、意図的に危ない橋を渡ったこともある。だが結局は、せいぜいその直前まで遡さかのぼるだけなのだ。母を救った以前にまで戻れはせず、怖い思いをするだけで終わった。

　母を愛している。父を愛している。二人を怯おびえさせる気はないし、路頭に迷わせる気もない。だから願いごとは、一つだけにする。

「……し、死んじゃ、やだよぉ……」

　いつしか征宗は小花を避けようとしなくなっていた。その胸にすがり、ぼろぼろと涙を零しながら、たった一つの願いを繰り返す。

「普通」の子になれなくていい。褒めてくれなくていい。

　初めて出会ったあの日から、征宗は自分を騙していた。それでもいい。「クルクル」を信じないフリをする、自分を利用するだけの彼の前では逆に気が楽だった。実は俺のほうが、お前よりすごい能力者なんだぜ！　と明かされたことを思い返すと、やっぱり一発ぐらいはぶん殴って正解だと思いはするが。

　でも、征宗様、殿さんにこっそり伝えてくれたんじゃないですか。気付いていないだろうが小花に怪我をさせているから、ちゃんと謝あやまれって言われたって、この間メールをもらっちゃいました。あのメールにだけはお礼の返信しましたよ、後は無視してますけど。

「……小花」

　戸惑う少年そのものの顔をした征宗だが、ギリギリで踏ふみ止とどまると、事務的な手つきで車の後部座席へ小花を押しやる。

「馬鹿なことを言うんじゃない。家に帰るぞ。兄さんも早く。安芸、さっさと出せ」

　もはや猫を被る気力もないのか、征宗は淡たん々たんと命じた。宗広も安芸も何か言いたげにしたが、結局二人とも、御堂の真の当主である彼の言葉に従った。







　時折しゃくり上げる小花の声が響ひびくだけの気まずい車中。とはいえ、小花の足で歩ける程度の移動だった。十分も経たないうちに御堂家の屋敷へ辿たどり着つき、安芸がなめらかに車を停止させる。

　そのまま後部座席の扉を開き、宗広、小花、最後に征宗を降ろした安芸は、無言で征宗にデコピンをかました。

「いたっ！　何するんだ、安芸!?」

　突とつ然ぜんの叛はん逆ぎやくに征宗は眼を剝むき、小花も残った涙がすっ飛ぶ思いをしたが、安芸は動じない。

「そりゃ、何も言わずに勝手な行動をした小花ちゃんも悪いですよ。ですけど、それはあなたが小花ちゃんに何も説明しないせいでもあるでしょう!?」

　今まで聞いたこともないような声量で怒鳴りつけた安芸は、びしっと征宗の部屋を指さした。

「そして今までヘーコラするばかりだった僕も悪い!!　どうせ今日の予定は全部キャンセルしたんです!!　安全な場所まで戻りましたから、二人きりになっても問題ないでしょう!?　三十分あげますから、全部説明してきてください!!」

「おい、安芸」

「早く！　三十分あれば、アニメ一話分消化できるんです!!　これ以上の時間はあげません!!　さっさと!!　する!!」

　どえらい剣けん幕まくでまくし立てられた征宗は思わず宗広を見た。彼は大おお袈げ裟さに天を仰あおいでみせる。

「……本音を言えばお前の能力が怖くて、だがお前の能力を失うのも怖くて、なかなか決定的なことを言えなかったオニーチャンも同罪だからな。行ってこい、征宗」







　二人きりで征宗の部屋にいるなど、いつものことなのだ。にもかかわらず今日に限っては、いつにない緊きん張ちようを覚えた。

　当たり前である。安芸の裏切りによって、やっと教えてもらえるのだ。これから征宗に訪れる死を。小花が回避すべき、本当の運命を。

「……さっきの話だが」

　来た。まだ赤く腫はれた目元にぐっと力を入れて、小花は続く言葉を聞き漏らすまいと身構える。

「ご忠告痛み入るがな。自分を大事にしないのは、お前のほうだろう」

　アレ？

　ずいぶんと予想から外れた言葉に眼を見開けば、見たことのない表情をした征宗の顔があった。

「自分のような化け物と結婚しても、俺は幸せになれない。勝手にそう思い込んで、恋を諦めて、用がなければ着き飾かざりもしないで、何度も何度も他の女を宛あてがってきやがって」

　征宗と初めて出会ったあの日、頭に着けていた花飾り。小花が自分の意思で身に着けた最後の飾り物。いつかの征宗が拾ってくれた、小花が捨てた、愛されることの希望。

「おまけにごっことはいえ、殿と付き合う？　頭がおかしいんじゃないのか」

「お……おかしいのは、征宗様のほうでしょう!?」

　訳が分からないまま、小花は言い返した。

「話を逸らさないでください！　私のことより、征宗様が死ぬ原因を教えてください!!」

「話を逸らしてなんかいない。俺が死ぬ原因は、もうほぼ明かしているぞ」

　瞳を伏せ、ちょっと気恥ずかしそうにするその顔も、めっちゃかっこいいですねムカつく。芙蓉子様ならくずれおちるでしょうけど、私には効き目ないです!!

「分からないから聞いてるんですけどぉ!?」

　ドスの利いた声でガンを飛ばせば、征宗ははぁ、と大きなため息をついた。いかにも不承不承という感じに視線をウロウロさせているが、小花が睨みつけ続けると諦めたようだ。

「……お前と結婚できなかった俺は、心が死ぬ」

「……ふぇ？」

「傍はた目めには完かん璧ぺきな夫ふう婦ふとして平均寿じゆ命みようより長生きするが、何一つ楽しくない人生を送る。今まで何回も『やり直し』てきた結果、分かったことだ」

「え？」

「戯たわむれに一度、お前と結婚してみたのが間違いだったな。……こういう人生もあるのかと、分かってしまった」

　ぶすっとした顔で吐はき捨すてた征宗は、高い鼻の先を指でこすりながら続けた。

「お前の言うとおりだ。俺みたいな化け物だって、御堂を支える能力者に相応しい完璧な人生は疲れるんだ。……時々な」

　よく通るはずの征宗の声はひどく小さいが、なにせ静かな部屋の中に二人きりである。大変よく聞こえた。

「……あのー」

　恐る恐る絞しぼり出だした小花の声も、それ以上に小さかった。

「私と結婚したことがあるって……その時の私は、あなたとの結婚を『クルクル』で回避しなかったんです？」

「当時の俺は少々荒すさんでいたからな。回りくどい手順を踏まず、お前の能力について知っていると新宮家に通達し、俺の親にも話して監視を理由に妻とした」

「なるほど、その手を出されたら、私もあっさり諦めますね……」

　自分の性格は分かっている。いきなりそんなふうに近寄って来られたら、征宗に対して遠慮を感じることもなく、まーこれで一生お菓子には困りませんわと受け入れただろう。

「その時は、ただ楽だな、程度にしか思わなかった。お前が相手なら、猫を被る必要もないからな。しかし必要があって『やり直し』た際、改めて別の女を側に置くと、どうにも違和感がある……」

　美しく整えられた眉まゆが忌いま々いましげに歪んだ。

「頭に来てまた別の女を、さらに別の女を選んでも、最初は一応遠慮していたくせに、途中から開き直りやがって勝手に俺の羊よう羹かんを食っていたお前を思い出してしまう。食べ物、特に一人でゆっくり食える菓子はな、俺の決まりきったクソつまらん人生で唯一の癒いやしなんだぞ。何が『征宗様こだわりのおやつはおいしーい！』だ！　当たり前だろうが、それにお前の分もあっただろうが!!　人の楽しみを奪うな!!」

「いや、それを今の私に怒られても困るんですけど!?」

　いかにも自分がやらかしそうなことではあるが、怒られたって困る。第一、怒ったフリでごまかすには、すねた子供の表情があまりにも雄ゆう弁べんすぎるだろう。

「そのくせ、俺のほうから近寄らなければ、お前は俺と目も合わせようとしない。他の誰かと結婚することもなく、友達を作ろうともせず、家族以外の誰とも付き合わず、誰からも忘れられても平然としている」

「あっ、やっぱり私、征宗様と結婚しなければ理想の人生を送れあいったぁ!!」

　ぱっと顔を輝かせた小花の額に、渾こん身しんのデコピンが炸さく裂れつした。

「何が理想の人生だ！　俺と結婚しなければ、俺のおやつを奪って食うこともできないんだぞ!!」

「や、別に、そこまでして征宗様の羊羹を奪って食べたいわけでは……絶対後で怒られるし……」

「もちろん怒るが、奪えよ！　お前がこだわる物だって菓子ぐらいだろうが!!　お前なんかは一生俺の側でアホ面下げて人の羊羹をかじっていればいいんだ!!　それと今度『マリンスター』へ行くからな!!　殿と食ったコスパの悪いパフェを食うぞ!!」

　およそ征宗らしからぬ謎なぞの理論で怒鳴りつけられれば、いくら恋れん愛あいに疎うとい小花であってもピンと来るものがあった。コンビニスイーツも追加で、と言いたい気持ちを抑え、真っ赤になった顔を背けて走り去りたい衝しよう動どうも堪こらえる。

「その……、オソレオーイ、のは、重々承知しているんですけど……、もしかして征宗様は、わ、私なんかのことを……？」

「言いたくない」

　子供のようにそっぽを向いて、征宗は明言を避けた。

　つまりは言ったも同然だ。ささいな彼のしぐさから、その求めが分かるように小花は躾しつけられてきたのだ。征宗が、この世にたった一人の同族が、望むように。

　そもそも征宗様の「やり直し」は事前に集中が必要なのに、私と結婚しなけりゃ物理的に死ぬのなら、それが分かってること自体がおかしかったんだわ。

　心得た小花はゆっくりと微笑んで、

「……ワンモアセッ」

「言いたくないと言っただろうが!!　大体お前、とっくに俺の言いたいことは分かっているだろう!?」

　目元を薄赤く染めた征宗は烈れつ火かのごとく怒り出したが、小花は食い下がった。

「いや、でも、リピート！　アゲイン!!　リフレイン!!　ループ！　エンドレスループ!!」

「しつこいぞ、諦めのよさだけが取とり柄えのくせに!!」

「だ、だって、だって……!!」

　征宗に負けず劣らず赤い頰のまま、譲ゆずらずに言い返す。

「誰にでも、何度だって聞きたい言葉が、一つぐらいあるでしょう!?」

　すると征宗も「……そうだな」と引き下がった。続いてコホンと咳せき払ばらいして、真面目な顔になる。

「お前、実際問題俺のことを、どう思っているんだ？」

「えー、言っていいんですかぁ？　征宗様、ショックを受けちゃうかも」

　ケロッとした顔で言い返した小花であるが、この時点で征宗がショックを受けたような顔をしかけたので、肩を竦めて譲じよう歩ほしてやった。

「好きです」

　かなり高い位置にある眼と眼と合わせて、素す直なおに告白する。

「ヒロインへの愛情を認められず殺そうとする面倒くさい悪役みたいな征宗様のことが、大好きですよ。なんていうか、ほっとけなくて」

　実のところ小花にとって一番好ましいタイプの男性といえば、気の置けない付き合いのできる安芸なのであるが、口に出すのはやめておこう。征宗だって大和撫子やまとなでしこがタイプのはずなのだ。結局はアレだ、あばたもえくぼってやつだ。

「……私のことは、どう思ってるんです？」

「言いたくない」

「そう来ると思った！　やっぱり一発、殴らせてもらっていいです？」

「嫌だ」

「でしょうね。私だって、征宗様が殴られるのは嫌ですよ」

　本音を言えば十発はキメたいところだが、寛かん大だいな心で勘かん弁べんしてやろうではないか。ただし羊羹はいただく。他のお菓子もいただく。これからずっと、一生ずっと。

「その代わりこれからは、私にも自分自身にも、ちょっとぐらいは優しくなってくださいね？」

　花のように笑う彼女へ征宗は答えなかったが、問題はなかった。必要なことは抱き締められた温ぬくもり越ごしに全て、伝わっていた。







　お久しぶりですメンデルスゾーン先生。世界中で結婚式のたびにこの曲がかかるんだから、不労所得でウッハウハですね。あっでも、もう著作権が切れてるんだっけ？

「小花、どうした？　ぼーっとして」

　小花がはっと顔を上げると、礼服を窮きゆう屈くつそうに着込んだ父もまた当とう惑わく顔をしている。

　高校三年の六月、ジューンブライド。やって来ました結婚式当日。いい加減着飽きた感のあるウェディングドレスに身を包んだ小花は、今しも式を挙げる教会の中へ入ろうとするところだった。

「まあな……お父さんも、いまだに信じられない。まさか征宗様が、妹分まではまだしも、花嫁としてのお前を望んでくださるとは……仲がよいとは思っていたがなぁ」

「……そうだね。私もだよ」

　白いヴェールの下でしんみりとつぶやいたところで、式場の担当者が合図を送ってきた。促されるまま、新宮父子は緊張した顔つきで眼の前の扉が開くのを見守った。

　いつものパターンなら、ここで「やり直し」である。しかし、もう必要はない。この先の未来が、薔ば薇ら色いろかどうかは分からないが、「クルクル」で回避するほどでもないことを小花はもう知っているのだ。

　初めてまともに見た教会の中は、左右にずらりと列席者が立ち並び、その間に深しん紅くのヴァージンロードが用意されている。事前のリハ通り、『結婚行進曲』の最初の盛り上がりに合わせて足を踏み出せば、長身をタキシードに包んだ征宗まではすぐだ。花嫁エステとすばらしいメイク技術で着飾った顔をしゃんと上げ、しずしずとヴァージンロードを進んでいく。

「さあ、小花」

「……はい」

　父から花婿へのバトンタッチも滞とどこおりなく済んだ。征宗に手を引かれ、その隣に滑すべり込こんだ小花が美しい花婿に相応しい相手なのか、式場関係者や列席者がどう思っているかは考えるまい。少なくとも二人にとっては、納なつ得とくの相手であるのだから。

　やがて『結婚行進曲』は余よ韻いんを残して消えていき、神父による『コリント人への手紙第十三章』の読み上げが始まる。長い年月を耐たえ抜ぬいてきた、愛についての説法が、いろんな意味で小花の胸に染み込んだ。

「では、誓ちかいのキスを」

　双方の宣せん誓せいが終われば、いよいよクライマックスである。屈かがんだ小花のヴェールを上げた征宗の顔が、ゆっくりと近づいてきた。小さな声が、ボソリとつぶやくのが聞こえる。

「そういえば、キスするのは初めてだったな」

　いつかの小花とは結婚生活を営んだという征宗であるが、確かに今回は初めてである。相変わらず手を繫つないだこともなければ、何かすれば周囲に聞こえないように文句を言われるのも毎度のこと。恋人らしいことはしていないし、夫婦らしいこともあまりしないだろう。ついでに好きだと言われたこともない。
















　でも、いいのだ。食事だけは毎回おいしいし、時々そっと肩が触れる回数は増えてきた気がする。無言でくれる羊羹はバリエーションこそコンビニスイーツに負けるが、味は大変おいしい。二人の幸せの形は二人だけが知っていればいい。

　初めて触れた征宗の唇は、なるほど、芙蓉子に無理やり押しつけられた少女漫まん画がで勉強したとおり、感触は羊羹というよりマシュマロっぽいなと思った。幸いにマシュマロは大好きな菓子の一つだ。これなら食べ飽きることはないだろう。
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「日本人はぁ!!　なんだかんだ言って、ハワイが大好きぃー!!」

「ど、どうしたんだい？　えらくご機き嫌げんだね、小こ花はなちゃん」

　人生最後の結けつ婚こん式しきを無事に終えて数日後、小花は自室にて旅行のパンフレットを取っ替かえ引っ替えしながらはしゃいでいた。安あ芸きが異様なものを見る眼めをしているが、テンションが上がりきっている小花には気にならない。

「えへへへへへへ！　分かりますかぁ!?　だってだって、ハワイ！　高校最後の夏休みで新しん婚こん旅行にハワイ！　ワイハ!!　新婚旅行とかぁ、行かないはずだったんですけどぉ!!　ましてやワイハなんて!!　飛行機とか危ないし!!　でもでもぉ、征まさ宗むね様が大だい丈じよう夫ぶだって言ってくれたんで!!」

　そこで部屋の扉とびらが開き、宗むね広ひろの姿が一いつ瞬しゆん覗のぞいたが、小花のハイテンションぶりに気付いた瞬しゆん間かん、無言で踵きびすを返かえした。気付いた安芸は申し訳なさそうな表情になったが、小花の勢いは止まらない。

「お土産みやげはあえてのマカダミアナッツでいいですかね!?　芙ふ蓉よ子こ様には芙蓉子様にだけですよって言えば、なんでも喜んでくれるだろうし!!　百ゆ合り香か様だって、もらい慣れてるとは思いますけど、あの人ならいらなきゃ転売するでしょ!!　まだいろいろ大変そうな椿つば姫き様には救きゆう援えん物質も兼かねて、百箱ぐらい贈おくっちゃいます!?　嫌いや味みだって思われちゃいますかねウフフ!!　庭にわ谷たにさんにも、一個ぐらいあげようかな！　一箱じゃなくて！　一個!!」

「うん、顔が緩ゆるみきってるからね……大丈夫？　十代の新にい妻づまという心くすぐられるフレーズが危あやぶまれる感じになってるよ？」

　己おのれの抱いだく理想に引っかかるらしく、微び妙みように顔を引きつらせている安芸であるが、途と中ちゆうから何かが解けたように柔やわらかな笑えみを浮うかべた。

「でも、いいことさ。君、大体いつもにこにこしてるけど、そこまで全開で笑うことってあんまりないからね」

　いつもはアワアワしている面の目立つ安芸であるが、つぶやく顔には大人の包容力が感じられた。なお、以前にぶちギレて征宗を焚たきつけた件については、後できっちりデコピン返しを食らったそうな。

「よかった。征宗様と、ずっとずっと、幸せにね」







　小花の部屋を後にした安芸は、そのまま隣りん室しつの征宗の部屋に入った。机に座すわった征宗は、小花から押おしつけられたパンフレットを眺ながめながらニヤニヤしている。側そばには先ほど無言で去って行った宗広の姿もあった。

「……征宗様、顔が邪じや悪あくにすぎるんで、気をつけてもらえますか」

　控ひかえめに進言すると、征宗は「おっと、いけないな」と言いはした。しかしその表情は相変わらず、子供が逃にげ出だしそうなもののままである。

「だが、仕方がないだろう？　愚おろかな花はな嫁よめ奴ど隷れいが、ようやく完全に俺おれのものになったんだ」

　隣室にその花嫁奴隷がいるというのに、彼かれは特に声をひそめる様子がない。壁かべの防音設備と小花の浮かれ具合をよく知っているからだ。なにせ征宗が小花と新婚生活を送るのは、これが初めてではないのだから。

「新婚旅行の間程度は、多少の飴あめを舐なめさせてやってもいいだろう。何やら楽しい夢を見ているようだが、妻として大事にする気などないというのにな。ちょっと菓か子しでも恵めぐんでやれば喜んで言いなり、あんな都合のいい女は他にいない。御み堂どうを守り続ける義務を課せられた俺に相応ふさわしい生いけ贄にえだ」

「そうですねえ」

　至ってのんびりと、安芸は相あい槌づちを打った。彼の表情は先ほど小花に向けた、大人の包容力を保ったままだ。

「その馬ば鹿かで都合のいいだけの女の子が必要だと理解するまでに、あなたは何回やり直したんでしたっけ？」

「そうだよなあ。かっこつけて、小花ちゃんには過小報告したみたいだが、十回や二十回じゃ利きかねーよな。こいつを見る限り。全部きっちり記録してんだから、本当に几き帳ちよう面めんっつーか神経質だよな、お前。本当に俺の弟？」

　びっしり書かれた「やり直し」の記録をこれみよがしに掲かかげ、宗広も調子を合わせた。

「ですよねー。お相手も三人娘むすめだけじゃなく、もっと可か愛わいい方も、賢かしこい方も、口答えしない方もいたじゃないですか。そもそも小花ちゃんとの結婚生活の途中で『やり直し』たのだって、記録をどう読んでも、いいように使われる彼かの女じよを解放する以外の……、あいたッ!!」

　丸めたパンフレットで続け様に眉み間けんを突つかれ、安芸と宗広は揃そろって悲鳴を上げた。

「いてっ、お前、そういやボクシングだけじゃなくてフェンシングもやってたな!?」

「征宗様、今のは殴なぐられ慣れてる僕ぼくでも本気で痛かったですよ!?」

「うるさい!!」

　うっかり声を大きくした征宗はフンと鼻を鳴らすと、ぞんざいなしぐさで二人を部屋から追おい払はらった。隣となりからかすかに聞こえる、死ぬほど楽しそうな小花の鼻歌をＢＧＭにゆっくりと背もたれに身を預ける。

「……ふん。散々焦じらされた化け物を夫にしたこと、一生かけて後こう悔かいさせてやるからな」

　ようやく本当の意味で手に入れた妻と行く、楽しいバカンスはすぐそこに。

　キラキラと輝かがやく小花の笑顔が脳のう裏りに浮かぶ。
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　お久しぶりです、小お野の上がみ明めい夜やです。「学園結婚マリツジ狂騒曲ラプソデイ　その恋こい、やり直してもらいます！」を手に取っていただき、誠まことにありがとうございました!!




　学園もので結婚ものでループものと、好きな要素を詰つめ込こんだ上にキャラクターのテンションが大変高いので、とってもにぎやかな雰ふん囲い気き（体てい裁さいのいい表現）になりました。私の手持ちの中では一番ライトで勢いがある文体を用いておりますので、このノリについて来られる人はよろしくな!!




　今回はカップルも入り乱れておりますので順番にご紹しよう介かい。ヒロインの小こ花はなはテンションが高い時と低い時の差が激しいのですが、話の展開上大たい抵ていいつも高かったので、めちゃくちゃうるさい子みたいになっちゃいましたね……羊よう羹かんでも口にねじ込んでおけば、おとなしくなると思います。相手役の征まさ宗むね様は、征宗様とナチュラルに呼んでしまうような正統派ヒーローを目指した瞬しゆん間かんもあったのですが、あったのですが、あったのですよ……。

　芙ふ蓉よ子こ様はなぜか制作者サイドから人気がありました。いじりやすい、いやいや、可か愛わいいですものね。家いえ永ながさんの（歪ゆがんだ）溺でき愛あいぶりもうなずけるというものです。しかしこの二人、将来的に芙蓉子様の結婚話とかが出て来たらどうなるんだろう……なんだか怖こわい考えになってきたので、その前に家永さんにも真ま栄え城じろ家に婿むこ入いりできるレベルまでがんばってほしいです!!

　百ゆ合り香か様は自分の立場を常に分かっていらっしゃるため、行動にブレがなくて書きやすかったです。逆に殿とのくんは案外と暴れ馬で困ったのですが、足して二で割れば丁度いいのでしょう。デザインがとっても好みなので、ひそかに殿きゅんって呼んでます。

　椿つば姫き様と恵え比び寿す屋やさんは、あまり出番をあげられなくて残念でしたが、今後も静かに寄より添そって暮らしていってほしいですね。女子同士の交流模様も見てみたいものです。

　ちなみに男性陣じんの中で、私が個人的に一番好きなのは安あ芸きさんでした。次点は恵比寿屋さん。メインヒーローとは常に一番付き合いたくない作者でごめんね、征宗様。




　個性バッチリにキャラたちを描えがき分けてくださった島しま田だちえ様、新担当の安やす井い様に支えられての刊行です。少しでも楽しんでいただけますように。また次の本でお会いできますことを願っております。





小野上明夜
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「アロハー！」

　九く條じよう学園に通う高校生にとっても大学生にとっても、冬休み最後の一日。その寂せき寥りよう感を吹ふき飛とばすような挨あい拶さつが、ドールハウスのごとく可か愛わいらしい部屋いっぱいに響ひびき渡わたった。

「な、なんなの、いきなり」

　待ち構えていたはずの部屋の主、芙ふ蓉よ子こは出鼻を挫くじかれてビビッている。それには頓とん着ちやくせず、後ろにいる征まさ宗むねの苦く笑しようを振ふり返かえることもなく、小こ花はなはウッキウキと挨拶を続けた。

「アローハー！　お元気そうで何よりです、芙蓉子様!!」

　ツンデレ克こく服ふく特訓中以上のテンションで述べた小花は、日本でも割とよく見るアレを取り出した。

「帰ってきましたよワイハから!!　日本人大好きワイハから!!　お土産みやげといえばもちろん、これ！　マカダミアナーッツ!!」

　必殺技わざのような叫さけび声ごえと共に、一ダース入りのマカダミアナッツが格好よく差し出された。すっかり気け圧おされた様子の芙蓉子は思わず受け取ってしまう。

「そして！　亀かめの写真!!」

「なぜ!?」

　耐たえきれなくなったように突つっ込こむやいなや、執しつ事じの家いえ永なががしゃしゃり出てきた。

「おやおや芙蓉子様、なぜとは無知をおさらしになる……ハワイといえば亀、亀といえばハワイという程ほど、深く結びついているではないですか」

「も……、もちろん、知っているわ！　当然よ!!」

　露ろ骨こつな知ったかぶりをする芙蓉子であるが、小花はてへへ、とはにかんだ。

「らしいですね。ですが私は、全然知らなかったんです。ハワイには青い海！　白い砂すな浜はま！　みたいなイメージしかなくて……でも行ったら、めちゃくちゃいるんですよね、亀。だからつい、写真を撮とりまくってしまって」

「普ふ通つうはそうですよね。私も今知りました」

「家永ァ!!」

　肩かたを怒いからせる芙蓉子だが、めでたく九條大学に進学したこともあってか、少し強くなったようだ。すぐに立ち直って、

「フン、それにしても、マカダミアナッツの箱を一つ？　舐なめてくれたものね、新にい宮みや教官、じゃない新宮さん……いいえ、小花、さん」

　腰こしに手を当てた芙蓉子は、仕切り直しとばかりに小花を睨にらみつける。

「この私が友達に選んでやろうとしたのに、連れん絡らくを無視しまくった挙げ句、征宗様と結けつ婚こんしてハワイに新婚旅行に行って帰ってきたのよ!?　何か言うことがあるんじゃないの!?」

「ハッピー!!」

「い、家永より図ずう々ずうしい人間が、この世に存在するなんて……！」

　ピースサインまで決めた小花に絶句した芙蓉子であるが、次の瞬しゆん間かん小花の顔に浮うかんだ笑えみはぎこちないものだった。救いを求めるように征宗を振り返るが、アイコンタクトで伝えられたのは「いいからやれ」である。知ってました、そういう人ですよね。

「……ごめんなさい。ちょっと、柄がらにもなく、緊きん張ちようしてしまって」

　征宗に振り回されてきた小花であるが、彼かれ以外には飄ひよう々ひようとした態度を貫つらぬいてきた。特に芙蓉子には、失礼な態度も取ってきた。永続的な人間関係を築くつもりがないので、どんな風に思われても平気だったからだ。

「メールにも、ずっと返信しなくてごめんなさい、芙蓉子様。いろいろとよくしてもらったのに、私、何もできなくて」

　芙蓉子の恋こいを成じよう就じゆさせようとうそぶいたのは、征宗とのハッピーウェディングルートを回かい避ひするために過ぎない。チョロい芙蓉子はそんな小花に恩義を感じ、歩み寄ってくれていたのに、幾いく度どとなくその手を振ふり払はらってしまったのだ。

「お借りした、っていうか無理やり押おしつけられた少女漫まん画が、また今度返しに来ますね。あの、だから、その……お、お友達から、どうかな、なーんて……」

　えへへへへ、と若じやつ干かん汗あせばみながら言葉を濁にごすと、芙蓉子は数十秒間黙だまり込こんだ。

「……やっぱり無理ですよね、今さら。申し訳ありません、失礼します。ただ、マカダミアナッツと亀の写真に罪はないので」

「──最初に来たの？」

　踵きびすを返かえそうとする小花に、芙蓉子は静かに尋たずねた。

「三人娘むすめたちの中で、私のところへ一番最初に来たの？」

「え、ええ……まあ」

　戸と惑まどいながら答えると、彼かの女じよは満足そうに深くうなずく。

「……フン、まあ、当然よね」

「家永さんからも、そうしないと芙蓉子様がスネるからと連絡をもらいましたし。最初の様子見には、コントロールしやすそうな芙蓉子様がいいかなーと私も思いまして……」

「小花ァ！」

　勢いで突っ込んでしまった芙蓉子はハッとした表情になったが、小花の胸にはじわりと温かいものが広がっていた。彼女の日常に取り込まれている自分が、嬉うれしかった。

「小花って呼んでください。私のほうが年下ですし（精神的にはずっとお姉さんだと思いますけど）。その代わり私も、芙蓉子さんって呼んでもいいですか？」

「もっ、もちろんよ。私の温情に感謝しなさいよね!!　つ、つまり、友達になってあげていいってことだから!!」

　ちょっと威い厳げんを見せようとしたものの、わざわざ全部しゃべってしまうあたりが芙蓉子だった。言うだけ言ってプイッと顔を背そむけた彼女は、その拍ひよう子しにやっと征宗と眼めが合う。

「あ、ま、征宗様、申し訳ありません！　ほったらかしにしてしまって」

「そうだね。自分から告白しながら僕ぼくを振ったくせに、無視されっぱなしでちょっと寂さびしかったよ」

　にっこり微笑ほほえまれて芙蓉子は顔色を失うが、征宗は別段彼女を追おい詰つめる気はないらしい。それは猫ねこ被かぶりモードだからというわけではなく。

「いいよ。真ま栄え城じろさんが元気そうで、僕も安心した。何より、小花のこのテンションじゃ、注意を持って行かれるのも仕方がない。君たちが仲良くしてくれるのは、僕も嬉しいし」

「そ、そうですか？　なら、よかった……」

　微笑み合う二人の間には自然な親密さがあった。征宗は初代様によく似た仮面で芙蓉子をそそのかし、芙蓉子は芙蓉子でプライドを捨てられず見みえ透すいた意地を張り続けるという、曲がりくねった関係が噓うそのようだ　それが解消できたのは、もっと曲がりくねった関係にある男の荒あら療りよう治じゆえである。小花は恐おそる恐おそる家永に問いかけた。

「あの、ところで、ちょっとお聞きしたいんですけど。正味の話、家永さんって、芙蓉子様のことを恋れん愛あい的な意味で好きなんですか……？」

「ええ、お慕したいしておりますよ。ですがあなたと征宗様のように、婚こん姻いん関係を結ぶことだけが愛の終着点ではないでしょう？　芙蓉子様には早く征宗様よりすてきな殿との方がたを見つけて、嫁とついでほしいと思っております。もちろん私も婚こん家かにはご一いつ緒しよする予定ですが、あえてご一緒せず、結婚式直前に」

「あっもう結構です」

　歪ゆがんだ願望をズラズラと並べてみせる家永には独特の逆らいがたさがある。しかし、もっと逆らいにくい男と結婚して成長したスーパー新宮教官をナメてもらっては困る。

「私と征宗様は、自分の気持ちにちゃんと向き合いましたから。家永さんだけ楽なほうへ逃にげようったって、そうはいきませんよ。今度はあなたを、徹てつ底てい的てきに鍛きたえに来ますから！」

　わずかに眼を見張った家永を尻しり目めに、征宗へ合図を送る。小花など到とう底てい及およばぬほど「やり直し」を重ねてきた彼も、家永が芙蓉子と恋人として結ばれた未来は知らないそうだ。

　ただしそれは、誰だれもお節せつ介かいを焼かなかった場合である。成長の兆きざしが見えたとはいえ、まだまだ幼い芙蓉子の気持ちが恋と言えるレベルかは不明だが、彼女は一度家永を選んだのだ。今度は彼の番だろう。

「芙蓉子は俺おれの妻の親友だ。幸せにしないと許さんぞ」

　征宗の本ほん性しように気付いている家永に遠えん慮りよはいらない。「征宗様」の仮面をかなぐり捨てて小さくつぶやくと、何も知らない芙蓉子には「次の約束があるので、そろそろお暇いとまするね」と微笑みかけ、小花と二人揃そろって真栄城家を後にした。







　安あ芸きが運転する車に乗って次に訪おとずれたのは、百ゆ合り香かの家である。御み堂どう家はイギリス風の貴族の館、真栄城家は（娘の部屋以外）純日本家屋だが、大だい徳とく寺じ家はタワーマンションの高層にあった。

「アロハァ!!」

　頼たのもう!!　ぐらいの勢いで叫びながら入ってきた小花を見て、百合香は優ゆう雅がに微笑んだ。

「こんにちは、小花さん、征宗くん。さあ、上がって」

「アロハァ!!」

「あらマカダミアナッツ。いいわね、好きよ、こういうどこで買ったかすぐ分かるものって。観光地としっかり結びついている商品は、おいそれと作れないブランドだわ。見み飽あきたとの声も聞くけれど、とりあえず買いをされるようになって、商品は一人前ですものね」

「ア、アロハ！」

「海うみ亀がめの写真？　そうか、ハワイでは神聖な生き物として、大切にされているものね。お守りなどのモチーフでも人気よ。これはラニアケアビーチで撮ったものかしら」

「いえ、ワイキキの海で遊んでたら、普通にそのへんにいたので……」

　海亀に会えると有名なビーチ名まで諳そらんじられてしまった小花は、勢いを失ってまともな日本語を発した。

「どうしたの？　黙り込んでしまって。いくら私からの連絡を無視し続けていて気まずいからといって、せっかくお土産を口実に会いに来てくれたんじゃないの」

　美しい黒くろ髪かみが炎ほのおのように揺ゆらめき立つ錯さつ覚かくは、決して安芸オススメのアニメを見すぎたせいではないと思う。ヒッと喉のどを鳴らした小花へ百合香はゆっくりと詰つめ寄よった。

「謝罪は何より速度が肝かん心じん。時じ間かん稼かせぎをしないで、言うべきことを早く言ったらどう？」

　芙蓉子で練習してきた意味がない。格が違ちがいすぎて練習になっておりませんがな。立て板に水とまくし立てられた小花が縮こまっていると、マンションの奥おくから殿とのが顔を出した。婿むこ入いりの話は順調に進んでいるらしく、最近は自分の家より百合香の家にいる時間のほうが長いとか。

「あっ、新宮さん、征宗も!!　よく来てくれたな」

「殿さん！　アロハ！　マカダミア海亀アターック!!」

　渡りに船と小花が突とつ撃げきしてきたので、殿は眼を白黒させる。無理やり渡されたマカダミアナッツと海亀の写真を手に、彼は小花の肩を摑つかんでとにかく落ち着かせようとした。

「新宮さん、ちょっと、いでででで！」

　いきなり征宗に手首を捻ひねられた殿が悲鳴を上げて飛び退すさる。

「ああ、ごめん、殿。ちょっと力が入りすぎたようで申し訳ない。それより小花、小花がちゃんと話をしたいのは百合香さんとだろう？」

　強ごう引いんに殿を小花から遠ざけた征宗により、百合香とサシで対たい峙じしないわけにはいかなくなった。アロハ戦術もお土産も出しきった小花に取れる手は一つしかない。

「──ごめんなさい！」

　全力で、率そつ直ちよくに、頭を下げた。女性版征宗とも言える百合香に、生半可なテクニックを弄ろうするのは無意味だ。

「もー本当に本当にごめんなさい、百合香様！　征宗様とのことは私から持ちかけた話だったのに、いろいろアクシデントがあったとはいえ、裏切ってしまって……!!」

「そうだぞ、新宮さん！　百合香さんに恥はじをかかせたのはよくなかった、うおっ!?」

　百合香過激派の殿が条件反射で叫んだが、無言の征宗にヘッドロックされて引っ込んだ。

「その上、あの……その、で、ですから。今後は心を入いれ替かえますので、な、仲良くしていただけると、嬉しいなー、なん、て……」

「要するに、友達になりたいって言っているのかしら」

　端たん的てきにまとめられると、恥はずかしさ倍ばい増ましやないかーい。

「あ、や、そんな、オソレ……じゃあなくて！　まあ、そ、そうなんですけど……」

「あなた、友達を作るのが下手ね」

　端的にすぎる。うぐぅ、と声にならない声を発して小花が押し黙り、ようやく征宗の腕うでを逃のがれた殿もかける言葉を見失っていた。

「百合香さんもね」

　ため息交じりにつぶやいたのは征宗である。意外にも百合香は反論せず、諦あきらめたように笑った。

「……そうね。だって私も九條で……いえ、一生、まともな友達を作る気はなかったから」

　化け物として一人で死ぬのだと思っていたから、人との付き合いを避さけてきた小花と同じだ。大徳寺の栄光に全てを捧ささげるため、百合香は砂場の女め神がみの甘あまささえも捨てた。

「今さら私たちに、まともな友達付き合いなんてできない。だから、こんなのはどうかしら。あなたは征宗くんと結婚した。私は殿くんと結婚する。九條の卒業生、特に同期の結束は固かたいわ。今後とも末永くお付き合いしていくことになるでしょう。そのためには、私や殿くんと友人関係を作っておいたほうが得策。そういうことでどう？　小花さん」

　ビジネスライクな方便は、次代の大徳寺のリーダーに相応ふさわしい。いつか芙蓉子のゴールデングレートアイディアを聞いた時のように、小花の脳内に花々が咲さき乱みだれていく。

「やっぱり百合香さんは最高やで……！」

「だろう!?　よかったな、新宮さん!!　これからは俺とも友達として仲良くしてくれ!!」

　ようやく征宗から解放された殿も内心、小花との関係を再定義する機会を求めていたのだろう。嬉しそうに伸のばされた手を、小花もがっちりと握にぎり返した。

「ですね！　やったー、殿さん相手なら芙蓉子様レベルに気を遣つかわずに済むのでありがたいです!!」

「褒ほめられているんだよな!?　な、なら征宗、この機会に俺たちも、その、友達に」

「──もちろん」

　いきなり小花の手から殿の手の感かん触しよくが消えた。と思ったら、いつしか彼の手は征宗にがっちりと、ぎっちりと、握られていた。

「もちろんだ、殿。元々僕らは生徒会長と副会長として、支え合ってきたものな。お前の行動は監視させてもらうこれからも仲良くしよう」

「いたた、はは、熱ねつ烈れつだな征宗。なあ、ところで、なぜ俺は冷ひや汗あせが止まらないんだ……？」

　余計な勘かんのよさを発揮している殿を眺ながめ、百合香は微笑んだ。

「あらあら。征宗くんも気の毒に」

　気の毒なのは殿さんでは？　と小花は思ったが、いくら友人同士でも線引きは必要だ。親しき仲にも礼れい儀ぎありってやつだよね、ということで、半笑いで見守ることに決めた。







　最後は椿つば姫きたちが住む釈しや迦か院いん家である。ベースは真栄城家と趣おもむきが似た日本家屋なのだが、いまだ手入れに回す金がないのだろう。幽ゆう霊れい屋や敷しきのごとき陰いん鬱うつな風ふ情ぜいが感じられる。

「いらっしゃいませ。大したおもてなしはできませんけど、どうぞお上がりになって」

　穏おだやかな笑え顔がおで出で迎むかえてくれた椿姫は楚そ々そとしたお嬢じよう様さま。九條には一番多いタイプだ。征宗の妹分なる猫被り状態で、当あたり障さわりなく接するのであれば、別段問題はない。

　それだけに深い話をしようとすると、一番どうしていいか分からない相手だった。向こうも会いたがらないだろうからと、マカダミアナッツ一個をめっちゃでっかいダンボール箱に入れて熨の斗しまでかけて送ってやった菊きく見みと違って無下にもできない。下手な態度を取ると、恵え比び寿す屋やの一件という罪悪感を背負っている相手だ。泣かれてしまう可能性がある。

　やっぱここは勢いが必要か。でもなぁ、アロハとか言いながらマカダミアナッツ突撃できる雰ふん囲い気きでもないんだよね、この人……何となく亀は好きそうな気がするんだけど……

「どうなさったの？　楽にしてくださいな。大だい丈じよう夫ぶですよ、もう恵比寿屋も刺さしたりしないと思いますし」

　椿姫がさらりと言ってのけた瞬間、小花たちは絶句し、その後ろへ音もなく現れた恵比寿屋は動どう揺ようして壁かべにぶつかった。椿姫もハッとして、

「あ、あら、恵比寿屋、いたの。ごめんなさい、ちょっと空気を解ほぐそうと思って……私ってば、とっつきにくいと思われがちのようだから……」

「……申し訳ありません。お茶をお持ちしようかと……ですが」

　その眼がチラリと小花たちを見たと思ったら、すぐさま気まずげに逸そらされた。征宗の説得に応じて椿姫の側そばに留まったとはいえ、恵比寿屋は家永のごときぶっとい神経を持っていない。あれからだいぶ経たちましたし、もう終わったことですよね！　切り替えていこ！　みたいな考え方ができれば、殿を刺すこともなかっただろう。

「だ、大丈夫ですよ、恵比寿屋さん！　アロハ!!　亀!!」

　パニくった小花が暗号めいたエールを送ると、征宗は「僕も大丈夫だと思いますよ」と微笑んだ。

「また何かしでかしたら、今度こそ庇かばいきれない。それが分からないほど、釈迦院さんの大切な従者は愚おろかではないはずだ」

「……ありがとうございます、お二人とも。では、恵比寿屋も同席させていただきます。そのほうが、恵比寿屋にも堪こたえると思いますから」

　言葉とは裏腹に椿姫はほっとした顔だ。恵比寿屋はぐっとあごを引いて「そうさせていただきます」とうなずき、茶の用意をしに行った。

　やがて運ばれてきた茶を広々とした客間にて勧すすめながら、椿姫は改めて御堂家からの援えん助じよに礼を述べた。

「大徳寺や真栄城からの援助まで取りまとめてくださって、本当にありがとうございました。おかげで屋敷も手放さずに済みましたし、私も大学へ進学できました」

　語る彼女の表情は明るい。常にその顔を曇くもらせていた不安は八割方が消え去って、すっきりしたものだった。恵比寿屋が起こした一件を聞いた時には気を失ったそうであるが、自らあの件をジョークにできるようになったのだ。逆境が気弱なお嬢様を成長させていた。

　もちろん百合香なら恵比寿屋が聞いていても平然としていたに違いないが、椿姫には百合香になってほしくないし、恵比寿屋にも家永になってほしくない。ていうか、その主従怖こわすぎィ！　ブレーキのない暴走車じゃん！　どうでもいいことを考えながら、今の小花にできる精一杯を示す。

「マカダミアナッツ、あとダンボールに一箱送りますね」

「え？　え、いえ……いいえ、ありがとうございます、新宮さん。おいしいですものね、あれ。恵比寿屋は意外と甘いものが好きだから、喜びますわ」

　まだ百合香に及ばぬ椿姫は一いつ瞬しゆん遠慮を見せたが、すぐに撤てつ回かいして微笑んだ。小花が亀の写真の焼き増しも申し出ようかとした矢先、

「……本当にありがとう、新宮さん、征宗様」

　もう一度礼を述べた彼女の顔は、何やら趣が変わっている。

「私、なんとなく、征宗様には心に決めた人がいるんだろうと思っていたの」

「えっ」

　小花が思わず声を上げ、征宗も珍めずらしく本心から驚おどろいた顔をした。

「それなのに、家をどうにかしたい一心で、征宗様に近づこうとしていたんです。……きっと叶かなわない恋だろうとも、思っていたから。ひどいでしょう？　私」

　余り物同士、殿さんとでも結婚できれば、恵比寿屋も帰って来てくれるでしょうか。かつてそう独りごちた時のように、彼女は儚はかなく笑った。

「あなたにはお似合いの主よ。そうでしょう？　恵比寿屋」

「……お嬢様!!」

　隅すみに控ひかえていた恵比寿屋が苦しげな声を出すが、椿姫は軽く首を振った。

「だから、つらそうな顔をするのはもうやめて。私たち二人で、ご迷めい惑わくをかけたみなさんに恩返しをしていかなくちゃ。だってあなたは、私のために殿さんを刺したんだもの。百合香さんを傷つけるよりは、いくらかましだったけれど。その点も、殿さんに感謝しないとね」

「お嬢様……」

「あの！」

　アカンで、やっぱりこの人は百合香さんになれない。家永さんなら興奮して奮起するかもしれないけど、あなた方は根が真面目すぎるんだから、その路線で突つっ走ぱしるのはやめて！　征宗の「やり直し」記録内でも時々自じ滅めつしていた二人にヤバそうな空気を察した小花は、強引に割わり込こみをかけた。

「椿姫……さん！　私とお友達になってください!!」

「え？」

　椿姫が当とう惑わくに瞳ひとみを揺らす。

「……嬉しいですけれど、よろしいの？　釈迦院は家こそ手放さずに済みましたが、もう名家とは言えません。百合香さんや芙蓉子さんと違って、お付き合いしても何の得も……」

　知っている。進学しない小花であるが、椿姫は大学でも正直ちょっと浮いているとは聞いていた。年一ハワイも当たり前の生徒たちに比べ、あまりにも慎つつましいキャンパスライフを送っているせいだ。百合香や芙蓉子も働きかけてくれているようであるが、元々引け目を感じていた二人に借りは作れないと、遠慮してしまっているらしい。

　──ああ、もう、征宗様、絶対心の中で笑ってるでしょ!!　本人の認にん識しきどおり、御堂家としての旨うまみはないんだし、この方とはあんまり親密になる気なかったのに、もぉー!!

「いえ、あのお二人は正統派お嬢様とは言い難がたいところがありますから!!　私も御堂の人間として、立場に相応しい立ち居振ふる舞まいを身に着ける必要があるんです。その点椿姫様ならコピー元としてパーフェクトゥ!!」

　先の百合香を真ま似ねて、ビジネスライクを装よそおった提案をする。

「ええ、お嬢様は、俺などには……いえ、俺に相応しい最高のお嬢様です!!」

　つられたように恵比寿屋が声を張り上げる。ぱっと顔を赤くした椿姫の肩に入っていた力が抜ぬけ、まるで小花のようにへにゃりと、ちょっと情けない顔で笑ったのだった。







「日本で楽しく過ごせる友達がたくさんできた。これでお前のハワイシックも解決だな、小花」

　御堂家に帰る車の中でご機き嫌げんの征宗にささやかれ、小花はむーっと頰ほおを膨ふくらませた。

「なんですか、根に持って。ちょっと初ワイハにはしゃいだだけじゃないですか……」

「そうだな。たかだか帰りの飛行機に乗る直前まで、『ここんちの子になる』と延々言い続けただけだもんな」

　青い空。白い砂浜。割とどこにでもいる亀。すっかりハワイを気に入った小花は連日満まん喫きつしまくった結果、帰国後もホームシックならぬハワイシックに陥おちいり、征宗をイラつかせていたのである。その罰ばつとして帰国前に計画していたように土産を配りに行け、ついでに今までの無礼を詫わびろ、御堂の妻として周囲との関係を維い持じせよと命じられたのだ。

「だって、楽しかったんですもん。あー、来世はハワイに生まれたい。カメハメハ大王の八番目ぐらいの王子に生まれて、王位は継つがないけど王位継けい承しよう権はギリギリあるから尊重しない訳にもいかない、ぐらいの地位で、フワフワ遊んで暮らしたかったなー」

「……そんなに今の生まれが嫌いやか？」

　人生をナメるなとばかりのデコピンを食らうかと思いきや、意外と征宗の声こわ音ねはシリアスである。「化け物」同士で来世ネタはダメだと悟さとった小花は、渋しぶ々しぶと本音を明かした。

「そこまで真面目に考えてるわけじゃ……あーもう！　日本だと、やっぱりちょっと人目も気になるじゃないですか。そりゃハワイも日本人だらけじゃありましたが、観光地を避ければ素の征宗様と、その、楽しく過ごせたなー、なんて」

　素の征宗様は常に偉えらそうで口うるさくて隙すきあらばデコピンかましてきますけど、その分たまのデレの破は壊かい力はなかなかなんですよ。土産配りを通じて私に友達を作ろうと画策してくれたのも分かってますけど、正直私には、あなたがいればいいんですよ。

「……どうですか、可愛い妻の可愛い本音は。何か言うべきじゃないですか、夫として」

「……アロハ」

「真似しないでくれます!?」

　怒おこり出した小花であるが、運転席の安芸は笑いを嚙かみ殺ころしている。御堂家は時々避ひ暑しよ地ちとしてハワイを選ぶため、安芸も当然のように連れて行かれていた。そのため小花よりもずっとハワイに詳くわしいからだ。

　アロハはただの挨拶の言葉ではなく、いろいろな意味を内包している。「こんにちは」「ようこそ」「ご機嫌よう」「さようなら」そして、「愛している」。
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彼はなんでも知っている









　いつも曖昧にヘラヘラ笑っているばかりで、表情の変わらない女だとずっと思っていた。

「おはようございます、征宗様」

「おはよう」

　朝八時十五分。御堂家の前までやって来た新宮小花は、毎度お馴染みヘラッとした笑いを浮かべて挨拶をしてきた。見慣れきった光景。

「ああ、おはよう」

　鷹揚に挨拶を返した御堂征宗は、小花と並んで九條学園に向かって歩き出す。これもまた、いつもと変わらない光景だ。何十回、何百回、何千回、何万回と、一々数えるのも馬鹿馬鹿しいほどに繰り返してきた。

「ところでお前、最近なんだか忙しそうじゃないか？」

「え、えぇ？　ケホッ、そうですかぁ？」

　露骨に眼を泳がせた小花が小さく咳き込むのを観察しつつ、素知らぬ顔で探りを入れる。

「放課後、やけに急いで帰っているらしいが、どうした？　友達でもできたのか」

「ああ……、そ、そーでーす！　ふよ……、じゃない、友達イズマイフレンド!!　ついに私にも、ゴホッ、で、できちゃったんですよぉ!!」

「それはよかったな」

　挙動不審も甚だしいが、それ以上は突っ込まない。ぼちぼちギャラリーが出現し始めるエリアに差し掛かったからだ。

「おはようございます、征宗様！」

「征宗様、ご機嫌よう」

　こちらの姿を認めた途端、次々と降り注ぐ挨拶。九條学園きっての有名人、高等部の生徒会長である御堂征宗の登校なのだから当然であるが。隣を歩いている地味な小娘など風景に埋没してしまうため、特に挨拶などされないのも、これまた当然だ。

「それじゃ、私はこれで」

　不満を覚えるどころか、面倒な話が途切れてラッキーだとでも思っているのだろう。人目が集まって来るやいなや、小花はそそくさと離れていった。

　馬鹿な女だ。冷ややかな思いは表情と連動しない。初代様なる偶像に似せた、物柔らかな笑みを顔に貼り付けながら登校した征宗は、一人になってからひっそりと嘲笑う。

「……俺はなんでも知っているんだぞ、小花」

　スマホを開けば、自主的に征宗の下僕と化した家永より、小花による芙蓉子のツンデレ矯正特訓の様子が毎日送られてきている。昨日は二人仲良く「征宗様大好き！」と三十八回叫んだらしい。そりゃ喉も潰すだろう。

『続きまして、本日の新宮様語録です。お納めください』

　状況の簡潔な説明に続くのは、小花が芙蓉子を鼓舞するために放った激励の数々だった。

「高嶺の花なんて流行らない！　時代はすぐデレるお嬢様!!」「今日の素直が明日を開く!!　命短し好きなら好きって言っちゃいな乙女!!」「相手の好みに合わせる、それが真の恋愛強者の考え方!!　まして征宗様は稀代のモテキング!!　向こうが折れるのを待っている暇はありません!!」

　毎度ながら、結構なパワーワードがずらりと並んでいる。あの小花がこれを叫びながら芙蓉子を鍛えているのかと思うと、いろいろな意味で胸にクるものがあった。

「……お前、実は割と騒がしい性格だよな」

　翌日の朝、新宮様語録を思い返してつぶやくと、小花は一瞬「え？」という顔をしたが、すぐに何かを思い付いたようである。

「……あー、そう、そうなんですよ！　私ってば、割とガサツで！　気が利かなくてぇ!!」

　御堂家の花嫁に向いてませんねぇ!?　気付いてくれたましたぁ!?　と言わんばかりの態度にイラッとしたので軽めのデコピンをお見舞いしてやった。いたた、とうめく横を「学校に着くまでに腫れを引かせておけよ」と無情に言い捨て、さっさと通り過ぎる。

「だったら皮肉だけで済ませてくれればいいのに……」

　ブツブツと愚痴る声を背中で聞きながら、誰のせいだ、と腹の中で悪態を突いた。分かっていたが、やはりこのルートは回りくどすぎる。選択肢を与えてやったのは失敗だっただろうか。いつかのように有無を言わさず、花嫁にすると宣言してしまえば、お互いに楽だったのでは。

　苦いため息をついて、今さらだな、と思い直す。それで満足できなかったから、自己判断で「やり直し」たのではないか。

　御堂の家に時折現れるこの力は、よりよき世界を導くためにのみ使うもの。利己的な目的で使ってはならないと、幼い頃から口をすっぱくして言い聞かせられてきたのに。

　ま、俺にも親父にも、お前が「やり直し」てるかどうかなんて、分かんねーけどなぁ。兄の宗広が飄々と笑いながら言った言葉を思い出す。バレて父に相当怒られていたが、軽薄な態度ながら優しい兄だ。巨大な責務を負わされた弟に対して、いささか不謹慎な言い方ながら、肩の力を抜くように気を回してくれたのだろう。

　宗広の言うとおり、同じ御堂の人間といえども、征宗が「やり直し」ているかどうかは分からない。何回「やり直し」ているかも定かではない。征宗自身、細かな記録は付けているものの、人生があまりにも長すぎて、かつ「やり直し」によって分断されすぎているため、たまに記憶が混濁するのだ。自分は一体何回、高校生として小花と学生生活を送っているのだろうと。







「……この表現だと、ダブっている回数すら忘れたボケ老人のようだな」

「征宗、何か言ったか？」

「いや、なんでもないよ、殿」

　ここが生徒会室であり、各部の予算についての説明を聞いている最中だということも忘れ、思わず小花のようなことを口走ってしまった。隣の殿が怪訝な顔をしているが、彼にはそつのない笑顔を与えておく。

　征宗にコンプレックスを持っている殿は、パーフェクトスマイルを浴びせかけられてムッとしたようだ。勝手にムッとしやがれ。お前が暴走した挙げ句、なぜか小花と付き合い出したツケは、いずれ必ず払わせてやるからな。

　微笑みに隠れて復讐を誓った征宗の注意は、隅で議事録作りに勤しんでいる小花へと向かった。芙蓉子ルートを諦めたかと思いきや、すぐさま百合香ルートを目指して邁進し始めた小花は、今日も殿と帰るのだろう。

　呪わしい現実だが、ここで短気を起こしてはいけない。いずれ彼女は、必ずこの手に落ちてくるのだ。数限りない「やり直し」を重ねた結果、小花こそがベストオブ花嫁だと分かってしまったのだから。

　彼女とすれ違ったまま、何度別の女性と結婚しただろうか。「征宗様」の仮面の下でため息を押し殺し、無味乾燥な人生をどれだけ重ねてきたか。

　──それは小花だって同じはずだ。ヤケクソになった征宗の花嫁となり、当初こそ萎縮していたものの、次第に開き直ってきた彼女は征宗の羊羹を横から奪って食べるような豪胆さを発揮し始めた。

　だが、征宗の影で息を潜め、征宗が誰と付き合おうが結婚しようが平気で「おめでとうございます」と言い放ち、式が終わって早々に「奥様に悪いですから」と征宗から離れた後の彼女は違う。友達も作らず結婚もせず、ヘラヘラした曖昧な笑いを浮かべながら独りで年を取っていく。

「俺はなんでも知っているんだからな、小花」

「何か言った？　征宗くん」

「なんでもないよ」

「そう？　怖い顔をしているから、てっきり新宮さんと殿くんのことを考えていたのかと思ったけど」

　悪戯っぽく笑う百合香と別れ、御堂邸内の自室へ戻ってきた征宗は小さく息を吐く。

　百合香のあの鋭さと聡明さは好ましい。実際彼女との結婚生活は決して悪くはなかったのだが、万事において理路整然とした暮らしは現実感を失わせ、結果として一番無味乾燥な人生となってしまうのも事実なのだった。

　芙蓉子も椿姫も他の女性たちも同様だ。悪くはないが良くもない。彼女たちにとっての自分は常に「征宗様」であり、小花とは違うのだ。そして、たとえ小花であっても、接し方を間違えれば彼女が芯から心を開いてくれることはない。

　分かっている。「高嶺の花なんて流行らない！　時代はすぐデレる御曹司!!」「今日の素直が明日を開く!!　命短し好きなら好きって言っちゃいな男子!!」「相手の好みに合わせる、それが真の恋愛強者の考え方!!　まして小花のやつは稀代のスルー力の持ち主!!　向こうが折れるのを待っていると何年かかるか分かりません!!」なんて、分かっている。

「……なんでも知っているからこそ、回りくどい手をあえて取ったんだ。あいつのほうから花嫁になりたいと言わせないと、意味がない」

　そこまで追い込んでやらなければ、小花は征宗の羊羹を奪って食べたりしないのだ。誰にでも向けるヘラヘラ笑いをしてほしくて側に置くのではない。

　彼女のことを考えると、とうの昔に死滅したはずの感性が蘇る。殿が小花に本気な訳はなく、ただの当てつけだと分かっているのに、つまらない嫉妬を覚えてしまう。突然死以外は回避できる世界の調停者として、いつか本当に魂がすり切れてしまうのを待つだけの日々に、小さな小さな花が咲く。

「小花のくせに生意気だぞ。さっさと俺を好きになれ、馬鹿」

　責務を投げ捨てたりはしない。御堂の、それも「やり直し」能力を持って生まれてきた人間として、果たすべき使命は理解している。小花や安芸など、事情を知る者たち以外の前では、これからも永遠に「征宗様」でいることを誓う。

　だから神様、能力的に俺自身が神と言ってもいい気がしますが神様、あのキラキラを俺に下さい。どう見たって俺のほうがキラキラしているのは百も承知しています。そもそもあいつは、いつもキラキラしている訳ではありません。ただ、たまに見せる本当の笑顔と泣き顔だけは、どうしようもなくキラキラして見えるんです。
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お久しぶりの刊行となりましたが、愛媛のくせに生意気な温度に震えながらも元気にやっております。

学園ものもループものも大好きなので楽しく書きました。テンション高めの登場人物たちに振り落とされないよう、ギアを上げてついてきて下さいね！
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